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第一章










悩める乙女




　大学を卒業した私は、今年の四月、アメリカのニューヨークに本社を置く〝ＤＫホールディングス〟という外資系商社に念願の入社を果たした。

　入社式の日、壇上に立ち日本語で挨あい拶さつをする男性は、プロフィールによると身長百八十五センチと背が高く、私の姉である日ひ菜なちゃんの旦那様・朝あさ倉くら千ち波なみや、彼の弟・郁いく斗とくらいに均整の取れたスタイルの持ち主に見えた。

　まわりにいた新入社員たちが、その男性――ディーン・ロイド支社長を見てざわつく。キラキラ輝くサラサラのブロンドが美しい、外国の王子様のような気品ある姿のせいだろう。

　もちろん私も、ビジネススーツ姿の支社長にうっとりした。この会社に入りたいと思ったきっかけは、彼への憧あこがれだったから。




　そして入社してから一ヵ月が経った。

　今の私の気分は……。

「ただいま」

　玄関の引き戸を開け、身体を引きずるようにしてまっすぐリビングに向かった。

「萌もえ、おかえりっ」

　リビングにいたのは、姉の日菜ちゃん。

「おかえりって……なんで日菜ちゃんがここにいるの？」

「そんなに驚くこと？　千波くん、今夜はお仕事で遅くなるから『実家に顔を見せに行ってきていいよ』って。あとで迎えに来てくれるの」

　にこにこと説明をする日菜ちゃんを見て、私は『やれやれ』といった表情をしてから、肩に提さげていたバッグをソファの上にポンと投げる。

　幸せそうな日菜ちゃんを見て、仕事のことで迷いに迷って不幸せな自分との違いに情けなくなったのだ。

「あら、萌。帰ってきたのね。おかえりなさい」

　キッチンからお母さんが出てきた。

「お母さん、ただいま」

　不機嫌ながらもちゃんと挨拶をして、日菜ちゃんの隣に乱暴に座った。その反動で、ソファがギシッと音をたてる。

「萌、仕事がきついの？」

　日菜ちゃんが私の顔を覗のぞき込んで聞いてくる。

「きついなんてもんじゃないのっ」

　でも、これは語弊がある言葉。仕事自体はそれほどきついものじゃないから。

　私が配属された先は、希望の部署ではなかった。

　日菜ちゃんのようにエスカレーター式に付属の大学へ進学はせず、一般受験組になった高校時代。超難関大学とまではいかないけれど、希望の学校に合格して、順風満帆に大学生活を送ることもできた。

　二歳年上の日菜ちゃんは、私も幼い頃から好きだった、国内の主要都市に多くの支店をかまえる〝朝倉ホテル〟グループの御曹司である千波兄にいの恋人になり、高校卒業を目前にした元日に入籍した。そして卒業を待って、北海道のニセコでロマンティックな結婚式を挙げた。

　私が千波兄に片思いをしていたときも、彼は私なんか相手にせず日菜ちゃんを愛したのだ。

　千波兄が日菜ちゃんを選んでから、私の気持ちは不思議と治まり、彼のことは本当の兄のようにしか思わなくなった。

　結婚から七年経った今でも、ふたりはあの頃と同じように夫婦仲がいい。待望の赤ちゃんはまだいないけれど、日菜ちゃんは幸せそうだ。彼女はときどき、実家で開いている華道教室で活いけ花を教えたりもしている。それというのも、私たちのお母さんのお父さん――つまりおじい様が花はな房ぶさ流の家元で、小さい頃から活け花を習っていた私たちは、花房流の師範の免許を持っているから。

　千波兄の三歳年下の弟、朝倉郁斗は高校卒業後、ブラジルに渡りサッカー選手になった。日本代表にまで選ばれる名選手となり、去年、日菜ちゃんの親友である愛あいさんと七年越しの恋を実らせて結婚した。現在はイタリアのクラブチームで活躍している。

　私は日菜ちゃんのように結婚したり、華道を続けたりするよりも、仕事をバリバリこなすキャリアウーマンになりたかった。男性と対等に仕事をしたかった。結婚だっていずれはしたいと思っているけど、今まで朝倉兄弟のようなデキる男を身近で見てきたから、結婚相手の理想は高い。

　私に理想の男性が現れるのか、それは神のみぞ知ること。それまでは仕事をがんばりたいと思って就職活動をしているときに閲覧した、会社案内のリーフレット。ある外資系商社の、役員紹介の写真を何気なく見ていた視線が、ひとりの男性に釘くぎづけになった。

　ブロンドに青い瞳の、まるで映画俳優のような男性を見た瞬間、ただの写真なのに、雷に打たれたみたいにビリビリと衝撃を受けた。そのときの私は、心臓が破裂してしまうのではないかと思われるほどだった。

　この気持ちは、なに……？

　今まで男性を見てこんなふうになったことはなかった。恋心というものが理解できる年齢になってから高校生の頃まで、長年好きだった千波兄に対しても。

　会ってみたい。この人の下で仕事をしてみたいと思ったのもつかの間、うっとりした写真の横に【支社長】と書かれてあることに気づいた。

　新入社員が支社長の下で仕事をするなんて、夢のまた夢だろう。それでもこの会社に入れば、支社長の彼を遠くからでも見られるかもしれない。そんなよこしまな動機も手伝って、私はここにターゲットを絞った。商社だったら、男性と同じように仕事をすることもできるはず。

　そして努力の末、その外資系商社の入社試験に受かった。だけど、総合職を希望していたのに、配属された先は〝受付〟だった。そう、エントランスロビーの一角にあるカウンターの前で、笑顔を絶やさず来客を案内する仕事。

　受付は会社の顔。いつでもにこやかに、はきはきと、仕事は速すみやかに……新人教育ではこう言われた。女である私の目から見ても、やはり受付はキレイな女性ばかり。私はどうだろう……肩甲骨まである長い黒髪。以前はもっと長くてまっすぐだったけれど、社会人になってから十五センチほど切って、緩くウエーブにしていた。

　試験の結果が予想より悪かったから、総合職は無理だと判断されたのかな……。

「日菜ちゃん！　私に受付の仕事は合ってると思う？」

「いきなりどうしたの？　萌はくっきりした二ふた重えに黒目がちの瞳だし、私なんかよりスッと整った鼻だし、唇だって、ルージュを塗らなくてもつやつやで、美人なんだから、受付には向いていると思うよ」

　日菜ちゃんは褒めてくれたけど、私はガクッと肩を落とす。総合職を希望していた私の落胆は大きかった。

　受付の社員は現在四人。今年の新入社員では私しか受付には配属されなかった。

　先輩たちは、寿退社を夢見て、毎日我が社に現れるイケメンエリートを物色している。休憩や昼食の時間になると男性の話ばかりで、なんだか私まで仕事への情熱が失われてきた気がする。

　私にだって『支社長の姿を近くで見ることができたら……』とか『いつか支社長と一緒に仕事ができたら……』という不純な動機もあったものの、最終的には、ここが男性と同様にしっかり働ける会社だと考えて選んだのだ。いまだに、やはり王子様のような支社長を見たい気持ちは大きいけど。

　でも入社式以来、支社長の顔もなかなか見られない。受付の前を通るとき、役員や秘書に囲まれていつも足早にエレベーターホールへ向かってしまうから。

　あくまでも支社長に対する気持ちは憧れだと思っていたから、ちらりと横顔だけでも見られればよかった。

　だけど、ふと考えてしまう。

　私がやりたいのはこんなことじゃないのに……と。

「辞めちゃおうかな……」

　ぼそっと呟つぶやくと、日菜ちゃんに聞こえていたようで、びっくりまなこで顔を覗き込まれる。

「どうしたの？　希望していた会社に入れたのに」

　まだ入社して一ヵ月。やっと新生活に慣れてきたところで、五月病にかかりやすい時期だと世間では言う。

「私がやりたいのは受付なんかじゃない……」

「受付は会社の顔でしょ？　大事な仕事だと思うよ」

　日菜ちゃんは慰めたつもりなのだろうけど、私は口をへの字に歪ゆがませて首を大きく左右に振った。

「男性と対等な仕事をしたいのっ！」

　そう言うとすっくと立ち上がって、バッグを鷲わし掴づかみする。

「あ、萌っ！」

　私の剣幕に、日菜ちゃんはあっけに取られた様子。そして対面に座っていたお母さんは苦笑いを浮かべる。

「萌、数年経ってから異動願いを出せば、希望の部署に行けるわよ。それまでは我が慢まんしなさいな。今辞めたら、それこそ希望の仕事から遠ざかるわよ」

　お母さんの言うことはもっともだけど、私は本当に辞めたいと悩んでいた。

「お風呂入って寝るから！　おやすみなさい！」

　モヤモヤする気持ちを抱えながらリビングを出て、二階の自室に向かった。




　翌日。会社から帰ってきてゆっくりとバスタブに浸つかり、自室へ戻ると、マナーモードになっているスマホがドレッサーの上で小刻みに振動していた。頭にぐるぐるとタオルを巻いたまま、スマホを手にする。

『萌っ！』

　電話に出ると、上機嫌な日菜ちゃんの声。

「どうしたの？　昨日会ったばかりなのに」

　日菜ちゃんのウキウキしている様子が気になる。

『明日、うちに食事においでよ。千波くんのアメリカ人のお友達が来るの』

「えーっ!?　いいよ。そんな気分じゃないし」

　即座に断ると、日菜ちゃんのお願い攻撃が始まった。彼女は結婚してから、料理を作って人に食べさせるのを喜ぶ性分になっていた。せっかく千波兄の友人のために手の込んだものを作るから、なんとか私にも食べさせたいらしい。

　それでもなかなか行く気になれず断り続けていたら、とうとう電話の相手が千波兄に代わった。

『俺の大事な友人なんだ。萌の気分転換も兼ねて会いに来てほしいな』

　千波兄の甘い言葉には弱い。

「わかった……。じゃあ、十九時だね？」

　千波兄にまで誘われては断れず、仕方なく了承した。




　次の日、長い一日を終えて、千波兄のマンションに向かう電車に乗った。実家の最も寄より駅から電車で三十分、私の勤めている会社の最寄り駅からは十五分くらいのところにある、立地条件のいいマンションだ。

　お父さんから就職祝いにプレゼントされた腕時計を見ると、すでに十九時半を回っていた。

　初対面の男性と会うのは苦手で、愛あい想そよくできないかもしれないから、千波兄のアメリカ人の友人と会うのは気乗りしなかったけれど、約束したからには定時で上がりたかった。だけど帰る間際、受付の先輩・宮みや崎ざき恭きょう子こさんに呼び止められてしまった。

　宮崎先輩は私より二年前に入社している。去年、新入社員が入らなかったため、受付では私が入るまで彼女が一番下だった。派手にならない程度のブラウンにカラーリングした髪は、スタイリッシュなボブ。形よく弧を描いた眉の下は、切れ長の一ひと重えの目。スッとした顔立ちが少し近寄り難い雰囲気を醸かもしているけれど、来客への接し方はわざとらしいほどにこやか。

　はぁ……。先輩のことをそんなふうに評してしまう自分も嫌になる……。

　宮崎先輩は、各部署の内線番号を暗記しているか確認してきた。もちろんばっちり記憶しているから、それに時間を取られるのは合理的じゃない。

　もうっ！　やってられない……。本気で辞めようかな……。

　最近、私が考えるのは会社を辞めることばかり。そんな自分にため息が漏もれる。

　――ブブブブ……。

　電車に揺られていると、私のスマホが振動した。乗る前に連絡しようと手に持っていたけれど、ちょうど電車がホームに滑り込んできて、電話をかけられなかったのだ。さらに、乗ってからメールをしようと考えていたら、宮崎先輩のことを思い出して手が止まってしまっていた。

　電話をかけてきたのは日菜ちゃんだ。時間になっても来ない私を心配して、かけてきたのだろう。

　バイブが止まってから、私は【あと十分くらいで着くよ】とメールを打ち、日菜ちゃんへ送信した。




　朝倉グループが所有するマンションの前に立つ。最上階の二部屋は、朝倉のおじ様が息子たちのために用意した部屋だった。

「いつ見ても豪華なマンション」

　ぽつりと呟き、ヒールの音を響かせて大理石のエントランスに入ると、顔見知りの警備員の男性が頭を下げる。

　私も会え釈しゃくして、最上階の部屋のインターホンを鳴らした。

『萌、上がってっ』

　すぐに日菜ちゃんの上機嫌な声が聞こえた。

　日菜ちゃん、いくらなんでも機嫌がよすぎない？　まさか、千波兄の友人と私をくっつけようなんて思っていないよね……？

　エレベーターに乗って上に向かっている途中、そんなことをふと考え、一階のボタンを押して引き返したくなった。でも、そのうちにエレベーターは最上階に到着してドアが開く。

「萌、お疲れ～」

　目の前に、小花柄のブルーのワンピースを着た日菜ちゃんが立っていた。

「遅くなってごめんね。一時間も遅刻しちゃった」

　遅れたことを謝ると、彼女は屈託のない笑みを浮かべる。

「仕方ないよ～、お仕事なんだから。千波くんたちはお酒を飲んで待っていたから大丈夫だよ。どうぞ、入って入って」

　日菜ちゃんは玄関のドアを開けると、中へ入るよう促す。

　目に入ったぴかぴかの大きなビジネスシューズは二足。

　千波兄と……もうひとりの……。

　二足とも有名なブランドのもので、艶つややかに磨かれ、履き心地がよさそう。セレブな千波兄は友人もセレブなんだね。

「萌？」

「あ、うん」

　私は履いていた黒いパンプスを脱いで、端に並べる。

　広いリビングへ通されると、ソファに座っていた千波兄ともうひとりの男性が立ち上がった。その男性を見て、私は目を大きく見開いた。身体が金縛りに遭ったみたいに硬直する。

　なんで……？　彼が千波兄の……友人……？

　驚いてしまい、手に持っていたタルトの箱をもう少しで落としそうになった。

「萌？　どうしたの？」

　日菜ちゃんがリビングの入口で立ち止まる私に視線を向け、小首を傾かしげる。

「萌、いらっしゃい。お疲れさま」

　千波兄が爽やかな笑顔で出迎えてくれた。

「え？　あっと……千波兄……」

　しどろもどろの私に、千波兄がぴくりと片方の眉を上げる。

「どうしたんだい？　普段は元気で、言葉に詰まることなどないのに。いつもの萌らしくないな。もしかして熱でもある？」

　彼を見た衝撃にまだ戸惑っている私の額に、近づいてきた千波兄が手を置く。

　そんな私たちを見ている、アクアマリンのような明るく青い瞳。彼は立ったままで、少し微ほほ笑えんでいる。

　チャコールグレーのビジネススーツが、鍛えられた身体にほどよくフィットしている姿に、私の胸は暴れ始めていた。

「ディーン、気にしないで座ってください」

　彼を立たせたままにしていることに気づいた日菜ちゃんが、声をかける。

　ディーン……やっぱり……やっぱり彼は支社長なんだ……！

　支社長に憧れて入社したけれど、彼を目にするのはいつも、受付を通り過ぎるほんの数秒程度。それが思いがけず、彼が同じ部屋にいる。しかもすぐそこに……。

　私、夢見てるの？　信じられない。

「熱はないな。でも、顔が赤いよ」

　支社長に意識を奪われていた私の耳に、千波兄の声が聞こえてきた。

「……えっ？」

　慌てて千波兄を見ると、訳知り顔で見つめられていた。

「な、なんでもないよ。大丈夫。タルト置いてくる」

　私はキッチンへ入っていく日菜ちゃんを追った。その途中、支社長に軽く会釈して。

　緊張で引きつった顔になっていないよね？

　キッチンに向かいながら、誰にも見えない死角に入り、空いている右手で頬ほおを撫なでつけてから日菜ちゃんに近づく。

「日菜ちゃんの好きなパティスリーのメロンタルト、買ってきたよ」

「ありがとう。手て土産みやげなんてよかったのに。ここはいいから、千波くんのほうへ行ってなよ」

　日菜ちゃんは、ふたり暮らしには必要なさそうなほど大型の冷蔵庫から前菜の大皿を取りだし、私に向こうへ行くように勧めたけれど、支社長と対面するにはまだ心の準備ができていない。少し心を落ち着かせたかった。だけどキッチンの中へ入っても、リビングにいる支社長に意識が向いてしまっている。

「て、手伝うから」

　私はタルトの箱を邪魔にならないところに置くと、シンクで手をいそいそと洗う。

「じゃあ、これを運んでくれる？」

　示されたのは、日菜ちゃんが先ほど冷蔵庫から出した前菜の大皿。真四角の涼しげなガラスの皿に、彩いろどりよく野菜や魚介類などが盛りつけられている。

　冷静になる時間が欲しかった私は、一瞬、肩をこわばらせた。そんな私におかまいなく、日菜ちゃんは大皿を差しだしてくる。

　仕方なく受け取り、彼女に背を向ける。気持ちを早く落ち着かせようと、小さく深呼吸をしてから歩きだした。

　平常心を保とうと思えば思うほど、緊張感がさらに増してくる。こんな自分は初めてだった。

　いつでも物もの怖おじせず人に接すると言われている私なのに、どうしちゃったの？　早くいつもの自分に戻って！

　大皿を落とさないように集中して、リビングの横にあるダイニングテーブルに近づくと、そこでまた私の心臓が大きく跳ねた。

　すでに千波兄と支社長がダイニングテーブルの席に着き、リラックスした様子で話をしていた。

「ああ。萌、ありがとう」

　私に気づいた千波兄は、会話が途切れたところで視線を向けてきた。それと同時に、アクアマリンの瞳も私に向いた気がした。向いたかどうか定かでないのは、実際には支社長のほうを見られないから。

　どうしよう。こんな挙動不審な私に千波兄も気づいているはず……。

　まだ支社長と向かい合う心の準備ができていない自分を呪いながら、機械仕掛けの人形のようなぎこちない動きでキッチンへ戻った。




　ダイニングテーブルに、日菜ちゃんの手作りのフレンチが並んだ。私が遅刻したから、すでにテーブルに用意されているだろうと思っていたけど、冷たいものは冷たく、温かいものは温かく……と気を遣う彼女は、私が到着してから最後の仕上げをしたようだ。

　日菜ちゃんは、千波兄と結婚するまでは私と同じくらいほとんど料理をしたことがなかったのに、この数年でプロ並みの腕前になっている。千波兄に喜んでもらえるように、大学在学中に料理学校に通い、卒業してからはイタリアンやフレンチも学んでいた。

　千波兄のような〝有名ホテルの専務取締役〟という社会的地位ともなると、こうして奥さんが客人を料理でもてなしてくれるのは、うれしいことなんだろうな。

「萌はディーンの隣に座って」

　千波兄に言われて、支社長の隣に座ろうとぎこちなく足を向けると、彼がおもむろに立ち上がる。そして私の席のイスを引いてくれた。

　やはり外国人。初対面でもレディファーストのマナーは完璧。

「どうぞ」

　私の心臓を射抜いてしまいそうなほど魅力的な笑みを見せる支社長。その笑みに私は固まる。

「さすが外国の方だね」

　そう言ったのは日菜ちゃん。自分の旦那様も、いつも完璧なマナーなのだけど。

「どうぞ。萌さん」

　支社長の口から私の名前が出て、一瞬驚く。支社長の声をちゃんと聞いたのは入社式以来。あのとき、流りゅう暢ちょうな日本語で話す低すぎない声にうっとりしてしまい、内容は頭に入ってこなかった。

「あ、ありがとうございます」

　私は支社長の引いてくれたイスに、こわごわと腰かけた。自分が働く会社の支社長にイスを引かれ、さらに『萌さん』と呼ばれて居心地が悪い。

　視線をそらすと、フランス産の白ワインのボトルを千波兄が手際よく開けていた。

　クリアで美しい色合いのワインがグラスを満たし、食事が始まると、千波兄が口を開いた。

「萌、彼は――」

「し、知ってます」

　千波兄が支社長を紹介しようとしたので、思わず遮ってしまった。

「そうだね」

　千波兄はやんわりと笑みを浮かべて頷うなずく。最初から、私が勤める会社の支社長だということをわかっていたのだろう。

「萌、彼を知っているの？」

　日菜ちゃんは、千波兄からなにも聞かされていないらしい。

「私、ＤＫホールディングスの社員なんです」

　隣に座る支社長に顔を向けて言った。ドキドキしているせいで、出た声は思ったより小さい。けれど支社長にはちゃんと聞こえたようで、アクアマリンの瞳は驚いたように大きく見開かれた。

「萌さんは、我が社の社員なのかい？」

　すぐに表情が戻った支社長に、確認するように問いかけられて、「はい」と静かに答えた。

「ディーンが、萌の勤める会社の支社長だったなんて。すごい偶然だね」

　日菜ちゃんがぱっちりした目をさらに丸くして言う。

　支社長に見つめられて、身体が熱くなる。きっと顔まで赤くなっているかも……。

　顔をパタパタとあおぎたいところだけど、膝ひざの上で両手をぎゅっと結び、我慢する。

　千波兄の友人が支社長だったなんて……。憧れの人が隣に座っていて夢みたい。

「萌は、今年の四月に入社したばかりなんです」

　勤めている会社の支社長を前にして、緊張している私に気づいた日菜ちゃんが彼に教える。

「そうでしたか。萌さん、我が社にようこそ」

　支社長は日菜ちゃんに頷いてから、私と目を合わせる。

　社員だと知らせたのに、呼び方は変わらず『萌さん』で、戸惑う。せめて名字で呼ばれれば、ドキドキが治まるはず……。

　ふいに大きな右手をさりげなく出されて、反射的に私も手を出してしまう。強すぎでもなく、かといって弱すぎでもなく、ちょうどいい力加減で握られた。

「最終面接に出席していたら、君みたいな美しい人は絶対に忘れないのに。で、どこの部署かな？」

　えっ？　美しい人……？

　サラッと褒められたのは、お世辞だろう。困惑しながらもそう考えた。

　最終面接のとき、本来なら支社長と面談するはずだったのに、本国へ出張していると面接官に告げられた。会えなくてがっかりと気落ちしたけれど、あの場に支社長がいなくてよかったんだ。もしいたら、この宝石みたいな瞳を意識してしまい、言葉がうまく出てこなかっただろう。

　その支社長が今、口元に笑みを浮かべて私を見つめている。

　間近だと、まるでスクリーンから出てきた俳優のような整った顔の細部まで見える。そのせいで、私の心臓は静まることなく暴れ続けている。

　私は無意識に、胸のあたりを薄ピンクのブラウスの上からぎゅっと掴んでいた。

「大丈夫？」

　私の動作を見て、胸が痛いのかと支社長は誤解したようだ。

「だ、大丈夫です。ちょっと驚いてしまって……」

「どこの部署かは、教えてくれないのかな？」

　支社長に尋ねられた。普段の自分に戻ろうと言い聞かせていた私は、思わず「内緒です」と答えていた。

　どうしてそう言ってしまったのか、わからない。〝受付〟という部署にわだかまりがあるせいなのか……。

「内緒か……」

　考え込むように、指を顎あごに当てている支社長。

　そんな彼を見て我に返り、『なんてことを言ってしまったの？』と内心で慌てる。

「萌っ！」

『なんで正直に話さないの？』と咎とがめるような日菜ちゃんの視線が痛い。千波兄を見れば、おかしそうに口元を緩ませているけど。

「あ、あの――」

　受付だと言おうと口を開いたとき、支社長が遮る。

「そうか……では、明日から萌さんを探すとしよう」

「えっ？　探す？　あの……」

　探すと言われて驚くばかり。なぜ一介の社員の私を探すの？

「萌さんを探すと、都合が悪いかい？」

「い、いいえ……あの、とりあえずその呼び方はやめてください」

　支社長に『萌さん』と呼ばれると変な感じだ。

「じゃあ、『萌』でいいかな？」

「し、支社長がいつも社員を呼ぶようにお願いします。私は藤ふじ田た 萌です」

　フルネームをはっきり知らせた。これで、きっと名字で呼ばれるはず。

　私の言葉に、支社長は『わかった』と言うように頷いた。

「萌、ディーンは忙しいんだから、部署名を今言ったほうがいいよ」

　日菜ちゃんはまだ渋い顔のままだ。

「いえ、日菜さん。いいんです。私は明日から君を探す」

　私にそう言った支社長は、ワクワクする子供のような顔になっている。確か、三十歳ぐらいのはず。これほどイケメンで大人の男性がこんな表情をするのかと、私は驚いていた。

「支社長……」

「明日から楽しみだ。自力で君を探すと約束しよう」

「自力……ですか？　人事部のファイルを――」

「それではおもしろみがなくなる。日本支社の社員、九百八十五人のうちのたったひとり。萌、君を絶対に探しだす」

　ゲーム感覚なのだろうか。支社長は楽しそうに見える。

　しかも今、名字ではなく『萌』と呼び捨てに……。聞き間違いじゃないよね？

「萌、ディーンは探しだすと言ったからには、絶対にやる男だよ。せいぜい見つからないように」

　千波兄は、私たちがかくれんぼをするみたいに思っているの？　支社長と共に楽しんでいるようだ。

「千波は見つからないことを願っているのか？　ひどいな」

　支社長は、傷ついたように大げさに嘆くふりをする。

「千波兄、支社長は忙しいんだから、私を探す時間なんてないよ」

　楽しむふたりを見ていたら少し余裕ができて、私は言った。

　いつも役員たちに囲まれて移動するくらい忙しい支社長が、絶対に私を探すわけないんだから。

　そのあと、会話がひと段落したところで、日菜ちゃんのおいしい手料理を支社長が絶賛する。

「千波は幸せだな。こんなにかわいくて料理上手な奥さんがいて」

「ディーンも再婚すればいい。ホテル暮らしなどやめてね」

　再……婚……？

　ローストビーフを切っていた私は、手を止めてふたりを見る。

　千波兄と支社長の会話を聞き間違えた？

「私は朝倉ホテルのお得意様なのに？」

　社員食堂などで聞く先輩たちの噂うわさ話で、支社長がホテル住まいだと知ってはいたけど、まさか朝倉ホテルに泊まっているとは思ってもみなかった。

「もちろんセミスイートのお客様を失うのは痛いけどね」

　千波兄が笑っている。

　アメリカでも有数のセレブ一族の一員である支社長は、国賓や芸能界のスターなどが利用する朝倉ホテルのセミスイートに泊まっていたんだ……。

「それに、再婚はまだないな」

　支社長は軽く首を左右に振り、薄く笑う。

　私は支社長のホテル住まいよりも、結婚していた事実に驚きを隠せない。

　支社長がバツイチ……。今どき離婚なんて珍しいことじゃない。でも、自分には関係ないことなのに、ショックを受けていた。

　支社長のことをもっと聞きたかったけれど、ふたりの会話は違う話題に変わってしまい、もう聞けなかった。










意識せずにはいられない




　ローストビーフを切りながら、つい隣の支社長を見てしまう。

　ナイフとフォークを使う支社長の手。指先にも気を遣っているらしく、長すぎないようにカットされた爪つめを備える指は長くすらりとしているけど、決して女っぽいわけではない。

「ボーイフレンドは？」

　急に声をかけられて、支社長の手を見ていた私の肩がビクッと跳ねる。

「え……？」

　ボーイフレンド？　なぜそんなことを聞いてくるの……？　外国で言うボーイフレンドは、男友達？　それとも彼氏がいるのかって尋ねているの？

　ううん。私の彼氏について聞いてくるはずない。きっと男友達のことだよね。

「ボーイフレンドなら、たくさんいます」

「たくさん？」

　支社長は首を傾け、私をじっと見つめてくる。

「えっと、聞いているのは男友達のことですよね？」

「いや、特定の男性のことだよ」

「あ……それなら……いません」

　大学でも何人かに付き合ってほしいと告白されたことはあるけれど、親密な関係になった人はいない。

「いないのなら、私はどうかな？」

　支社長は私のほうへ身体ごと向いて、笑みを浮かべた。

　色気のある微笑みに心を射抜かれる。

　カッコいい……っと、そんなことを考えている場合じゃない。

「な、なにをおっしゃっているんですか？」

　誰にでも声をかける人なの？

「ディーン、萌をからかわないでくれないか？　支社長の君に言われたら、返事に困るだろう？」

　千波兄が助け舟を出してくれた。憧れていた人だから、すんなりと頷きそうになっていた。

「からかっているつもりはないよ。彼女がステキな人だから、興味があるんだ」

「萌がステキな子なのはもちろんだよ。だけど、俺の大事な義妹だということも忘れないでほしい。軽く声をかけられて、簡単に付き合うような子じゃない」

「ち、千波兄っ！　なにを言ってるのっ!?」

　千波兄の牽けん制せいの言葉に、私はイスから立ち上がっていた。

「私がここにいるのに、勝手なこと言わないでよ」

「そうだ。千波、彼女はもう大人の女性だ。君の保護がなくてもやっていける」

　支社長は千波兄の言い草に気を悪くした様子もなく、やんわりとした口調だ。

「もちろん、ディーンは大事な親友だ。信用している」

　千波兄も余裕の笑みを浮かべて言うと、日菜ちゃんが大きくため息をついた。

「もうっ、千波くんは萌のこととなると、急に保護者みたいになるんだから。これでこの話は終わりね。萌も座って、早く食べて」

　日菜ちゃんが話を終わらせ、突っ立っていた私も腰を下ろした。

　支社長がどういうつもりで声をかけてきたのかわからないまま終わってしまい、なんだか気持ちがモヤモヤしていた。

　食後のデザートをキッチンで用意しようと離れていった日菜ちゃんに連れ添って、千波兄もテーブルから離れる。私は支社長とその場に残され、食事中に緩んでいた緊張感が戻ってきた。

　なんとなく気まずい雰囲気が流れているような気がするのは、私だけ？

　料理を口にすれば、話さなくて済む。私は残っている付け合わせのいんげんをパクリと頬張った。

　ゆっくり咀そ嚼しゃくしていると、支社長がふっと鼻で笑った気がした。

「萌、明日から必ず君を探し始めるよ。探しだしたら、褒ほう美びが欲しい」

「えっ？　褒美？　あの……どんな？」

　すでになんでも持っていそうな支社長に、私があげられる褒美って……？

「デートだ」

　聞き間違いだと思った。私が望んだことを、支社長の言ったことと取り違えたんだ。

「あ、あの？」

「萌、君を見つけだしたら、デートしてくれるね？」

　支社長は、誰をも魅了してしまいそうな極上の笑みを浮かべた。

　聞き間違いじゃなかった……。それに、さっきからずっと『萌』と呼ばれ……。心地いい響きに、舞い上がってしまいそう。

「約束だからな？」

「え？　はい……絶対に自力ですよね？」

　早く見つけだしてほしいと思ってしまう。人事ファイルを見てくれれば、余計な時間を取られないのに。

「ああ。そのほうがおもしろそうだからな。自分の足で君を探しだすと約束しよう」

「でも、支社長はお忙しいし」

　分刻みでスケジュールが組まれている支社長に、自由な時間なんてほぼないはず。私を見つけだすには、どれだけかかるんだろう。

　自社ビルは三十五階建ての高層ビルで、部屋数は数えきれない。それを自分の足で探すなんて。

「ひとつひとつの部署をしっかり回るよ」

　力強く約束する支社長。そこで私はハッとした。

　まさか、私の名前を言いながら探すんじゃ……。

「どうやって探しだすんですか？」

「もちろん、部署を回って萌の名前を言うしかないな」

「そんなのダメです！　支社長が私を探しているなんて噂が広まったら、困ります」

「人事ファイルを見ないのなら、そうやって探すしかないだろう？」

　私が慌てるのがおもしろいのか、彼は楽しそうだ。

「絶対に私の名前を言ってはダメですからね」

　私は自分の口元に人差し指を当てて言った。

　支社長が私を探しているという噂がたったら、どんな目に遭うか。

　彼は少し考えたのち、頷いた。

「わかった。約束しよう。なんとか君の名前を言わずに探しだしてみせる。その代わり、もうひとつの褒美として、今度会ったときは私の名前を呼んでくれないか？　君の口からは『支社長』よりも『ディーン』と呼ばれたい」

　笑顔を向けられて、言葉に詰まった。支社長は私を口説いているの……？

「わかりました。そのときは……」

「そのときは？」

　私のほうへと身を乗りだした彼に不敵に微笑まれ、心臓がドクンと音をたてる。

「そ、そのときはお名前を呼ばせていただきます」

「よろしい」

　そこへ「デザートはリビングに用意したよ」と、日菜ちゃんが呼びに来た。

　日菜ちゃんは私がタルトを用意しなくても、ちゃんと焼き菓子とフルーツを準備していた。

　支社長は甘いものが好きらしく、デザートを食べて満足そうだ。私も日菜ちゃんの手作りの焼き菓子とコーヒーを堪たん能のうし、腕時計を見ると、もう二十三時近いことに驚いた。四人でのたわいもない会話は楽しくて、時間があっという間に過ぎてしまった。

「私、そろそろ帰らなくちゃ」

　そう言って立ち上がった。

「もう二十三時か～。時間が経つのって早いね」

　日菜ちゃんは壁にかかっている時計を見て、残念そうに呟く。

「萌、泊まっていくといいよ」

　千波兄がそう言うけど、私は首を横に振った。

「ううん。まだ電車あるし。それに明日も仕事だから」

「それならタクシーで帰りなよ」

「日菜ちゃんっ、私は普通のＯＬなの。遅くなったからって毎回タクシーに乗っていたら、お金なくなっちゃうでしょ」

「萌、送っていくよ」

　私たちの会話に口を挟んだのは、支社長だった。

「えっ？　支社長が？」

　私が驚いていると、「外に車を待たせているんだ」と彼は言った。

「萌、そう言ってくださっているんだから、送ってもらえばいいよ」

　日菜ちゃんはすかさず相あい槌づちを打ち、私に彼の車に乗るよう勧めた。

　支社長と同じ車に乗るなんて……どんな話をすればいいの？　しかもわざわざ送ってもらうなんて、恐縮してしまう。

「萌をちゃんと送り届けると約束しよう」

「……では……支社長、よろしくお願いします」

　ソファから立ち上がった支社長にお辞儀をした。

　この緊張はもうすぐなくなると思っていたけれど、まだ続くようだ。




　私は後部座席で支社長の隣に座った。少し離れているけれど、支社長の脚の長さが目に入って落ち着かない。

　それに、なんの香りだろう……ジャスミン？　フローラル系の……ふわっとしていて少し甘めなムスクのいい香りまでまとっているから、余計にどぎまぎしてしまう。

　何気なく腰をずらし、ドアに寄りかかるようにして座る。不自然じゃないようにしたつもりだったけれど、それがわかったのか、支社長がクッと喉のどの奥で笑う声がした。

「そんなに隅にいるなよ。車内は広いんだから」

「い、いいえ。支社長の脚が長すぎて……」

　私が首を左右に振ると、支社長は目尻を下げて大きく笑った。

「あの、うちの場所――」

「知っている。千波の家の前なんだろう？」

「そうです」

　私は頷いた。赤ワインと白ワインを一杯ずつしか飲んでいないのに、ちょっと頭がクラクラしている。それは支社長と一緒にいる緊張感からなのかも。

「萌」

　ふいに支社長の手が伸びてきて、私の唇にかかっていた髪の毛がゆっくり払われる。さっき頷いたとき、唇についてしまったようだ。

　やだ、気づかないなんて……。

「あ、ありがとうございます」

　どうしよう……胸が苦しい……。

「どういたしまして」

　それから支社長が、運転席に座る男性に行き先を告げ、車はゆっくり動きだした。

　幹線道路をスムーズに走っていく高級外車の座席クッションは、私を包み込むようで気持ちいい。隣が支社長じゃなかったら、眠っていると思う。でも今はそれどころじゃない。私の全神経が支社長に向けられていた。

　早く着いてほしい……。

　しばらくして、車が前に進まなくなった。この先が工事中で、片側の車線を潰しているようだ。

「あ！　私、別の道を知っています」

　わざわざ送ってもらっているから、気を遣ったつもりだった。

「いや、いい。それとも君は私から早く離れたい？」

　支社長はからかうように言ってくる。

「それは……」

　言葉を発せないでいると、彼は続ける。

「明日からが楽しみだ」

　忙しいんだから、探さなくていい。『受付です』と言おうとしたそのとき、支社長のジャケットのポケットから、なにかが鳴る音が聞こえてきた。

　彼は私から目をそらさずにそこからスマホを出し、電話に出た。

「はい？」

　日本語をすぐに英語に切り換えて話し始め、視線がそらされた。

　日常の英会話程度なら不自由しない私だけど、支社長の早口の英語にはついていけない。どうやら仕事の話のようだ。でも、静かな車内で私の耳に聞こえてくるのは女性の声だった。しかも親しげで、楽しそうで、落ち着かない気分に襲われる。

　私は下唇を噛かみ、ゆっくり動く窓の外の景色に視線を移した。




「ありがとうございました。わざわざ送っていただき、すみませんでした」

　高級外車から降りた私は、あえて丁寧すぎるほどのお辞儀をした。

　腹が立っていた。彼がずっと電話をしていたことに。

　電話が切れたのは、家の前でブレーキが踏まれる寸前だった。

　車が停まると、私はすぐさまドアを開けて降りた。そしてぐるっと回って、開きかけていた反対側のドアの前に立ち、礼を言ったのだ。

「玄関まで送るよ」

　ポケットにスマホを収めた支社長は、いぶかしげに私を見つつ、車から降りようとした。

「結構です。おやすみなさい」

　胸のモヤモヤを抱えながら首を横に振り、もう一度頭を下げてから、大きな門の横にある通用門に向かう。

　それでも、また支社長の姿を見たい衝動に駆られた私は、通用門の前に立つと振り向いてしまう。

　彼は車から降りて、私を見ていた。その姿に心臓がドクッと跳ねた。車に乗ったままだと思っていたから。

　動揺しながら再び頭を下げ、通用門の木戸を開けた。




　彼が絶対に探しに来ないとわかっていても、念入りに身支度をしてしまう。

　胸元についたフリルがアクセントの真新しいブラウス。脚を長くキレイに見せてくれる、膝上のチェック柄のスカート。そこにオフホワイトのジャケットを着れば、通勤着としては申し分ない。仕事中の制服はペパーミントグリーンのスーツなんだけど。

　首元を飾るのは、郁兄から以前クリスマスプレゼントにもらった、プチダイヤのついたハート型のネックレス。このネックレスを身に着けると、郁兄を思い出す。

　郁兄、がんばってるかな？

　社会人になってからはゆっくりテレビを観る時間がなくて、スポーツニュースはご無沙汰だ。ニュースでは頻繁に郁兄の活躍が取り上げられている。

　イタリアに行ってから、どのくらい経ったっけ？

　郁兄の活躍が目覚ましいのは、陰で支える愛さんのおかげだろう。彼が愛妻家だということは、郁兄ファン以外にも有名な話。

　そんなことを考えながら毎度の満員電車に揺られる。いつも駅に着く頃には疲れを覚えてしまう。駅から会社まではすぐなのが救いだ。

　自社ビルの回転扉の前に来たとき、見覚えのある高級外車が横付けされたのがガラスに映って見えた。

　あ、あれって!?

　私は慌てて回転扉の中へ入った。

　あの車……支社長の？　昨日送ってもらった車に似ている。

　柱の陰に隠れて、一面の窓ガラスから外を覗き見る。

　やはりそうだった。後部座席から颯さっ爽そうと支社長が姿を現したのだ。

　にこりともしない険しい顔で、近寄り難い雰囲気の彼。昨日の男性と同一人物なのか疑ってしまいそうなほど、クールな表情だった。

　支社長は回転扉の横のドアからビルの中へ入り、そこで待っていたメガネをかけた男性と、いかにも有能そうな女性のふたりと一緒に、私が隠れている柱の横を通って足早に去っていく。

　いつも朝は会わないのに……。

　私はハッとして腕時計を見た。

「いけないっ！　遅刻しちゃう！」

　仕事場である受付はすぐ目の前にあるけど、制服に着替えないといけない。慌てて更衣室へ向かった。




　なんとか遅刻をせずに済んだものの、宮崎先輩に「遅刻すれすれなんてたるんでいるわ」と、お小言をもらってしまう始末。

　宮崎先輩が離れると、私は小さなため息をついた。

　私にはやり甲が斐いがない受付の仕事。会社の顔なので、いつも笑みを浮かべている。だから、帰る頃には頬の筋肉が引きつったようになっていて違和感を覚える。

　外から来る男性は、最初にアポイントの確認で受付にやってくる。そのとき、『一緒に夕食でもいかがですか？』とか『仕事のあとにお茶でも』と誘われることが多い。

　入社してまだ一ヵ月ほどだけど、もう両手で数えきれないくらい声をかけられた。先輩たちも頻繁に誘いを受けている。こうなると、誘われるのはリップサービスのような気がしていた。




　こっそりあくびを噛み殺してから、笑みを口元に貼りつける。昼食を食べてからの二時間ほどは、私にとってつらい時間だ。

　来客があればすぐに眠気は治まるのだけど、ごくまれに二時間程度はまったく誰ひとり来ない日もある。それでも大っぴらにあくびなんてできないから、眠気をひたすら我慢し、わからないようにあくびを噛み殺すしかないのだ。もっとやり甲斐のある仕事がしたい。

　ふと支社長のことが脳裏をよぎる。

　今日、支社長は出かけないのかな。ビルを出入りするときに見つかってしまう確率が一番高いけど……。

　いやいや、支社長の言葉を鵜う呑のみにしちゃダメ……多忙なのに私を探しに各部署を回るはずがない。

　でも、探しだしてもらえたらデートできる……？

　支社長に憧れて入社したけど、これが〝好き〟という気持ちなのかは私自身でもわからない。探しだしたらデートをしようだなんて……。彼はデートする相手なんて選ぶのに困っているくらいかもしれないのに。

　今までの支社長は、クールな顔しか見られなかったけれど、それだけじゃないことが昨日わかった。ユーモアがあって会話が弾む。話している相手を飽きさせないテクニックがあるとでもいうのだろうか。一緒にいると、もっと彼のことが知りたくなってしまう。

「あの、すみませんが――」

　そこで声をかけられ、思考が現実に引き戻された。

「はい。ご用件をお伺うかがいいたします」

　私は、来客の男性に笑顔を向けた。










支社長の噂




　あの日の朝以来、一週間経っても支社長には会わなかった。

　私は久しぶりに、同期入社で気が合う女友達・清し水みず絵え美みと社員食堂でお昼を食べていた。

　絵美は総務課。もともと総務課を希望していた彼女は、楽しく仕事をしていると言っている。

　リーズナブルな値段で、カフェ風のメニューもある社員食堂は、女子社員に人気がある。この社員食堂がおしゃれに生まれ変わったのは、支社長が就任した去年かららしい。

　ときどき、社員の様子を知るために社員食堂で食事をする支社長の姿を見かけると聞いたことがあるけど、ほぼ毎日利用している私でも見たことはなかった。

「冴さえない顔しているじゃない？」

　大きな手ごねハンバーグの入ったロコモコを食べていると、絵美が私の顔を覗き込むようにして言った。

「冴えない顔って……」

　私が会社を辞めようかなと思っていることは、社内では彼女だけが知っている。相談したときは、『部署換えもあるんだからもう少し我慢したほうがいいよ』とアドバイスをしてくれた。

「ねえ、知ってる？」

　絵美が唐突に話を切りだした。

「なにを？」

　尋ねながら、ロコモコプレートについてきたホットコーヒーをすする。

「支社長が、頻繁にあちこちの部署に顔を出しているって噂」

「えっ!?　あ、熱っ！」

　驚いた瞬間、カップを持つ手が揺れて、淹いれたばかりのコーヒーが手の甲にかかってしまった。

「萌っ!?　大丈夫？」

　テーブルの端にある紙ナプキンを数枚取って、絵美が渡してくれる。

「ん……大丈夫」

「どうしてそんなに驚いたの？」

　手の甲を拭ふいた紙ナプキンが、コーヒーの色に染まっていく。続けてテーブルにこぼれたコーヒーを拭いていると、手の甲が少し赤くなってきた。それでも水ぶくれになるほどじゃないからよかった。

「驚いたわけじゃないの。コーヒーが熱すぎて、取り落としちゃっただけ。それで、支社長が各部署を見まわって、なにをしているのかは知ってるの？」

　不自然にならないように何気なく聞いてみる。

「それがわからないのよ。部署にいるのはだいたい五分程度らしいんだけどね。ひとりひとりの名前を確認しているんだって」

　支社長、私を探している……？

「いろいろな人から聞いた情報を集めたら、どうやら……」

「どうやら？」

　息を呑んで絵美を見つめる。

「リストラのためらしいって。これは経理部に入った同期の木きの下したさんが、支社長の側近の秘書に聞いたみたいで、確かな話だと自信を持っていたわ」

　その言葉に、私はガクッとする。

　リ、リストラ……。

　私を探しているわけじゃないんだ。ちょっと期待してしまった自分が情けない。

「上の階から順に回っているって。まだの部署はいつ来るのかって緊張しっ放しだし、部長クラスなんてピリピリしているとか」

　絵美が、「総務部は五階だからまだ少しかかりそう」と言って笑っている。新入社員の自分はリストラ対象にならないと思い込んで余裕のようだ。

　上から順に……か……。

　私を探してくれているんだったらな……。その淡い期待も拭ぬぐえない。

　だけど、支社長が一階の受付を訪れるのは最後になるはず。期待しないで待っていようかな……。




　数日後。私が帰宅すると、日菜ちゃんがソファに座っていた。

「また来てたの？」

「いいじゃない、実家なんだから。今日は朝倉でお花を活けていたの」

　目の前の朝倉の実家に、日菜ちゃんはときどき花を活けに行く。

「おかえりなさい、萌。着替えてきなさいよ。お味み噌そ汁しる、温め直すから」

　キッチンから出てきたお母さんは、私の返事を待たずに引き返していった。

　お母さんの背中に「はーい」と返事をしてから自室に行き、部屋着に着替えるとリビングへ戻った。リビング横のダイニングテーブルの上に、夕食が用意されている。

　私が席に着くと、日菜ちゃんが目の前に座る。

「どうしたの？」

　テーブルに腕を乗せて薄気味悪い笑みを浮かべた彼女に、小首を傾げる。

「あのね？　ディーンが千波くんに電話をかけてきたって」

「先日の食事のお礼に？」

　それくらいしか理由が思い浮かばずにそう聞くと、日菜ちゃんは大きく首を横に振る。生まれつき色素の薄い彼女のブラウンの髪が、ふわりと舞う。私は日菜ちゃんの、日に当たるとキラキラ輝く柔らかな髪の色が、小さい頃からうらやましかった。

「違うよ。食事のお礼は、翌日に豪華な花束とカードが届いているから」

「じゃあ、なんの用で？」

「『萌は本当にうちの会社にいるのか？』って」

　日菜ちゃんはおもしろそうにクスッと笑う。

「本当に探しているみたいだね？」

　私のあっけに取られた顔を見て、さらに笑みを深める日菜ちゃん。

「本当に、千波兄に確認の電話があったの？」

「昨日かかってきたらしいよ。もちろん『ちゃんと勤めている』って答えたって」

　支社長は、私を探しているんだ。リストラなんかじゃなかった。

　どうしよう。顔がにやけてくる。

「萌のこと、本気で探しているんだね」

「え？　そうなのかな？　きっと、話のついでに聞いただけなんじゃ……」

「そんなことないよ。わざわざその用件だけで電話がかかってきたって。ディーンをまた食事に誘うって千波くんが言っていたから、そのときは萌も来てね」

「つ、都合がよかったらね」

　頬が火ほ照てって仕方ない。私は赤くなった顔を隠すようにして、夕食を食べ始めた。




　支社長が上の階から各部署を回っている噂は、とうとう受付の先輩の耳にも入ったらしい。

　日菜ちゃんから『支社長が私を探している』と聞いてから、半月が経っていた。

　忙しい中で、支社長はまるでゲームを楽しむかのように私を探しているみたいだ。昨日の時点で、絵美のいる五階の総務部を回ったとのこと。今日、一緒にランチをしたときに教えてくれた。

　まだ五階……ううん、もう五階なんだね。

　私が見つかるまであと少しという気がする。

　会ったとき、どんな反応をすればいいんだろう。




　今日は朝からツイていない。

　少し早めに家を出たというのに、電車内の混雑でストッキングが伝線し、道のマンホールの小さな穴にピンヒールが刺さった。

　二回も悪いことが起こったから、あと一回よくないことが起きそう。二度あることは三度あるって言うから……。

　右脚のふくらはぎの横に一本、見事に亀き裂れつの入ったストッキングを隠すように、足早にビルの回転扉を抜けた。

　更衣室でストッキングを履き替え、受付に向かう。

　足首が痛いな……。

　マンホールの穴にピンヒールが刺さったときに、少しひねったみたいだ。

　ヒールは折れなかったけど、側面の布が破けてしまったことにもショックを受けている。お気に入りのパンプスだったのに……。

　――トゥルトゥルトゥル……。

　目の前の電話が鳴った。秘書課から内線だ。

「はい。受付でございます」

『秘書課の柏かしわ木ぎです。そちらの藤田 萌さんは？』

「はい。私ですが」

　秘書課の女性からいきなり名前を呼ばれて、驚きを隠せない。

『三十三階、秘書課横の会議室へいらしてください』

「えっ？　こ、これからすぐにですか？」

　突然の話に慌ててしまい、視線が泳ぐ。

『はい。すぐにです。エレベーターを降りたら、目の前にデスクがあります。そこにある電話の一番を押して待っていてください』

　テキパキとした、冷淡にも聞こえる声の電話が切れた。

　秘書課の人が私になんの用だろう……？

　立ち上がり、隣に座る宮崎先輩に秘書課から呼ばれたことを話して、エレベーターホールへ向かう。

　一歩踏みだして、右足首の痛さによろけた。サッとそこに視線を落とすと、ストッキングの上からでも腫はれているのがわかった。更衣室で履き替えたときよりも腫れているみたい。

　歩くと痛い……。

　足を引きずらないように歩き、三十階から上にしか停まらない重役専用のエレベーターのボタンを押した。










手当て




　ノンストップで上がるエレベーターの中で次第に緊張し始め、心臓がバクバクしてきた。なぜ呼ばれたのかわからず、心に不安が広がる。

　きっと受付でもできる用事を言いつけられるんだ。緊張することはない。そう言い聞かせ、点滅する文字盤を見つめる。

　三十三階は、秘書課と重役専用の会議室のフロア。三十四階に重役たちの執務室があり、支社長の部屋はその上の三十五階……。支社長の近くに行くと思うと、切ない気持ちが胸を占めていく。

　会いたい……。

　最後に姿を見てから、ずいぶん経っている。多忙な中で自分を探してくれているのは、飛び上がりたいくらいうれしいことだった。

　早く見つけてほしい……。

　小気味いい音をたててエレベーターが停まり、考え事から引き戻された。

　大きく深呼吸をしてエレベーターから降り、初めて踏み入るフロアに目を向ける。

　本当にこの階で人が働いているのか、疑いたくなるほど静か。

　フロア中央の台にある、高さ三十センチほどのアンティークな花瓶に花が活けられていた。華道をたしなんでいる者から見たら、適当に花瓶の中に挿さしたようにしか見えない。

　直したいのを我慢して、その先にあるマホガニーの大きなデスクに近づく。

　えっと、一番を押して待てって言ってたよね。

　デスクの上の電話に伸ばそうとした手を止める。

　振り返ってもう一度、花瓶の花を見る。メインである大きなカサブランカが主張されていないのが、どうしても気になったのだ。

　キョロキョロとあたりを見渡すと、花瓶のほうへ戻った。カサブランカを数本抜き取り、別の場所へ挿していく。窮きゅう屈くつそうだった花たちの間に空間ができ、なおかつカサブランカも美しく目立っている。

「うん！　これでいい。我ながら自信作。せっかくキレイなお花なのにかわいそうだったね」

　一歩下がり、生まれ変わった花の姿ににっこりと笑みを浮かべた。

「あ！　いけない！　早く電話しなきゃ！」

　瞬発的にデスクに向かおうとすると、右足首に力が入らず転びそうになったのを、なんとか堪こらえて歩き始める。

「藤田 萌さん？」

　声のしたほうに顔を向けると、スリムな女性が立っていた。彼女が柏木裕ゆ美みさんだ。小顔で目鼻立ちがはっきりした、ハッと目を引く美人で、支社長付の秘書。

　受付はまず、重役や秘書の顔を覚えさせられる。それに彼女は支社長と一緒のところをよく見るので知っていた。

「は、はい！」

「どうぞ。こちらです」

　右手に分厚いファイルを持っている彼女は、それだけ言うとクルッと向きを変えて先を行く。

　歩くときも無駄な動きがない柏木さんに置いていかれないよう、痛みを我慢しながら懸命についていく。

　会議室は廊下の一番奥にあった。柏木さんが立ち止まるとホッとした。痛みで冷や汗が出ている額を拭いたい。

「お入りになって」

　柏木さんがドアを開けて、先に入るよう私を促す。

　不格好な歩きにならないように彼女の横を通り、室内に足を踏み入れると、グレーのブラインドがかけられている一面の窓がまず目に入った。部屋の真ん中には黒革の大きなソファセット。事務的な感じのソファだが、座り心地はよさそうだ。

「かけてお待ちください」

　柏木さんは部屋の入口で突っ立っている私にそう言うと、ドアを閉めて行ってしまった。

『かけてお待ちください』と言われたけれど、座ると右足首の痛みで、誰かが入ってきたときにすぐに立てなそう……。できることなら座りたいけど。

　三十三階からの眺めが気になって、ひょこひょこと窓に近づく。

　ブラインドを指で下げて外を覗いてみると、想像通りの景色だった。高いところは苦手じゃないけど、それでもさすがに少し恐怖を覚えるほどの高さだ。

　ブラインドから手を離し、また出入口に近づく。

　それにしても、至近距離で見る柏木さん、ステキだったな。まさに秘書の見本のような人。

　自分の長い髪をつまんでみる。あの人みたいにベリーショートにしてしまおうかな。ずっと長かった髪を短くしたら、人生が変わるかも。

　それにしても、私はどうして呼ばれたんだろう……いくら考えてもわからなくて不安だった。

　そのとき、なんの予告もなくドアが大きく開かれた。

　ビクッと肩を揺らして顔を向け、そこに立っていた人物に目を大きく見開く。

「し……支社長！」

「萌」

　ドアを閉めて、驚く私に近づきながら、支社長はクッと喉の奥で笑い、目の前で屈かがんだ。

　キョトンとしているうちに、膝の後ろに支社長の腕が差し入れられ、抱き上げられていた。

「きゃっ！」

　抱き上げられることに慣れていない私は、慌てて彼の首に腕を回す。

「なにをしているんですかっ!?　下ろしてください！」

「どこで足を痛めたんだい？」

　心配そうなアクアマリンの瞳に、ジタバタさせていた足の動きを止める。

「え……っ、通勤途中で……」

　私を黒革のソファの上にそっと下ろした支社長は、床に片膝をついた。まるで王子様がプロポーズするみたいなシチュエーションに、胸が高鳴る。

「やっと見つけた」

　そして、まさに王子様のようなひとこと。静かに見つめられてうっとりした瞬間、弾かれたように後ろにのけぞった。支社長が、痛めた足首に触れたせいだ。

「痛っ！　触らないでください……」

　痛みと共に、触れられた足首からゾクゾクと痺しびれるような感覚がやってくる。

　どうして私がケガをしているって知ってるの？

「かなり腫れているな」

「勤務中です。ここで支社長と会う理由はありませんから」

　再会を夢見ていたけれど、ここで会うのは違う気がする。

　左足に体重をかけて立ち上がると、アクアマリンの瞳に鋭く見つめられた。

「萌、理由はある。座りなさい。その前に、まずは腫れた足首を冷やしたほうがいい」

　理由はある？　どういうこと……？

　座ったほうがいいのか困惑していると、ドアが静かにノックされた。

「どうぞ」

　支社長の声にドアが開き、先ほどの柏木さんが入ってきた。

「ディーン、救急箱と氷水をお持ちしました」

　救急箱はローテーブルの上に、氷水の入った真新しいバケツは支社長のすぐそばに置かれた。

　用意のよさにびっくりだったけど、柏木さんが彼を呼び捨てにしていることにもギョッとする。

「ありがとう。下がっていい」

　支社長は柏木さんに言うと、ぼんやり立っている私に向き直る。背後でドアが静かに閉まる音がした。

「座りなさい」

「支社長、大丈夫ですから」

「いいから座るんだ」

　なかなか座ろうとしない私に、支社長は命令口調になる。

　腕を掴まれ、グイッと引っ張られ、気づくとソファに座らされていた。

「支社長……どうして私がケガをしていることを？」

　戸惑いの瞳を向けたけど、彼はバケツを私の足元に動かしていた。

「今朝、二階から、君がロビーで足を引きずっているのを見たから、ケガをしたのではないかと」

　二階には、社員たちがミーティングなどを行えるコーヒーショップがある。ショップの入口は、ビルを入って一番奥の螺ら旋せん階段を上がったところで、そこからはちょうどビルの出入口やロビーが見える。

　あそこで見られていたなんて……。

　ポカンと口を開けたまま、落ち着いて頭の中を整理しなければと思った。

　彼は、ここに私を呼びだした理由はあると言っていた……まさか、手当てをするためだけに？

「萌、捻ねん挫ざは癖になるんだ。すぐに医務室へ行けばよかったのに。パンプスとストッキングを脱いで」

「ぬ、脱げるわけないじゃないですか！」

　ペパーミントグリーンのタイトスカートの裾を撫でつける。『脱いで』と言われて動揺している。

「脱げるさ。脱ごうとしないからだろ？　早く」

　さっさとしろとばかりに、支社長はムッとした口調だ。

　仕事も山積みで忙しいだろうから、私が素直に従って、早く終わらせたほうがよさそう。

「わかりました。向こうを向いてください」

　私の返事に、支社長は少しふざけて残念そうな表情をしたのち、後ろを向く。

　私はそれを見てから立ち上がると、パンプスとストッキングを脱ぎ始めた。衣きぬ擦ずれの音がやけに耳について、恥ずかしくなる。

　支社長にも、この音は聞こえちゃったりしてる？

　脱いだストッキングは、急いで丸めてジャケットのポケットに入れ、ソファに座って口を開く。

「脱ぎました」

　彼は振り返ると、先ほどのように片膝をついてしゃがんだ。真剣な顔つきで私の右足首を診み始める。

　そして、長い指が赤みを帯びて膨らんでいる右足首にそっと触れた。その優しい触れ方に、甘い感覚が私の身体を走る。

　そう感じたのもつかの間、踵かかとをゆっくり動かされて、飛び上がりそうなくらいの痛みに変わる。

「っう……」

　ゆっくり動かされてもズキンズキンと痛くて、顔が歪んでしまう。

「これでは歩くのも痛かっただろう」

　彼はそう言うと、なんの予告もなしに私の右足を少し持ち上げ、バケツに入れた。

「ひゃあっ！」

　じんじんとした冷たさに、思わず声を上げる。

「冷たすぎますっ！」

　堪えきれずに右足を出そうとした。

「少し我慢して。氷ひょう嚢のうでもいいが、これが一番効くんだ」

　情けない顔の私に、支社長の少し厳しかった表情が和らぐ。

「でも……もうダメですっ！」

「萌」

　ワイシャツの袖を無造作にめくった支社長の手が氷水の中に入り、私の右足を掴む。

「支社長、離してくださいっ。シャツが濡ぬれてしまいます。我慢しますから……」

「いや、信用ならない」

　彼は氷水から手を出さない。

　支社長の手が……。

　冷たい氷水の中に手を入れさせてしまい、申し訳なくなる。

　ふたりとも微動だにしない時間が流れ、私はその間、うつむく支社長のサラサラした金髪を見ていた。

　それからふいに私の右足が外に出され、ふかふかのタオルで拭かれる。それは、これ以上ないほど丁寧に感じられた。

　右足をキレイに拭き終えると、彼はテキパキと湿布とテーピングを施していく。感覚が麻ま痺ひしているのか、痛みは鈍いものに変わっていた。

「手荒な真ま似ねをしたが、これが一番効くんだ」

　包帯を巻き終えた支社長は、救急箱の片づけをしながらもう一度言う。

「ありがとうございました。すごく楽になりました」

　私が立ち上がろうとすると、「座っていなさい」と止められた。

「言っただろう？　呼びだしたのには理由があると」

　彼は、斜め向かいのひとりがけのソファに腰を下ろす。アームに置かれた手はさっきの氷水のせいでまだ赤みがあって、心苦しい。

「受付の仕事は楽しいか？」

　どういうつもりで聞いてくるんだろう……？

「正直に答えていい」

　正直に答える？　私が受付に不満があるのを知っているの？

　社内の人では絵美にしか話していない。

　日菜ちゃんには辞めたいと漏らしたけど……あ！　もしかして千波兄が？

　支社長が千波兄から聞いているのなら、隠しても仕方ない。

「萌？」

　彼は背もたれにゆったりと背中を当てて、長い脚を組んでいる。まるで雑談をしているようなリラックスした座り方。逆に私は背筋をピンと伸ばし、両手を膝の上に置いている。スカートの下の素足も気になる。座るとスカートが上がるから、膝頭が丸見えだ。

「……楽しくはありません」

「わかった」

　支社長は深く頷いた。

　え？　『わかった』って……？

　そう聞きたいのを呑み込む。彼の意図はいったい……？

　そこへドアがノックされた。支社長が「はい」と返事をすると、再び柏木さんが姿を見せた。

「ディーン、外出のお時間です」

　支社長は腕時計に視線を走らせた。

「すぐに行く。用意をしておいてくれ」

　そう告げられた柏木さんは、深くお辞儀をして去っていく。

「萌、約束は守ってもらうぞ？」

　ドアが閉まると、支社長は楽しそうに口端を上げながら言った。

「や、約束ですか？」

　受付の仕事が楽しいかだけ聞かれて、私が返事をすると唐突に話は終わった。

　それが私を呼びだした理由なの？　彼の考えていることがわからない。

「デートをする約束だ。それに、名前を呼ぶ約束もある」

「し、支社長！　私は社員ですよ？　支社長と社員がデートだなんて。それに、支社長を呼び捨てにはできません」

　もちろんデートをしたくないわけではなかった。期待してしまうけど、素直になれない自分に頭を抱えたくなる。

　そんな私の気持ちを知ってか知らずか、支社長は茶目っ気たっぷりにウインクして、「では秘密にしよう」と言った。

「秘密……」

「今日はもう自宅へ帰りなさい。足を休めたほうがいい」

「平気です。痛みはそれほどでもなくなりました」

　立ち上がってみると、氷水と湿布のおかげで我慢できる程度になっていた。

「萌、また繰り返し捻挫をしたくはないだろう？」

「でも……」

「言うことを聞かないと、タクシーに無理やり乗せるか、秘書に送らせるぞ？」

　支社長はその言葉を実行しようとしているのか、ドアの近くにある電話に手を伸ばそうとした。

「わかりました」

　エントランスで強引にタクシーに乗せられるのを想像して、首を大きく左右に振る。秘書に送られるのも困る。

「口先だけだと、あとでお仕置きだからな？」

「だ、大丈夫です。今日は帰らせていただきます」

　私が頭を下げると、支社長はドアを開けて先に出るよう促す。紳士的に腕を差しだされて戸惑ったものの、右足をかばうために掴まった。

　エスコートされるような形でエレベーターホールに足を進める。

「萌、芸術的に活けられていると思わないか？」

　支社長はエレベーターホールに飾られた花を見ている。それはさっき私が手直ししたものだ。

「いつもより洗練されたように見えるんだ。不思議だな」

　花から支社長へ視線を移すと、からかうような瞳とぶつかる。

「見ていらっしゃったんですね？」

「ああ。さすが花房流の師範だ」

　彼が花房流を知っていて、驚きを隠せない。

「私は千波と付き合いが長いんだ。花房流くらい知っている。これからは社内の花はすべて君に任せたいくらいだな。この場が華やかになった」

　支社長に褒められて、くすぐったい。

　そこへエレベーターが到着した。

「ちゃんと帰ってケアするように。まだひどく痛むようなら医者に診せるんだ」

「わかりました。あの……ありがとうございました」

　私をエレベーターへ乗り込ませると、別れ際に支社長は「必ず連絡する」と言って微笑んだ。




　受付へ戻ると宮崎先輩が近づいてきて、きつい表情で私を見る。なにか聞きたそうなのだけど、なにも言わない。

　どうして秘書課へ行ったのか聞かれるのではないかと思っていたので、内心ホッとした。

　すると、受付の細ほそ木き主任が電話を切って近づいてきた。一番古株の細木主任は、ここでの仕事に誇りを持っている、受付のスペシャリスト。彼女は他の先輩とは違い、来客の男性に目の色を変えたりしない、尊敬できる女性だ。

「藤田さん、足は大丈夫？　今日はもう帰りなさいね」

　細木主任は私の足元に視線を落としてから、顔を上げて言った。

「ありがとうございます」

　おそらく柏木さんが連絡してくれていたのだろう。おかげで簡単に退社することができた。

　テーピングをしてもらったおかげで歩きやすい。更衣室で着替えを終え、ロビーの受付に会釈をしてエントランスを出る。

　最寄り駅の方向に足を向けたとき、ひとりの男性が目の前に立った。

「藤田 萌さんですか？」

「そうですが……？」

　怪け訝げんそうに視線を向ける。よく見ると、男性は我が社の重役が使うハイヤーの運転手の制服を着ている。

「ロイド支社長から、ご自宅へ送るよう申しつけられております。どうぞこちらへ」

　そう言うと、運転手はさっさと駅とは反対のほうへ歩き始める。

「あ、あのっ」

「乗車は目立たないように、とのことなので、こちらに車を回してあります」

　私の声に立ち止まった運転手は、ジェスチャーで場所を示した。

　痛む足で電車に乗ろうか、タクシーにしようか迷っていたところだ。支社長の気配りは正直ありがたかった。でも結局、彼の好意に甘えてしまう自分が不甲斐ない。

　私はあたりを見まわし、知り合いがいないか確かめてから、運転手のあとについていった。




　週明けの月曜日。捻挫したのが金曜日だったので、二日間、足を休められたから、月曜日になるとヒールの低いパンプスで通勤できた。

　だいたい月曜日のランチは絵美と約束している。私のシフトの休憩が、彼女のランチタイムとちょうど合うのだ。

　三階の社員食堂の入口で絵美が待っていた。私の姿を見て、財布を持ちながら手を振っている。

「ごめんね。待たせちゃった」

　ランチに出ようとしたところで立て続けに来客があり、案内をしていたのだ。

「お疲れ。ちょっと遅かったから、二階に下りて見てみたんだ。接客中だったんでしょ」

「そうなの。遅くなってごめん」

　話しながら社員食堂に入る。メニューを決めてチケットを買い、列に並んだ。ちょうど十二時とあって、食堂内は混んでいた。

　カルボナーラのランチプレートを持って、空いている席を見つけて座ると、身体が脱力する。

「どうしたの？　疲れているみたいだけど？　週の初めなのに」と絵美が首を傾げた。

「あ、もしかして週末はデートで忙しかった？」

「絵美、私に彼氏がいないってこと知ってるでしょ？」

　ふたりで手を合わせてから食べ始める。

「萌に彼氏がいないほうがおかしいんだよね。美人なのに」

　絵美はタコライスの具とご飯を混ぜながら、不思議そうな目で私を見る。

「私は理想が高いの」

　それは自信を持って言えること。すべてにおいて完璧な朝倉兄弟のせいで、二十二歳にもなってまだ男性と付き合ったことがないのだ。

「どんな男を見て理想が高くなったのか……」

　絵美は小さくため息をつく。

　朝倉兄弟のことを話していないから、彼女には理解できないみたい。

「あ！　理想が高いといえばさ、支社長の各部署視察は終わったみたい。これからリストラの対象者を選ぶのかしら」

「本当にリストラ対象者を探していたのかな？　違うかもしれないよ？」

　真相を知っている私は、変な噂で社員たちが不安にならないでほしいと思いながら口にした。

「まあね。木下さんが秘書に聞いたと言っても、実際に上層部に聞いたわけじゃないから事実はわからないけれど、支社長は厳しい表情で部署を回っていたからそんな噂が飛び交っているのかもしれないね」

　絵美の言葉に、カルボナーラを口にしながら相槌を打つ。

「それにしても、近くで見る支社長はステキだったな～」

　彼女はうっとりと夢見る乙女の表情になる。

「絵美？　三み宅やけくんに言っちゃうよ？」

　三宅くんというのは、海外事業第一課に配属された同い年の絵美の彼氏だ。海外との取引を主としている我が社の花形の部署で働く、身長も高くて優しそうな笑顔の彼。理想が高い私でも、なかなかの男性だと思う。それに、新入社員で海外事業第一課に配属されたのは、彼が期待されているからだろう。私は三宅くんがうらやましかった。

　そんな彼が、同期会で飲みに行った帰り、絵美に『付き合ってほしい』と告白したらしい。

　なかなかのステータスを持っている彼に絵美も惹ひかれていて、ふたりは付き合うことになった。それはまだ一週間前の話だけど。




　支社長に捻挫の手当てを受けてから、彼の姿を見るのが日々のさらなる楽しみになっていた。

　エントランスに重役と秘書を連れた支社長が姿を見せると、受付の女性たちと同じように立ち上がり、頭を下げた。囲まれるようにして足早に去っていくから、目と目が合う確率なんて皆無に等しい。

　忙しそう……。

　顔を上げたときはすでに、支社長の広くがっしりした背中しか見えなかった。

　彼は回転ドアをほとんど使わず、その隣にあるガラスのドアから出入りしている。

　連絡すると言われたけど、二週間経ってもまったく音沙汰がなかった。

　私は支社長の後ろ姿を見て小さなため息を漏らしてから、ハッとして左右を見る。先輩たちは、電話と来客の対応中だった。

　よかった。ため息をついているところを見られたら大目玉だもんね。

　支社長の背中を見てため息を漏らすなんて、これじゃあ恋しているみたい。この気持ちはただの憧れのはずなのに……。

「あのう、すみません」

　目の前に、ヒールを履いた私より目線が少し上の、グレーの細かいストライプのスーツを着た男性が立っていた。

「須す山やま製薬の須山と申します。企画営業部の及おい川かわ部長をお願いしたいのですが」

　メガネをかけたその男性は、柔らかい口調で言った。メガネの奥にはくっきりした二重の目。すべてのパーツがはっきりした、華やかな雰囲気の男性だ。

「はい。かしこまりました。ただいま連絡いたしますので、少々お待ちくださいませ」

　私は営業用の笑みを浮かべ、受話器を手にした。

　及川部長は企画営業部のある十五階のフロアにいて、上がってもらうようにと言われる。

　そう案内して入館証を渡すと、須山さんは笑みを浮かべ、「ありがとう」と言ってエレベーターホールへ向かった。

「ちょっと！　今の人、須山製薬の須山さんよね？」

　電話が終わった宮崎先輩が、すっきりとした一重瞼まぶたの瞳を輝かせている。

「はい。そのようです」

「雑誌に載っていた写真通りにカッコいいわね。彼と結婚したら玉の輿こし……」

　隣にいる細木主任に聞こえないように、宮崎先輩は小さい声で言った。細木主任は電話で呼びだされたようで席を立つところだった。

　須山製薬といったら、大手の一流企業。

　あ！　須山と名乗っていたから、もしかして彼は須山製薬の御曹司？

「雑誌のインタビューで、彼女はいないって答えていたの。彼の妻になったら、須山一族にもなれるのよ」

　一流の製薬会社の御曹司だったら、彼と結婚をすればまさしく玉の輿だ。

　私は宮崎先輩に話を合わせるように、小さく頷いた。










気になる彼女［ディーンＳｉｄｅ］




「受付の藤田さんを、私の下で働かせるようにって……」

　裕美は私のデスクの前でポカンと口を開けた。普段はほとんど表情を変えない彼女の意外な姿に、笑いを堪える。

「なぜそんなに驚く？」

　私はポーカーフェイスを作り、指で万年筆をくるくる回しながら裕美を見る。

「驚くのが普通ですわ。彼女は受付に配属されているんです。それは人事が決めたことです」

「そんなことはわかっている。だが、彼女の三度の試験結果、面接の評価シート、どれを取っても受付に回す人材ではない。これは人事に落ち度がある」

　萌が入社したばかりで辞めたがっていると聞いたのは、千波からだった。

　それほど早く辞めたいと思うような部署にいるのか？　いじめを受けているとか？　頭の回転がよく、はっきりものを言う彼女なら、先輩社員との衝突もありえるな。

　そう考えたが、まさか彼女が受付だったとは。確かに彼女には物足りない部署かもしれない。

　今年入社したのは五十人以上。その中でも、萌は十番以内に入る出来だった。男にも引けを取らない結果。本来ならば我が社の最前線で働く海外事業第一課、第二課、企画営業部や広報部の配属でもおかしくはない。

「人事部はなにを考えているんだ？」

「それはディーンのほうです。こんな中途半端な時期に……まだ入社して二ヵ月足らずで異動なんてできません」

　裕美は私が渡した書類にちらりと目を通して言った。

「彼女は素晴らしい人材のようですが……」

　大企業が一社員の要望をいちいち聞いていたら、会社は成り立たないと裕美は言いたいんだろう。

「だから君の下で出向という形を取るんだ。仕事を覚えたら、来年の春によその部署へ異動させる。適性があるならそのまま秘書課に配属してもいい」

　自分の秘書の下ならば、幅広く仕事を覚えさせられるだろう。

　今は萌を他の部署へ行かせたくない。自分の目の届くところに置きたい。

「ディーン、公私混同はしないでください！」

　裕美は形のいい眉をつり上げて、苦い顔で私を見つめた。

「……彼女が気になるんですね？」

「そうだな。気になる。萌は親友の義妹だからな」

　いや、それだけじゃない。私は彼女に惹かれている。

「親友の義妹……」

「とにかく、彼女の能力を私は買っている。大至急、手続きをするように」

　話はここまでだ、と途中まで読んでいた決裁書を再び見始める。

　裕美はいつものように丁寧に一礼すると、支社長室を出ていった。

　そのあと、イスに身体を預けた私は懐かしい場面を思い出す。

『千波、この写真の子たちは……？』

　あれはシニアハイスクールの寮長だった私と同室の、留学していた千波のデスクに飾られている写真立てを目にしたときのこと。

　その写真には、まだ幼さが残る男女四人が並んで写っていた。

　日本の着物は知ってはいたが、まだジュニアハイスクール生にもなっていないような少女たちが美しく着飾っている姿に、惹きつけられた。

　千波は写真に写っている男の子が弟であることと、ふたりの女の子たちが実家の向かいの家に住む幼おさな馴な染じみの姉妹だということを教えてくれた。ひとりは薄いピンク色の着物を着た、色素が薄いブラウンの髪の女の子。彼女が姉の日菜さんで、千波と手を繋いでいる、赤い着物で黒髪をアップにした女の子が妹の萌だった。

　微笑んでいる日菜さんに対して、萌は少し頬を膨らませて機嫌が悪そうに見えた。私は笑顔の日菜さんより、萌に関心を抱いたのを覚えている。

『なぜこの子は不機嫌そうなんだい？』

　確か私は、千波にそう聞いたはず。

『萌は髪を結いたくなかったらしいんだ。それでこんな顔に』

　そう言ってから千波は思い出し笑いをして、顔をほころばせていた。

『萌はね、何事にも物怖じしない子で、はっきりとものを言うんだ。だからまわりとよく衝突している。特に俺の弟の郁斗とはね』

　私は、凛りんとした黒目がちの瞳を持つ彼女に惹かれた。

　それからは、千波が日本へ帰国するたびに増えていく彼女の写真を見るのが楽しみだった。

　自宅で食事をしないかと千波に誘われたときは、仕事が忙しくて断ろうかと思っていたが、萌も誘ったと聞いて考えを変えた。

　あの小さな凛とした女の子がどんな女性になったのか、興味があった。

　やがてリビングに現れた彼女は、とても美しい女性になっていた。しかも、まさか彼女が我が社に勤めていたとは……。それを千波が黙っていたのは、私へのサプライズだったのかもしれない。

　萌は会社の重役に思いがけない場所で会い、緊張していたのか最初は戸惑っていたようだったが、時間が経つにつれ会話は弾んだ。もちろん、私も同じ時間を楽しんでいた。

　そして萌を探す約束のおかげで、毎日が楽しみになった。しかし、いくら探しても彼女は見つからない。『本当に萌はうちの社員なのだろうか？』と疑ったくらいだった。千波に電話をして確証は得たが、早く萌に会いたいがために、人事ファイルを覗いてしまおうかとさえ考えた。彼女との約束だったから、それはしなかったが。

　小さい頃の萌を写真で見ていたせいなのだろうか、探せば探すほど彼女のことをもっと知りたいと感じていた。

　いや……もしかしたら出会った瞬間から、私は心を奪われてしまっていたのかもしれない。







第二章










突然の人事異動




　翌週の月曜日の朝。更衣室に向かう途中で、私は細木主任に呼び止められた。

「細木主任、おはようございます」

「おはよう。藤田さん、着替えないで秘書課へ行ってちょうだい。ロッカーのものはあとで片づけるとして、急いでね」

「秘書課……ですか？」

　突然言われて、戸惑いの視線を細木主任に向ける。

「出向よ。あなたは今日から秘書課で働くの。寂しいけどがんばってね」

　困惑している私を、細木主任は優しい笑顔で送りだしてくれた。




　三十三階の秘書室に向かう私は、足が進まなかった。

　いったいどうなっているの？　出向って……。異動したいと願っていたのは間違いないけど……私が秘書？　秘書のノウハウなんて知らないのに。

　秘書として自分が務まるの？　働きたかったのは営業や企画のほうだった。

　三十三階に着いても、まだ心の準備ができていなくて、複雑な気持ちを抱えながら秘書室に向かった。

　ブラウンの艶やかな木のドアの前、銀色のプレートに黒字で【秘書課】とある。そのプレートを前に大きく深呼吸して、ドアをノックした。中から返事が聞こえてドアを開ける。

「失礼します」

　頭を下げて中へ入ると、ちょうど柏木さんがヒールの音を響かせて近づいてくるところだった。

「おはようございます」

「おはようございます。あなたが働く場所はここじゃなくて三十五階なの。今から案内するわ」

　柏木さんは私の横を通り過ぎ、秘書室から出ていく。

　三十五階は最上階。そこは、支社長と一部の役員しか入ることを許されていないフロア。

　混乱しながら、足早にエレベーターホールに向かう柏木さんのあとを追う。

　エレベーターに乗り込むと、柏木さんは三十五階のボタンを押し、背筋を伸ばして階数表示を見ている。

「あの、私が秘書課に出向なんて間違いですよね？」

「私がそんなミスをするはずないでしょう？　あなたには今日から私の下についてもらいます」

　嫌味を含みつつ教えられたけど、秘書課に出向という衝撃が大きすぎて、それは気にならない。

　気になるのは、柏木さんの下で働くということ。柏木さんは支社長直属の秘書。彼にはアメリカから連れてきている男性秘書もいる。つまり私は雑用係？

　エレベーターを降りると、三十五階は空気が違う気がした。心なしか香りも違うような。

　やはり花が飾られていたけれど、三十三階とは違って見事な大ぶりの胡こ蝶ちょう蘭らんの鉢植えが置かれていた。

　右手の廊下には、ガラス張りで奥までクリアに見渡せるドアの横に認証ボックスがある。

「ここは限られた人間しか入れません」

　説明しながら、柏木さんは自分の指を認証ボックスの上に置いた。するとガラスのドアが静かに開く。

「あなたの指紋を登録するからこちらへ来て」

　支社長室側の認証ボックスのパネルを開けると、柏木さんは私の人差し指の指紋を登録させてから、右手の高級感のあるドアを開ける。

　その部屋は十畳以上ありそうな広さで、大きなデスクがふたつ並んで置かれている。その上にそれぞれ最新型のパソコンと電話。窓際には大きな観葉植物。華道にも使うモンステラが生き生きとしている。

　向かって右のデスクには書類が積まれており、左にはない。おそらく右が柏木さんのデスクだろうと思った矢先――。

「あなたの席はこちらよ」

　私の予想に反して、柏木さんの示したデスクは右側だった。

「退社するときは、デスクの上に書類を置いていかないように。使用中のものはあちらのキャビネットにしまい、資料などはあのドアの奥の保管庫へ片づけること」

「あそこに置いてある書類を片づけるということですね？」

　右側のデスクを見て言うと、疲れたように首を横に振られる。

「いいえ。あれはすべて今日中にあなたが目を通す書類よ。以前のものだけれど、我が社の仕事を理解してもらうために用意したの」

　積み上げられた書類ファイルは、三十センチ以上もある。

　これに目を通すには……どれだけかかってしまうのか。そう考えると顔がこわばってしまう。

「こちらのドアは支社長室に繋つながっているわ。その隣はカーティス秘書の部屋」

　ドアが多すぎて、間違えて開けてしまいそうだ。

「これは簡単な秘書マニュアルよ。あとは自分で考え、動き、覚えてちょうだい」

　胸にグレーのファイルを押しつけられる。

「それから、服装はシンプルなスーツにすること。色は派手でなければ結構よ。あと、ブラウスのフリルも問題ないわ」

「わかりました」

　今日の通勤着として着ていたのは、ちょうど濃紺のスーツだった。膝丈のスカートの裾の部分は、同じ生地の切り替えでふんわりしている。

「あの……」

　説明を聞きながら、私が秘書課に出向で本当にいいのか考えていた。人事異動の時期でもないのに、特例すぎるだろう。

　こんなふうにデスクワークをするのを夢見ていた。でも、これは違う。

「納得がいかない顔をしているわね？　正直言って、私も納得していないわ。でも人事のミスも事実。いくらあなたがキレイだからって、受付に行くことはなかった。別に、受付の仕事がたいしたことないと言っているわけではないの。お客様のお取り次ぎは大事な仕事だし、受付はいわゆる我が社の顔なのだから。でも、あなたにはもっと違う仕事が向いている。それを決めたのはディーンよ」

　やはり支社長が決めたことなんだ。私……支社長に迷惑をかけている。

「支社長に会わせてください」

「もちろん毎日会うわよ？」

　隣のデスクに着いた柏木さんは、『なにを言ってるの？』とばかりに首を傾げている。

「いえ、今です。お話があります」

「やめておきなさい。そんなに駄々をこねると相手にされなくなるわよ」

　今、なんて？　相手にされなくなる……？

　柏木さんの言葉が理解できない。

「そんな！　駄々をこねるとかではなくて、支社長だけの判断なら、やめてほしいんです」

　確かに今の部署に不満は持っていたけど、支社長の下で働くなんて、私が望んだことではない。こんな異例の出向は社員たちの反感を買うはず。

　支社長に迷惑をかけたくない。

「ディーンの言葉は絶対よ。あなたがここを辞めない限り、出向は撤回されないわ。それに今すぐ会いたくても無理なの。彼は朝食ミーティングに出席しているから、出社は十一時過ぎよ」

　今すぐ会えないと知り、私の身体がイスに沈み込む。

「本当は人事異動なのだけど、名目は、受付から秘書課に出向よ。ディーンが取り成したと噂されるのは困るの。これを知っているのは、人事部長と私たちだけ。秘書課の者もなぜなのかは知らないわ。だからあなたは誰かに聞かれても、出向しているとだけ答えなさい」

　柏木さんは冷たい視線を私に向けると、仕事に取りかかる。

「藤田さん、ぼんやりしている暇なんてないのよ。その書類に目を通しなさい。私は協議書を作らなければならないの」

　とりあえず、デスクの右側に積み重ねられた書類をひとつ取り上げ、読み始めた。

　書類は去年の各社との契約の経過報告書や、それに付随するデータなど。日本語だけでなく英語で書かれたものもある。

　日本語でさえ専門用語に苦戦するのに、英語の文章はさらに難しい。

　パソコンの翻訳機能で用語を調べながら、書類に集中した。

　夢中で読み進めていると――。

『萌をよこしてくれ』

　突然、インターホン越しに支社長の声が部屋に響き、飛び上がるくらい驚いた。

「はい。すぐに行かせます」

　柏木さんは通話のスイッチを押して話すと、私に頷いた。

「ディーンは支社長室にいるわ。ノートを持っていきなさい。速記はできるわね？」

「申し訳ありません。できません」

　秘書の勉強をしたことがない私に、柏木さんは肩をすくめる。

「いいわ。早く行って。呼ばれたときはノックをしなくていいから」

「はい」

　私は静かにイスから立ち上がると、支社長室のドアへ向かった。

　柏木さんの言う通り、ノックをせずにドアを開けると、支社長はデスクに腰を寄りかからせて待っていた。スーツのジャケットは脱ぎ、薄い水色のワイシャツの袖は無造作にめくられている。

「萌」

「支社長……」

　私の顔を見て、支社長の口元に笑みが浮かんだ。笑うと甘い雰囲気になって、私の胸が暴れ始めそうになる。

「捻挫はもう治った？」

「はい。その節はありがとうございました」

　隣の秘書室のインテリアは茶系でまとめられていたけど、支社長室はモノトーンの部屋だった。座り心地のよさそうな黒革の高級ソファに勧められて座る。

「裕美から話は聞いたね？」

　支社長は柏木さんを下の名前で呼んでいる。彼は女性を名前で呼ぶのが当たり前なんだ……。『萌』と呼ばれて、特別になった気がしていたのに……。

「はい……」

「気が進まない返事に聞こえるが？」

　対面に腰かけた支社長は、身体の前で腕を組んだ。めくられたワイシャツの袖から腕の筋肉が目に入り、急いでアクアマリンの瞳を見るけど、またすぐ男らしい腕に目がいってしまう。気をつけないと何度も見てしまいそうだ。

「私に秘書は無理です」

「なぜ？」

　彼の形のいい眉がグイッと上がる。

「なぜって……秘書になる勉強をしたことがないですから。こんな人事異動は異例すぎておかしいと思われます。噂にだってなるだろうし……」

「どんな噂になるんだ？」

「それは……」

　支社長に真剣な顔つきで聞かれて、言葉に詰まる。

　私が過剰反応しているだけなのかな……。そう思ったところで、支社長は優しい口元にうっすらと笑いを浮かべる。

「萌が色目を使ったとか？　萌は私の愛人だとか？」

「し、支社長っ！」

　思っていたことを言ってのけられ、腰が一瞬浮く。

「そんな噂もいいかもしれないな」

　彼はソファの背に背中を寄りかからせ、のんびりとした口調だ。

　私をからかっているだけなの？

「そんな噂、よくないです！」

　私は眉をつり上げて断固として言った。

「萌の名誉に傷がついてしまったときには、私が責任を取るよ」

　私の名誉？　責任？

　ポカンと口を開けて支社長を見つめる。

「大丈夫だ。もしおかしな噂が出たとしても、すぐに消える。適当なことを言うヤツらには萌の仕事ぶりを見せつけてやればいい」

　私の仕事ぶり……そんなことを言われても、秘書の業務についてはまったく知らないのに……。

「裕美の部下になれば仕事は否応なしに覚える。で、それは？」

　彼は私が大事そうに抱えているノートを見た。

「お仕事で呼ばれたのではないんですか？」

「……ではメモを取ってもらおうか」

　なぜか支社長は立ち上がると、私の横に腰を下ろす。

「そ、速記はできませんから」

「わかった」

　私はノートを開き、支社長の言葉を書き込んでいく。内容は新規の取引先から依頼された仕事の細かな条件などだった。

　日本語でよかった。休む間もなく手を動かすけど、意識は隣に座る支社長に向いている。

　離れてくれればいいのに……。

　近すぎて、支社長のつけているフレグランスの甘めの香りが鼻につき、なかなか集中できない。

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ」

　半ページを書いたところですっくと立ち上がり、ソファの反対側に腰を下ろす。そこで彼が大声で笑いだした。

「支社長？」

「本当に君はかわいいな」

　まるで小さい子に言うみたいに、簡単に『かわいい』と言われて、複雑な気持ちだ。絶対に言い慣れているに違いない。

「からかわないでください。私には覚えることが山以上にあって、爆発しそうなんですから」

「それを言うなら、山ほどあって……じゃないのかい？」

「それ以上、という私なりの例えです！　さあ、お願いします」

　支社長を意識しないように、真ま面じ目めな顔で仕事を促した。

　結局、彼の部屋にいたのは三十分ほどだったけど、秘書室に戻ったときには疲れきっていた。

　仕事モードになった支社長は、難解なビジネス用語をすらすらと口にして私を焦らせた。それも流暢な日本語で。

　何度『ちょっと待ってください』とお願いしたことか。それに対して支社長は嫌な顔ひとつ見せず、復唱してくれた。

　戻って、書き留めたものを柏木さんに見せる。彼女は私の乱雑な字の解読もできるのか、頷いて、私なりに書類を作成することを指示する。

　これって、承諾状ですけど？　なにも知らない私が作るの……？

「食品関係の承諾状のモデルは、データフォルダの中に入っているわよ」

　やれと言われたらやるしかない。

　私は「はい」と返事をして、自分のデスクに向かった。

　パソコンのデータフォルダから資料を探しだして、さあ入力というときに、再び支社長の声がした。

『コーヒーを頼む』

「藤田さん、支社長室の奥にある給湯室にすべて揃そろっているわ」

「はい」

　また支社長の部屋に入ると、「グァテマラにしてくれ。マシンはそのドアの先にある」と、書類から顔も上げずに告げられた。

「かしこまりました」

　グァテマラって、豆の種類だよね？

　もしかしてそのときの気分で豆が違うとか……？

　柏木さんに言われた通り、支社長室の奥のドアを開けると、使い勝手のよさそうな、こぢんまりとした給湯室があった。電気コンロもあるし、大型冷蔵庫まである。

「暮らせそうなくらい、いろいろ整ってるね。コーヒー豆は……」

　シンクの上にある棚に、透明のガラス容器に入ったコーヒー豆を見つけた。その数は五種類ほどあり、感心してしまった。

「コーヒーショップに行かなくても済んじゃう。支社長はコーヒー党なんだ」

　私もコーヒーは好きだけど、豆にこだわるほどじゃない。

　グァテマラと書かれてあるガラスの容器を取りだす。

「あとはミル……」

　豆を挽ひくマシンをキョロキョロと探して振り返ったとき、唖あ然ぜんとした。

「これって……？　エスプレッソマシン？　もしかしてこれで作るの？」

　初めて見る本格的なエスプレッソマシン。どこがどうなっているのかわからない。

　普通のコーヒーメーカーなら簡単にできると高たかをくくっていたけれど、ここにあるのはまるで業務用。しかも外国製。

「どうしよう……」

　そう思ったとき、エスプレッソマシンの横に英語の取扱説明書を見つけた。

　よかった！　これでできるはず……。

　なんとか説明書通りに、突然の大きな音におっかなびっくりしながら操作して、ようやく淹れ終えた。

「できた！」

　カップの中のコーヒーを見て、にっこりと笑顔になる。やればできるじゃないの。

　香ばしいコーヒーの香りが部屋中に充満し、自分も飲みたくなる。

　トレーにカップを置き、砂糖とミルクも添えた。

　千波兄の家でコーヒーを飲んだとき、支社長はブラックで飲んでいたけど、その日の気分でなにも入れなかっただけかもしれない。

「お待たせいたしました」

　仕事の邪魔にならないスペースに、ソーサーに乗せたカップを置くと、支社長は「ありがとう」と言い手を伸ばした。

　トレーを戻しに行こうとしたとき、彼が激しく咳せき込んだ。

「ゴホッ！　ゴホッ！　ゴホ……」

「大丈夫ですか!?」

　顔を真っ赤にして苦しそうな支社長。

「ど……どうやったら、こんな殺人的なコーヒーを淹れられるんだ？」

「申し訳ありません。エスプレッソマシンは初めてで……説明書を見ながらやってみたのですが……」

　なにがダメだったの？　豆の量？　ちゃんと量ったのに……。

「あれはアメリカから持ってきたマシンだったな。すまない。教えればよかった」

　支社長は立ち上がると、カップを持って給湯室に行く。

「淹れ方を教えよう」

　エスプレッソマシンの前まで来て、彼は豆を取りだしながら、そばにいる私に言う。

「グラインダーで豆を粉砕し、粉をすりきったら余分な空気を抜くんだ。これをタンピングという」

　支社長は一度でわかるように、ゆっくり丁寧に実演してくれる。

　私のやり方でだいたいは合っていた。でも粉の余分な空気を抜かなかったし、抽出時間も長すぎた。

「ほら。飲んでみて」

　淹れたてのコーヒーがたっぷり入った、なにもデザインされていない白いカップを私の口元に持ってくる。

「いただきます」

　それを受け取り、熱さに注意しながら飲んでみると、ほんの少しの苦味とコクがあり、深い味わい……とてもおいしく淹れられていた。

「私だけに淹れるときはこのカップでいい。こっちは来客用だ」

「はい。わかりました」

　こんなに完璧に淹れられるんだから、自分で淹れても……と支社長の立場を無視して思ってしまう。

　彼はカップをシンク横の台にそっと置いた。

「自分で淹れればいいのに、とか思っている？」

「え？」

　私、口に出してた？

　慌てて大きく首を横に振ると、動揺していたのかよろけてしまった。支社長の腕に支えられて、倒れるのは免まぬがれたけれど、急に彼を意識してしまい、音が聞こえちゃいそうなくらい心臓がバクバク脈打っている。

「す、すみません……」

　力強い腕から慌ててパッと離れる。

　恥ずかしくて、まつ毛の下から覗き見ると、私の慌てる姿に支社長は楽しそうに口元を緩ませていた。

　話を変えようと視線を巡らせ、支社長室とは反対側にもドアがあることに気づく。

「支社長、こちらのドアは？」

「仮眠室だ」

　そう言いながら支社長がドアを開けると、私の目に飛び込んできたのはベッドだった。ホテルのように生活感のないシンプルな部屋。

「奥にはシャワールームもある」

「シャワールームが……？」

「書類が溜たまり、なかなか帰れないときがあるからな」

　支社長は仕事中毒のような気がする。ホテル住まいだし、ゆっくり休めるときはあるのかな。










誘惑しないでください




「どうした？」

　ぼんやり考え事をしてしまっていると、目の前に支社長の端正な顔があって、目をパチクリさせる。

「か、顔が近いです……」

「君の肌に見とれていたんだ。この美肌の秘ひ訣けつはなにかあるのか？」

　支社長の指先が私の頬にそっと触れる。その瞬間、血液が勢いよく全身を駆け巡るような感覚に襲われる。

「ふ、触れないでください……」

　なおも彼の指は私の唇に触れてくる。ビクッと身体が跳ねた。

　ここが会社だと忘れてしまいそうだ。

「支社長？」

　目が合うと、室内の明かりのせいなのか、いつも明るいアクアマリンの瞳がサファイアのような深い色に変わっている。吸い寄せられるような瞳の色。

　動けないでいると、支社長の顔が近づき、薄めの唇がゆっくり私の唇に触れた。

　えっ!?　どうして……!?

　さっきのコーヒー以上に唇が熱い。

　驚いて目をつむるどころか、大きく見開いて、拳で支社長の胸を叩たたいていた。

「拳で殴るなんてひどいな」

「し、支社長がこんなところでキスするからです！」

　外国人だから、唇に触れるキスなんて日常茶飯事で、挨拶程度のものなのかもしれないけれど、経験が少ない私にとっては衝撃的でつい手が出てしまったのだ。

「別の場所だったらいいのかい？　ベッドの上とか？」

　含み笑いをしながら私の顔を覗き込んでいる、からかうような瞳。

「支社長！」

　絶対に恋愛経験豊富である支社長に、私はついていけない。

　勇気を出して震える足で支社長の脇を通り過ぎ、給湯室を出る。彼ものんびりとカップを持ち、部屋に戻ってきた。

　私はキスされた動揺を隠すように、真面目な表情を作って深くお辞儀をすると、支社長室を出た。

　柏木さんのいる秘書室に戻るのは気まずかった。コーヒー一杯淹れるのに、時間がかかりすぎてしまったから。

　なにか言われたときのために、エスプレッソマシンの使い方に手間取ってしまったと言い訳を考えながら静かに秘書室に入ると、柏木さんはいなかった。ホッとしてこわばっていた肩を下ろす。拍子抜けしてぐったりと席に着いた。

　支社長とキスしちゃった……。

　彼の唇が触れて、まだ熱を持っているような自分の唇に指を持っていく。

　どうしてキスをされたのかわからないけど、嫌じゃなかったし、またしてほしいとさえ願ってしまった。

　支社長の下でいつか仕事をしたいと思って入社したのに、キスまでされて……。私はからかわれているだけなの？

　いけないっ！　柏木さんがいないからって、こんな考え事をしていたらダメだよ。

「さあ、仕事！　仕事！」

　さっき夢中で書きなぐったノートを開いた。少し時間を置いて見てみると、自分で書いたのに解読不可能な箇所もある。

　とりあえず書類を作ろう……。

　三十分ほど経った頃、柏木さんが戻ってきた。

「藤田さん、ランチに行ってきて。私たちはいつも三十三階のレストランで昼食をとるの。重役も一緒だから、失礼のないように」

「下の社員食堂へ行ってはダメなんでしょうか？」

　重役も一緒の場所だなんて、緊張して食欲がなくなりそう。

「ええ。時間の無駄だわ。混んでいる社員食堂にわざわざ行く必要はないもの」

　頭に浮かんだのは、毎週月曜日の絵美とのランチの約束。

　すぐに返事ができないでいると、柏木さんは『やれやれ』といった顔で続ける。

「秘書はいつ呼びだされても駆けつけなくてはならないの。社員食堂にいたら、すぐに対応できないでしょう？」

　柏木さんは自分のデスクではなく、支社長室のドアに向かう。

『郷に入っては郷に従え』だよね。

　私は小さく頷くと、バッグからハンカチを出してポケットに入れた。『いってきます』と言おうとしたとき、すでに柏木さんは支社長室に消えていた。




　三十三階に下りてみると、先週の金曜日に私が手直しした花はまだ生き生きとしていた。

「さてと、レストランは……」

　案内板がない。先日の会議室とは反対の方向にありそうだと考えて廊下を進んでみると、まるで高級レストランのような入口を見つけた。ちょうど出てくる女性がいる。

「すみません。こちらがレストランでしょうか？」

　髪を後ろでひとつに結び、黒縁のメガネをかけた女性が立ち止まって私を見る。

　三十代後半。中肉中背の一般的な体型。華やかな秘書課のイメージとは違う地味な雰囲気の人だった。

「新しく入った藤田さんね。私は課長の阿あ川がわよ」

　私が首からぶら下げているネームプレートにちらりと視線を向けてから、にっこり笑い、右手を差しだす彼女。

　秘書課へ来て初めて歓迎されて、私の顔もほころぶ。

「はい。藤田です。よろしくお願いします」

「レストランはここよ。ビュッフェスタイルだから、好きな分だけ食べていいの」

「教えてくださり、ありがとうございます」

　阿川課長は優しい笑みを向けて去っていった。私はその後ろ姿を見送ってから、中へ足を進めた。

　高級レストランのような入口もさることながら、室内もゴージャスな造りだった。こげ茶色の重みのある木材を使った壁。両端にタッセルで留められているカーテンは、真紅のベルベットのように見える。

　丸テーブルにはクリーム色のテーブルクロス。まさに高級レストランが三十三階にすっぽり収まった感じで、あっけに取られてしまった。

　窓際で、三人の秘書らしい女性が話しながら食事をしていた。重役がいないことにホッとして、私は入口に置いてある真っ白な皿を手に取った。

　サラダに始まり、前菜、魚や肉のメイン、パンやライス、ケーキ三種類にマカロンのお菓子まであった。三十三階にこんなレストランがあったなんてびっくりだ。

　全部食べてみたくなったけど、秘書課初日だから急いで戻らなければと思い、コンソメスープとバターソースがかかった白身魚、温かいコーンパンだけをチョイスして入口に近い席に着いた。

　食事をしていると、私のテーブルに影が落ちる。窓際で食事をしていた秘書たちがテーブルの横で立ち止まったのだ。

「特例の藤田さんね？」

　声をかけてきたのは、セミロングの髪を緩く巻いてふんわりと肩に垂らし、スーツの上からでもナイスバディとわかる、ミス日本のようなスタイルの女性だった。

　名字の前につけられた『特例』の言葉にため息をつきたくなったけど、立ち上がり、「藤田 萌です。よろしくお願いします」と挨拶をした。

「秘書課はあなたの噂でもちきりよ。どんな作戦で支社長に近づいたのかしら？　あ、支社長は優しいから、自分だけ特別だなんて勘違いしないようにね？」

　くすみのないキレイな顔とは似つかわしくなく、嫌味たっぷりだ。

　でも嫌味を言われるのは想定内。私は彼女に負けないくらいに微笑んで、再び「よろしくお願いします」と頭を下げた。

　彼女たちはつんとした表情で去っていった。

　これくらい、たいしたことない。だけど秘書課って女性が多いから、いろいろと大変なのかな。

　あ、それは受付も一緒だったよね。違うのは上司だ。支社長の下で働きたいと、秘書課の誰もが思っているのかも。




　十五時から、支社長は柏木さんを連れて出かけていった。

　作成した書類を見て、私の口から深いため息が漏れる。赤字だらけになっているのは、柏木先生の添削のせい。おまけに学校のテスト結果のように右上に書かれたのは、十点。

「もっと勉強しなきゃ」

　自分に活を入れ、パソコンに向かって直し始めた。




　気づくと部屋の中が薄暗くなっていた。パソコンの画面から顔を上げて、凝った肩をほぐすように伸びをする。

　五月の終わり。日が暮れるのはだいたい十八時半。時計が示す時刻は十九時を回っていた。

　支社長と柏木さんはまだ戻っていなかった。

　立ち上がって室内の電気を点けてからデスクに戻り、積み重ねられた書類を読み始める。

　繊維や食品関係、石油と幅広い業務。それらをすべて把は握あくする支社長は今までにない切れ者で、去年就任してから業績は確実に上がっていると聞いたことがある。

　そこへ電話が鳴った。

「はい。ＤＫホールディングス、秘書課の藤田です」

『柏木です。今日は戻らないので、退社して結構です』

「わかりました。お疲れさまでした」

　受話器を置くと、キリのいいところまで書類を読み終え、デスクの上の書類ファイルを一番下の鍵のかかる引き出しに片づける。

　身体を起こしたところで、秘書室のドアが開いた。

　柏木さんが戻ってこないと聞いていたから、ガチャッとドアが開いて飛び上がりそうなほど驚き、反射的に視線を向ける。

「まだいたのか」

　入ってきたのは、朝と同じで疲れた様子を微み塵じんも感じさせない支社長だった。

「お疲れさまです。直帰だとお聞きしましたが」

　表情はごく真面目に。だけど、支社長の顔が見られて内心はうれしい。

「明日までに確認する書類を忘れていたんでね。ちょうどいい。食事に行こう。夜の予定はないんだろう？」

「それはダメです」

　きっぱり断る私に、支社長の形のいい眉の片方が上がる。

「どうして？　その言い方だと別に約束はないんだろう？」

「私は社員ですから……」

　行きたいけれど、ここは経営者と一社員として線引きしなくてはならない。キスをしてしまったけど……。

「社員だから食事をしてはいけないルールなど、我が社にはないが？」

　支社長は左腕をクイッと上げて、スーツに隠れていた腕時計で時間を確認する。

「明日までに確認する仕事があるのでは？」

「三十分もあれば終わる。食事だけで帰すと約束するよ」

　そこまで言われては、グラグラ揺れていた私の心は支社長のほうへ傾いた。




　予想もしていなかった店に連れてこられた。ふたりがけのテーブルが四つとカウンター席しかない狭い店内を見まわすと、窮屈な木のイスに座る支社長が苦笑いを浮かべた。

　香ばしい焼き鳥の匂いと、カウンターの中にある焼き場の炭火から出る煙。

「匂いがつくのは嫌か？」

「いいえ。焼き鳥は好きです」

　狭くて少々煙いけれど、清潔感のある焼き鳥屋だった。会社の隣の駅からすぐのところにある店。

　支社長は常連のようで、紺色の日本手拭いをぐるぐると細めて頭に巻いている二十代後半ぐらいの男性が、ありったけの笑顔で対応している。

　従業員はこの男性と、もう少し若い男性、注文を取りに来る女性の三人だけ。

　支社長は私に食べたいものを聞いて、先に頼んでいたビールを女性が持ってきた際に注文した。

「ミスター・ロイド。最近来られないので気になっていたんです」

　スカーフを三角巾にして頭にかぶっている女性は、私に笑みを向けながら会釈する。丸みのあるかわいい顔の女性だ。

　ふと左の薬指を見てみると、プラチナの結婚指輪があった。

「忙しくてね。いつも来たいと思っていたよ」

　支社長は友人のように気軽に話している。

「女性を連れてこられるのは初めてですね。こんな狭い店ですが、鳥とり吉きちをよろしくお願いします」

　彼女は私に笑顔で挨拶をして、カウンターに戻っていった。その姿を目で追っていくと、鉢巻きを巻いた男性が彼女を愛いとおしそうな目で見ていた。

「彼女はここの店主の奥さんなんだ。夫婦でがんばっているんだよ」

「ステキなご夫婦ですね」

　忙しくてもあんなに愛おしそうに見つめていてくれるご主人がいて、彼女がうらやましいと思ってしまった。

　ほどよい泡のある中ジョッキのビールで乾杯。液体がグッと喉を通っていく。

　日菜ちゃんは体質的にお酒が飲めないけれど、私は結構強い。冷えたビール、仕事のあとの一杯がたまらない……なんて思っていると、支社長にじっと見られていたことに気づく。

「どうかしたんですか？」

「君みたいな子がビールをゴクゴク飲むのが不思議でね」

　楽しそうに笑い、私の顔に手を伸ばしてきた。

「それに、泡をつけっ放しで気にしないところがいいね」

　指の腹で、上唇についたビールの泡を拭ってくれる。

「あ……」

　気にしないわけじゃなかった。それに気づかなかっただけ。

　支社長を前にして、私ったら、なにしてるんだろう……。

　美しい瞳でじっと見つめられ、上唇を指の腹で拭われる親密な仕草に、心臓がドキドキしてくる。

　ごまかすように、お通しで来た冷ひや奴やっこへ視線を落とし、食べ始める。私が意識してしまったのがわかったのか、彼が喉の奥で笑う楽しそうな声が聞こえた。

「支社長、冷奴おいしいですよ。どうぞ召し上がってください」

　うつむきがちに話す私の顎を、そっと持ち上げられる。

「萌？　ふたりのときはディーンと呼んでくれないか？」

　吸い込まれそうな瞳を仕方なく見ると、やっぱり戸惑うほどの胸の高鳴りがやってくる。

「それは……」

「それは？」

　顎に触れている支社長の手を掴み、テーブルの上に押し返す。

「恋人同士じゃないのに、支社長のことを名前では呼べません」

　胸の鼓動は激しく脈打っているけれど、ここは上司と部下の立場を忘れてはいけない。口元をキュッと引きしめる。

「私の国では、ファーストネームで普通に呼び合うが？」

「日本は違います」

　ふと柏木さんが支社長を『ディーン』と呼ぶのを思い出す。この調子でファーストネームを呼んでほしいと言ったんだろうか。そうだとしたら、私がかたくなすぎるのかな。

「萌の口から呼ばれると、どんなふうに聞こえるのか知りたい。甘く聞こえるのだろうか？」

「ふ、普通に聞こえるはずです」

　支社長は私を困らせるのを楽しんでいるの？

　身体が火照ってきて、おしぼりを頬に当てたいくらいだ。

　店を出ていく客が引き戸を開けると、スーッと涼しい空気が入ってきて気持ちいい。

　そこへオーダーした焼き鳥が運ばれてきた。大きめにカットされた部位はボリュームがあり、おいしそうだ。支社長は塩と甘めのたれをそれぞれ選んでくれていた。

「熱いうちに食べなさい」

　少し前の口説き落としそうな雰囲気と打って変わって、あつあつの焼き鳥を前に勧めてくる支社長。

　セレブな育ちだと聞いているから、串を持って口に運ぶ姿は意外だ。そもそもこういった庶民的な店が似合わない。

　でも、意外な面も好ましく、私の心は彼に強く引き寄せられていた。




「ただいま～」

　支社長が自宅まで送ってくれると言うのを強く断り、電車で帰ってきた。なにからなにまで甘えちゃいけない。

「おかえりなさい。遅かったのね？　あら、その匂い……」

　お母さんは私に近づき、鼻をひくつかせる。

「やっぱり匂うよね？　焼き鳥を食べてきたの」

　自分の腕を鼻に近づけて顔をしかめる。

「焼き鳥なんて珍しいわね。クリーニングに出しておくから、服は洗面所に置いておきなさいね」

「はーい」

　上機嫌に返事をして自室に向かい、バッグを置くと、Ｔシャツとタオル地のショートパンツを持って一階のバスルームへ向かった。

　頭からつま先まで念入りに洗ってさっぱりすると、急激に眠気が襲ってきた。髪を乾かし、ベッドサイドの時計を見る。もう二十四時を回っていた。

　今日は初めてだらけで疲れたな。でも受付とは違う業務内容はやり甲斐があって、十点と添削されても楽しかった。

「明日もがんばろう」

　電気を消して頭を枕につけた。眠りに落ちる前、脳裏に浮かんだのは、私を見つめる支社長の顔だった。










支社長の腹心の部下




　翌日、いつもの時間より三十分早く家を出た。目覚まし時計のアラームよりも先に目が覚めてしまったのだ。

　クローゼットを覗くと数着しかスーツを持っておらず、週末に着まわしのきくスーツを買いに行こうと決めた。

　今日のスーツはクリーム色の少し華やかなデザイン。お母さんの付き添いでパーティーへ行くときに買ってもらったものだ。二年前のものだけど、上質な素材なので今着ても見劣りはしない。

　昨日渡されたマニュアルに、掃除があった。そうはいってもデスクやキャビネットの上を拭くだけだけど。

　秘書室へ入り、バッグを自分の席に置いて早速掃除を始める。

　支社長室のキャビネットを拭いていると、支社長を先頭に柏木さんも姿を見せた。

「おはようございます」

　私は手を止めてふたりのほうを向き、深く頭を下げた。

　柏木さんはタブレットで今日のスケジュールを確認し始める。きびきびと動く彼女は私の理想の秘書像そのもの。見習わなきゃ。

　掃除を終えて秘書室に戻ると、黒髪の大柄な外国人男性がいた。

「お、おはようございます」

　見覚えのあるその男性に頭を下げる。彼は支社長のもうひとりの秘書、カーティスさんだ。

「昨日から柏木さんの下で働くことになりました、藤田 萌です。よろしくお願いします」

「……私はジャック・カーティスです」

　メガネをかけたカーティスさんの髪型は独特。肩までの長さを後ろでひとつに結んでいるけれど、耳の上は刈り上げられていて、ツーブロックになっている。彼は支社長より年上のように見えた。

　無愛想な表情のままサッと手を差しだされ、とっさに握手する。彼は握ったか握らないかくらいですぐに私の手を離した。

「こんなにキレイな女性が私の下で働くんですね」

　その言葉に嫌味が含まれているように聞こえるのは、気のせい？

「カーティスさんの下？　いいえ、私は柏木さんの下で、と聞いています」

「ミズ・柏木の下なら、私の下ですよ」

　支社長の秘書の位置づけがわからず困惑していると、柏木さんが秘書室へ入ってきた。彼女はカーティスさんを見て、珍しく慌てた顔で近づいてくる。

「ジャック！　帰国は明日だと聞いていました」

「ディーンに任された商談が早く済んだので、一日帰国を早めたんです」

　足元に置いてあったジュラルミンケースを持ち上げると、彼は支社長室へ入っていった。

「彼はディーンが信頼を置いている秘書よ。右腕と言っても過言じゃないわ。ディーンのスケジュール上、都合が悪い商談は彼が任せられるの」

　柏木さんはそう説明すると自分の席に戻り、パソコンを起動させた。




　柏木さんの下についてから、一週間が経った。毎日が勉強で、あっという間に時間が過ぎていく。彼女の言葉はきついけれど、聞けばいろいろ教えてくれる。頼りになるのは柏木さんしかいない。

　カーティスさんは私をまだ信用していないのか、ちょっとした仕事さえ頼んでこない。でも私としても柏木さんの仕事で手いっぱいだから、それはそれで助かる。

「藤田さん、一階の受付に須山製薬の方がいらしたら迎えに行って、三十三階の会議室に案内してちょうだい。約束は十四時よ。受付から電話があってからでいいわ」

「はい。わかりました」

　もうすぐ十四時。受付に行くのは秘書課に入って以来だから、気まずいな。挨拶もせず出向扱いになってしまい、朝は早く、夜帰宅するときは受付には誰もいない。

　数分後、受付から連絡があり席を立った。

　受付に行くと、宮崎先輩がカウンターから出て男性と会話している。見覚えのあるその男性を見てすぐに、須山製薬の須山さんだとわかった。宮崎先輩が玉の輿を狙っている人だ。

　須山さんと話をしている宮崎先輩は満面の笑顔だった。私が迎えに行って話を中断させてしまうのが申し訳ないくらいだけど、これは仕事だから仕方ないと、躊ちゅう躇ちょして止めていた足を動かした。

「須山様、藤田と申します。会議室にご案内いたします」

「君は……確か、受付にいましたよね？」

　一度対応しただけなのに、須山さんは私を覚えてくれていたようだ。

「はい」

　宮崎先輩の前で会話するのがためらわれて、言葉少なに「こちらです」とだけ言って歩き始めた。




「かけてお待ちください。すぐに参りますので」

　須山さんを会議室に案内し、ソファに座るところを見届けて部屋を出ようとすると、ちょうど支社長が入ってきた。須山さんがサッと立ち上がる。

「萌が須山くんを案内していたのか」

　親しげに私の名前を呼ぶ支社長に、立ち上がった須山さんの目が大きく見開かれたのがわかった。

「はい。ただいまコーヒーをお持ちします」

　この会議室の場合、レストランで飲み物が用意できるので便利だ。あの面倒なエスプレッソマシンだと、まだ慣れずに時間がかかってしまう。




　コーヒーを運び終え、三十五階の秘書室に戻ろうとエレベーターを待っていると、秘書課の執務室から女性が出てきた。

　あれから会うことはなかったけれど、レストランで帰り際に嫌味を言ってきた女性だった。

「あら？　忙しい秘書さんがこんなところでウロウロしているの？　もしかして仕事がないの？　自分の無能さを知ったら、さっさと受付に戻ればいいんだわ」

　いきなりひどい言葉を浴びせられ、唖然とする。これには堪かん忍にん袋の緒が切れた。

「お言葉ですが――」

「金かね田ださん、人を見下した言い方はやめなさい」

　通りかかって彼女を制したのは、阿川課長だった。

「阿川課長！　も、申し訳ありません」

　私に対するものとは違うおどおどした態度で、金田さんは平謝りする。

「謝るのは私にではなくて、藤田さんによ。あなたは、後輩を育てる立場でしょう？　何年秘書課にいるの？」

　金田さんは阿川課長から私に向き直ると、潤うるんだ瞳で小さく「ごめんなさい」と謝った。そして足早に去っていく。

　残された私は、阿川課長にお礼を言う。

「ありがとうございます」

「突然の人事だったから、あなたは注目されているの。いろいろ勘繰る人もいるでしょう。金田さんみたいにね。でも、仕事に励んでいれば不信感を持っている人たちも思い直すわ。がんばりなさいね」

　金田さんみたいに面と向かって言われるよりも、レストランで私を見てひそひそ話されるほうが苦痛だった。

　だけど、仕事をがんばればいつか認めてもらえる。阿川課長の言葉は勇気をくれた。

　私は深くお辞儀をすると、ちょうどやってきたエレベーターに乗り込んだ。




　その日は終業後に絵美と会う約束をしていた。彼女は突然の秘書課への出向の話を聞きたがっていた。

　退社時刻になり、まだ残っている柏木さんに挨拶して秘書室を出ると、外出先から戻ってきた支社長とカーティスさんに会った。

「お先に失礼します」

「ジャック、先に戻っていてくれ」

　支社長はカーティスさんを先に行くよう促し、私を見る。

「今日はいつもより早いな。男とデートじゃないよな？」

「違います。同期の女の子と食事に行くんです」

「私も行っていいかい？」

　行きたそうな顔をしてはいるけど、本当にそう思っているわけじゃないだろう。

「支社長がよろしければ」

　にっこり笑って支社長を見る。

「私が行かないと思っているんだな。さすが秘書」

　彼はちょっと悔しそうな顔になる。

「申し訳ありませんが、今日はこれで失礼させていただきます」

「お疲れさま」

　支社長は私の頭を軽くポンポンと叩くと、去っていった。

　本当に彼が来たとしたら、絵美はどんな反応をしたかな……。

　待ち合わせ場所に向かいながら、支社長と焼き鳥を一緒に食べたときのことを思い出していた。

　会社から歩いて五分ほどの最寄り駅に隣接している高層ビルが、今日の待ち合わせ場所。商業施設で、上の階には見晴らしのいいレストランがある。

　ここのところカラッとした五月さつき晴れが続き、夜の風もさほど寒く感じない。だけど、もうすぐ梅つ雨ゆの季節が来ると思うとちょっと気が滅入る。

　高層ビルに向かっていると、後ろから名前を呼ばれた。

「萌！」

　振り返ると絵美が小走りでやってきた。

「やっと止まってくれた！　さっきから呼んでるのに気づいてくれないんだから」

「ごめんね。ぼーっとしてたよ」

　支社長のことを考えすぎているのかも……。

　息を切らしている絵美を見ながら反省した。




　多国籍料理のレストランへ入ると、仕事帰りのＯＬやサラリーマンで賑にぎわっていた。

「萌っ！　やったじゃん！」

　テーブルに案内されて座った途端に、絵美がにっこり笑う。

「やったじゃん、って出向のこと？」

「そうよ。辞めずに済んでよかったじゃない。あ、私は生ビールね。萌は？」

　ちょうど飲み物のオーダーを取りに来た若いウエイターが、手持ちの機械に絵美の注文を入力している。

「私はカシスソーダで」

「それで、秘書課はどう？　秘書課って女性ばかりなの？　萌は重役付の秘書になったの？」

　ウエイターが去る前に、絵美は身を乗りだして話を聞きたがる。

「絵美ったら、せっかちだよ」

「だって、同期のみんなが知りたいことなんだから」

「あ、昨日、同期会があったんだよね。ごめんね。参加できなくて」

　仕事が忙しくて退社時間が読めなかったのもあるけれど、みんなに興味津々で聞かれるのを恐れて参加しなかった。

　でも、一番仲がいい絵美になら話してもいい。

「今ね、支社長付の柏木さんの下にいるの」

「えっ？　あの我が社一の才女と言われている柏木さん？　アメリカの超一流大学卒業で、博士号を持っているんでしょ」

「そんなに柏木さんは有名なの？」

　支社長についていれば、社員の目にもつくということかな。

「もちろんよ。あの超絶イケメンの支社長となにかあるんじゃないかって噂もあるんだから」

「そんな噂が……」

　あっけに取られていると、絵美はもっと驚くことを言った。

「だけど、萌が突然秘書課へ出向になったから、今度は萌が支社長となにかあるんじゃないかって噂になってるわよ。今はまだ知らない人もいるだろうけど、いつかは社内中に知られるだろうし」

　弾丸のごとく話し続けて喉が渇いたらしい絵美は、ちょうど運ばれてきたビールをゴクゴクと飲む。

　その間、私は絶句していた。

　やっぱり噂になっているんだ……。

「萌？　大丈夫？」

「あ、うん。支社長とはそんな関係じゃないから」

　否定してみるものの、私の脳裏には支社長にキスされた感触が浮かんでいた。

　オーダーした生春巻きやパッタイ、鶏肉の炒いため物などがテーブルに並ぶ。

「で、秘書の仕事って楽しい？　すごく気を遣う職種じゃない？」

「受付のときも接客には気を遣ったけれど、秘書の仕事はそれより何十倍も大変。でもやり甲斐もあって、毎日が楽しいよ。それより、彼とはうまくいってる？」

「今、ドイツに出張しているんだ。入社二ヵ月でヨーロッパ出張って、すごいわよね？」

　うれしそうだったものの、次の瞬間に絵美はため息をついた。

「なんかさ、焦るんだよね」

「焦る？」

　相思相愛なのに焦るとはどういうことなんだろうと、首を傾げる。

「彼はこれから世界を飛びまわるじゃない？　バリバリ仕事するのは喜ばしいけど、どんどん離れていっちゃいそうで気持ちが落ち着かないの」

「ふたりはまだ付き合ったばかりでしょ？　結婚だってまだまだ先だろうし、もっと気楽に考えたほうがいいよ」

「それはそうなんだけど……」

　眉を下げてだんだん落ち込んでいく絵美を励ます。

「ほら、食べよ」

　アボカドがたっぷり入ったサラダを取り分けて、絵美の前に置いた。

　彼女がやんわり微笑んでサラダを食べ始めるのを見ながら思う。格差のある恋人がいたら、私も絵美のように焦ったりするのかな。




　金曜日の朝。昨晩、絵美と食事をして帰宅したのは二十三時を回っていたけれど、思ったより疲れていない。

　支度をしてリビングへ行くと、日菜ちゃんがキッチンで朝食を作っていた。

「萌、おはよう。目玉焼きでいいよね？」

「おはよ。なんでもいいよ。泊まってたんだ？」

　今週はまだ一度も着ていないグレーのスーツのジャケットをソファの背に置き、キッチンの中へ入る。

「もしかして千波兄とケンカしたとか？」

　日菜ちゃんがいつもより言葉少なな感じだったから、聞いてみる。

「そんなわけないでしょ。昨日から出張なの。昨日の夜は萌を待っていたんだけど、小説を読んでいたら寝落ちしちゃって。それより、秘書課に配属になったんでしょ？」

　キレイに焼けた目玉焼きを、レタスを添えた皿の上にフライ返しで乗せながら、日菜ちゃんが聞いてくる。

「どうしてそれを知ってるの？」

　実はまだお母さんには異動の話をしていない。情報源は千波兄なんだろうけど。

「そんなのわかってるでしょ？　はい！　早く食べて」

　私に目玉焼きの乗った皿を渡すと、オーブントースターからパンを出している。

「お母さんは？」

「今日から展示会じゃない。もしかして忘れてた？」

　日菜ちゃんも自分の朝食を持ってきてテーブルに置き、食べ始める。

　展示会は、花房流の師範たちの作品が展示される、年に一度の発表の場。現在、お母さんは年老いた家元の補佐として忙しい。

「あ……忘れてた」

「確か、展示会場は萌の会社と最寄り駅が同じだったね」

「そうなんだ……」

　最近忙しくて、お母さんとゆっくり話をする時間がなかった。友達にでも、と招待状を数枚もらった気が……。

　招待状を別のバッグに放り込んでいたのを思い出した。

「日菜ちゃんは行くの？」

「明日、千波くんと一緒にね。萌もディーンを誘って来ればいいのに」

「な、なに言ってるの？　どうして支社長が出てくるの？」

　不自然に目が泳いでしまい、コーヒーを飲もうとして熱さに慌てる。

「萌ったら、なに動揺してるの？」

　日菜ちゃんはケタケタと笑う。

「秘書課への異動はディーンのおかげなんでしょう？」

「もうっ、千波兄からなんでも聞くのはやめて」

「別にいいでしょう？　ディーンはバツイチだけど、そんなの気にならないくらいステキだし。私、応援するからね」

　日菜ちゃんはまだ高校生に見えなくもない童顔で、にっこり笑う。

「ごちそうさま！　行ってくる！」

「まだ残って――」

「日菜ちゃんの話に付き合ってると、遅刻しちゃうからっ！」

　スーツのジャケットに腕を通し、バッグを持つと、まだ笑っている日菜ちゃんを尻目にリビングを出た。

　そうだった……支社長は結婚していたんだった……奥様になったのはどんな人だったんだろう……。

　日菜ちゃんのせいで思い出し、通勤中ずっとそのことを考えてしまっていた。










ごまかせない気持ち




『萌、来てくれ』

　昼食後、十五時からの会議に必要な書類をプリントアウトし、ホチキスでとじていると、支社長の声が響いた。

　彼の有能な右腕であるカーティスさんは、今日からアメリカに飛んでいて不在だ。

　支社長室へ行くと、電話中だった彼は待つようにジェスチャーをした。肩に受話器を置いて書類をめくる支社長に、見入ってしまう。

　すぐに電話は終わり、支社長は我が社のロゴの入った封筒を私に渡す。

「これを秘書課の阿川課長に渡してきてほしい」

　阿川課長と聞いて、私の顔がほころぶ。

「かしこまりました」

「萌、戻ってきたらコーヒーを淹れてくれ」

　封筒を持って出ていく間際、声をかけられて足が止まる。

「はい。行ってまいります」

　一礼して支社長室を出た。

　三十三階の秘書室へ行く足取りは重い。阿川課長への用事じゃなければ行きたいところではない。彼女のおかげで嫌味な言葉はかけられないようになったけれど、視線はぴりぴりと痛い。

　秘書室のドアをノックして入ると、会釈して阿川課長の姿を探す。しかし彼女の姿は室内には見当たらなかった。

「すみません。阿川課長はどちらにいらっしゃいますか？」

　一番手前の席にいるのは、金田さんだった。金田さんの奥にいる女性に聞くのもおかしいと思い、嫌われているのを承知で彼女に聞く。

「阿川課長？　さあ？　さっきまで部屋にいたけれど。レストルームかしら？」

　レストルームまで追いかけるつもりはないけれど、支社長から頼まれたものは手渡しが原則だから、みんなが仕事をしている中で待っていた。

　どのくらい待っただろうか。腕時計を見ると、十分が経っていた。いくらなんでも遅い。

　レストルームに様子を見に行こうと、ドアノブに手をかけたとき――。

「あ！　阿川課長、常務の付き添いで外出しているんだったわ」

　金田さんが思い出したように言った。室内に三人いた秘書たちのクスクス笑いが聞こえてくる。

　ああ……わざとなんだ、と少し落ち込む。

「失礼しました」

　悲しい気持ちを抑えられないままシュンとして、秘書室を出てエレベーターホールに向かう。

　ホールに活けられた花はあまりいい出来栄えではなかったけど、手直しする気力もなかった。

　こんなことで落ち込んでも仕方ない。仕事をがんばって認めてもらう以外ないのだと、阿川課長の言葉を思い返し、大きく深呼吸した。

　三十五階へ戻り、コーヒーを淹れるために支社長室へ入るけど、手にはまだ阿川課長宛の封筒を持っている。

「遅かったな」

　支社長のアクアマリンの瞳が、探るように私を見る。

「申し訳ありません。常務と外出されていて書類をお渡しできませんでした。コーヒーを淹れてきます」

「わかった。書類はそこに置いておいてくれ」

　支社長のデスクにそっと封筒を置くと、給湯室へ向かった。

　コーヒーを淹れてから秘書室に戻り、資料作りを再開する。私の帰りが遅くても柏木さんはなにも言わずに仕事をしていた。




　三十分ほど経つと、柏木さんは支社長について会議室へ行った。

　緊張の糸が少し緩んで、イスに背中を預けて足をぶらぶらさせる。イスをクルッと回転させて窓の外を眺めた。

　小さい頃、勉強机のイスを日菜ちゃんとくるくる回して遊んだっけ。

　子供っぽいけど、気分転換したかった。

　外はどんよりとした重そうな雲が空にかかっていて、私の心みたい。

　いけないっ！　こんなことしている場合じゃなかった！

　自分の顔を両手でぴしゃりと軽く叩いて気合いを入れると、パソコンに向き直った。




　会議は二時間ほどで終わり、十七時に戻ってきた柏木さんは疲れた様子だった。顔色が悪く、どうやら体調が優れないみたいだ。

「柏木さん、具合が悪そうですが……？」

「藤田さん、私はこれで退社させてもらうわ。頼んでいた書類は月曜日に確認します」

「はい。気をつけてお帰りください」

　柏木さんは腹部を押さえながら帰っていった。

『萌、来てくれないか』

　インターホンの声に即座に立ち上がると、支社長室へ向かう。

「失礼します」

「裕美は帰ったか？　顔色が悪くつらそうだったから、早く帰るように言ったのだが。どうやら朝から腹部が痛かったらしい」

　支社長が彼女の様子を知っていてびっくりする。会議が始まるまで一緒にいたのに気づかなかった私が鈍感だった。

「はい。五分ほど前に退社されました」

　腹部が痛いということは、女の子の日……？

「裕美が素直に言うことを聞くとは、よほど痛かったんだな。早く治ればいいが……。ところで、昨日は楽しかったかい？」

　突然プライベートなことを聞かれて言葉に詰まると、支社長はふっと笑う。

「今日こそ君を食事に誘ってもいいか？」

「支社長……今日こそって、先日も……」

「あれは失敗だった。だが、君をあそこへ連れていきたかったんだ。結果、ムード作りどころじゃなかったが」

　支社長は腕時計を見てから、私に視線を戻す。

「あと一時間ほどで仕事が終わる。君は？」

「私も一時間で――」

「終わったら迎えに行く。待っていてくれ」

　艶のある微笑みを浮かべた彼は、手元の書類を読み始めた。

　秘書室に戻り、ひとりになると、思いがけない支社長の誘いがうれしくて顔がほころぶ。

「早く終わらせなきゃ」

　デスクいっぱいに広げられた書類。つい一時間と答えてしまったけれど、実際はもっとかかりそうだった。

　私は席に着くと、調べ物から始めた。




　うれしいことが待っているときや、なにがなんでもやらなきゃいけないときは、不思議とがんばれる。なんとか契約書の覚書を作り終え、書類をキャビネットにしまっていると、支社長が現れた。

　背伸びしてやっとの高さの棚へ残りのファイルをしまおうとしていると、後ろから取り上げられ、代わりにしまってくれる。

　振り向いてお礼を言おうとしたら、そのまま後ろからそっと抱きしめられた。

　このシチュエーションが信じられない。でも、夢じゃない。

「支社長っ!?」

「千波のところで君を見たときから、抱きしめたいと思っていた」

　耳をくすぐる心地いい低音の声に、身体の芯が刺激される。

「萌は私が気になる？」

　その言葉に、胸がきゅんと締めつけられる。

「そ、それは……」

　もちろん気になる。好きなんだと思う。

　けれど上司と部下の関係だから、恋愛感情は抑えなくては、と考えてしまう。

　支社長の言葉に一喜一憂してしまうんだけど。

「答えはあとで聞くよ。行こうか」

　彼はゆっくりと私の腰から腕をほどいた。

「……はい」

　自由になった私の足は、かすかに震えていた。小さく深呼吸してバッグを持ち、あとに続く。

　エレベーターに一緒に乗ったところで、ふと考えた。ふたりで歩いているところを社員に見られたら、噂に尾ひれがついてしまうかもしれない。

「支社長、待ち合わせをしましょう」

「待ち合わせ？」

　支社長は怪訝そうに聞き返す。

「はい。噂が……」

「わかった。朝倉ホテルのラウンジで待ち合わせにしよう」

「ホテルじゃなくて、レストランで――」

「朝倉ホテルに入っているレストランなら、申し分ないだろう？」

『でも』と言いかけたところで、エレベーターが一階に到着してしまった。

　考えた通り、一階には仕事帰りの社員たちがいた。支社長といる私にみんなの視線が集まる。

　あからさまに見られているわけじゃないけど、チラチラと向けられる視線を避けるように無言でエントランスまで行き、支社長が口を開かないうちに急いで頭を下げた。

「お疲れさまでした」

　彼は苦虫を噛みつぶしたような顔で、待たせていた車に乗り込んだ。

　朝倉ホテルまでは会社から車で二十分ほど。駅に向かいながら、近くに顔見知りがいないか見てしまう。

　これから社外で支社長と会うと思うと、悪いことをしているような罪悪感。なんだか心臓に悪い。




　落ち着いた雰囲気でいて豪華な朝倉ホテルのロビーに入り、まっすぐラウンジを目指す。生演奏のピアノの美しい音色が聴こえてきた。

　ラウンジに行くと、ワインレッドのソファにゆったりと腰かけた支社長が待っていた。入口のほうを見ていた彼は、私の姿を認めて立ち上がる。

「支社長、お待たせしました」

「萌、会社の外だ。名前で呼んでほしい。約束だろう？　まさか私の名前を忘れてはいないよな？」

　私の腰に腕が回され、胸がドクンと高鳴る。

「……わ、わかりました。今は……ディーンと呼ばせていただきます」

　腰に置かれた支社長の腕を意識して、ぎこちない歩き方になってしまう。

「あれ？　萌とディーンじゃない」

　ラウンジを出て、上品な絨じゅう毯たんの上を歩いていると、私たちにそれほど驚いていない様子の日菜ちゃんが目の前にいた。

「ひ、日菜ちゃんっ！」

　私のほうが飛び上がるほど驚いて、支社長から離れようとする。でも力強い腕は離してくれなかった。

　そこにいたのは、日菜ちゃんだけじゃなかった。シックなブラウンのワンピースを着た日菜ちゃんの隣に、ビジネススーツ姿の千波兄もいた。いつ見てもお似合いのふたりだ。

「しょ、食事に来たのっ」

　なにか言わなければ、と出した声はうわずっていた。

「萌、なにテンパッてるの？　食事に来たことぐらいわかるよ」

　日菜ちゃんはおかしそうにクスッと笑う。

「ディーン、俺たちもちょうど食事をするんだ。一緒に――」

「いや、今日は萌とふたりで食事をしたい。また後日、誘ってくれないか」

　誘いを断る支社長に、千波兄は薄く笑った。

「わかった。また誘うとしよう。じゃあ」

　千波兄たちは、一階の鉄板焼きのレストランの方向へ去っていく。目の前で食材を焼いてもらいながら日本庭園を眺められる、と外国人利用者に大人気の店らしい。

「私たちも行こう」

　支社長は私を二階のフレンチレストランへ連れていく。ここもフランスで修業した一流シェフが腕を振るい、おいしさには定評がある。

「ロイド様、いらっしゃいませ」

　フレンチレストランの支配人自らが私たちを迎えて、うやうやしく対応する。支社長はここのセミスイートに泊まる常連客だから、頻繁に食事をしているのだろう。

　案内された席は普通のテーブル席ではなく、個室だったので驚く。席に着き、支配人が出ていくと私は口を開いた。

「……ディーン、個室じゃなくても」

「萌、警戒しているのか？」

　悪戯いたずらっ子のような笑みを浮かべた支社長に、ふるふると首を横に動かす。

「萌があまりにも人の目を気にするから、個室にしたんだ。部屋でルームサービスのほうが私はよかったが」

「バ、バカなこと言わないでください！」

　私の耳が真っ赤になったところでドアがノックされて、ワインメニューを持ったソムリエが入ってきた。慣れない会話に心臓が暴れ始めて戸惑っていたから、ソムリエの出現は助かった。

　支社長はワイン通らしく、ソムリエの男性と専門的な用語を織り交ぜながら会話を楽しんでいた。

「萌、料理は？」

「お任せします」

　支社長なら、ワインに合った料理を選んでくれるはず。

「意外だな。なんでも自分で決めたいタイプかと思っていたよ」

「ここのおいしい料理を知っているのはディーンですから、安心してお任せするだけです。普段は自分で決めます」

　そして、おいしい料理と極上のワインを楽しむ。支社長との会話も弾んでいる。

　ワインでリラックスして、自然と肩から力が抜けていた。

　仕事の話は一切せずに、支社長は千波兄の学生時代の話をたっぷりしてくれた。ふたりが知り合ったのは高校のとき。支社長は、千波兄がアメリカへ留学したときに入った学生寮の寮長だったそう。しかも同室。

「千波のデスクに、いつも飾られていた写真があったんだ」

「写真？」

　どんな写真なのか興味があり、目を輝かせる。

「ああ。千波と日菜さん、千波の弟、それに萌の四人。みんな若くてかわいらしかったが、君は着物姿で幼いながらも美しいと思ったよ」

　支社長は学生の頃を思い出しながら、ゆっくり話してくれる。

「うわっ。どの写真だろう。飾ってあっただなんて恥ずかしい……」

「君は小さいけれど黒髪を高く結って、凛とした表情で日本人形のようだった」

　大学も、支社長を追うように千波兄は同じ学校へ。ふたりがとても仲がよかったことが窺うかがえる。

　でも教えてくれたのは学生の頃の話だけで、支社長の結婚や離婚の話はなかった。

　私が一番聞きたかったのは、どんな人と結婚して、どうして離婚したのか……だったのかもしれない。とても気になってしまっているけれど、私からは聞けない。

「もうこんな時間っ！」

　ふと腕時計を見て、目を丸くした。レストランに入ってからまださほど時間が経っていないと思っていたのに、すでに二十二時を回っていた。

「送っていこう」

　支社長は私の手を握り、歩き始めた。

「大丈夫です。社用車も帰していますよね」

　支社長もワインを飲んでいるから、運転はできないし。

「タクシーで送るよ」

「それでは二度手間になってしまいます。ディーンのお部屋はこの上なんですから」

「萌、男が女性を送るのは当然のマナーだ。送らせてくれないか？　それとも泊まっていく？」

　最後のほうは冗談めいた口調だったけど、私は耳まで赤くした。

　結局、支社長に負けて私は一緒にタクシーに乗り込み、家に向かうことになった。

　タクシーの後部座席は、以前に社用車で送ってもらったときとは広さが違う。隣に座る支社長が近すぎて、余計に意識してしまっている。

「急に無口になったな」

「ワインを飲みすぎたみたいで、眠く……」

　それは嘘うそだったけど、とっさにそう言っていた。

「着いたら起こすから、寝ているといい」

　支社長は私の頭を自分の肩にもたせかけてくれる。

　この際、甘えさせてもらおう。彼のがっしりした肩がとても心地いい。

　タクシーの揺れも気持ちよくて、目を閉じた。




「――萌、萌？」

　身体を優しく揺らされて、ハッと目を覚ます。

　タクシーは停まっていた。

「萌、着いたよ」

「すみません。目を閉じるだけのつもりが寝てしまって……」

「かわいい寝顔だった」

　男性には見せたことがない寝顔を見られてしまい、恥ずかしい。

　支社長はタクシーの運転手に待つように言い、外へ出る。私も降りると、自宅の門の前だった。

「ごちそうさまでした」

「週末はゆっくり休むんだよ。ずいぶん気を張っているだろう？」

「はい。おやすみなさい」

　通用門の入口まで送ってくれた支社長は、腰を屈めると掠かすめるようなキスを唇に落とし、タクシーに戻っていった。

　呆ぼう然ぜんと突っ立ったまま、彼を見送る。

　私は支社長が好き。

　憧れだった人が、手の届くところで仕事をしている。

　今までなにも知らなかった支社長のことを、今は少しずつ知り始めている。

　グイグイと磁石のように惹かれていって……もう自分の気持ちを偽れなくなってきている……。




　週末は、なにをしていても支社長のことを考えてしまっていた。食事中から、寝る直前まで。

　スーツを買いにデパートに行けば、支社長はどんな色やスタイルが好みなんだろうと考えてしまう。早く月曜日にならないかな……とまで。

　土曜日は買い物へ行って過ごし、日曜日は花房流の展示会の最終日。

　華道をたしなむ者として、行かないわけにはいかない。しかも今はケガで入院中の家元の代理として、お母さんがいろいろとがんばっている。

　たまには着物でお母さんを喜ばせようと、薄いピンク色の訪問着を着てみた。髪は小さい頃から通ってくれている家政婦の邦くに子こさんに手伝ってもらい、結い上げる。

　着物姿の私に、邦子さんは皺しわのある顔でにっこり微笑んで、「お母様が喜びますよ」と言った。

　久しぶりの着物で草ぞう履りが痛いけれど、これもお母さんのためと、展示会場に向かう。

　到着すると受付にいたのは、お母さんの生徒さんで顔見知りの女性だった。

「まあ、萌さん。なんてステキなんでしょう。お着物がよく似合って。お美しいから、変な虫がつかないか家元代理は心配でしょうね」

　褒められて照れているところへ、お母さんがやってきた。

「萌？　久しぶりに着物姿を見たわね」

　私を見て驚いた顔をしている。

「たまには、と思って」

「びっくりしたわ。一瞬、あやめさんかと」

「あやめさん？　どうしてあやめさんの名前が出てくるの？」

　あやめさんとは、花房流の次期家元だったお母さんの甥おい・夏か葉ようさんの奥様。今は三十一歳くらいのはず。六年前にふたりは家元の反対を押しきって結婚した。あやめさんが今の両親の実子ではなかったことが反対された理由のひとつで、悩んだ末、夏葉さんは次期家元の座を捨てて、あやめさんと一緒になったのだ。

　花から離れられなかったふたりは花屋を始め、三十四歳の夏葉さんは、今ではフローリストとしてメディアに引っ張りだこ。

　花房流とは絶縁状態なのに、なぜ彼女の名前が？と首を傾げていると、お母さんはエレベーターのほうへ視線を移した。お母さんが笑顔になり、そちらへ歩き始める。

　振り返って見てみると、スーツ姿の夏葉さんとあやめさんだった。しかもあやめさんのお腹は大きく膨らんでいた。

　夏葉さんが現れたということは、もしかして家元と和解したの？

　家元であるおじい様は、今年初めに転倒してからずっと入院している。お母さんは家元代理を務めているけれど、次期家元として小さい頃から育てられてきた夏葉さんに比べるとどうしても実力やカリスマ性が足りない。

　それはお母さん自身でもわかっているから、ずっと『夏葉さんが継いでくれればいい』と、絶縁状態になってからもときどき話していた。

　お母さんが上機嫌に顔をほころばせ、夏葉さん夫婦と一緒にこちらへやってきた。

「夏葉さん、あやめさん、お久しぶりです」

「最後に会ったのは、日菜ちゃんの北海道の結婚式だったね。萌ちゃんは以前からキレイだったけど、さらにステキな娘さんになった」

　着物を着るとこんなに褒められるものなの？というくらい、今日はいろいろな人から言われる。

　支社長にも見せたかったな……。あ、そんなことを考えている場合じゃなくて……。

「夏葉さん。そんな言い方、おじさんくさいって言われちゃうわよ」

　聞けばあやめさんは妊娠八ヵ月で、第一子の誕生を心待ちにしているふたりはとても幸せそうだった。

　私が予想した通り、家元は夏葉さんに花房流を継いでほしいと頼んだそう。まだ返事はもらっていないけど、展示会にふたりで来てくれたということは脈ありだとお母さんは期待していた。




　翌日の月曜日は、雨が降っていた。夜中から降りだしていて一日中続くらしい。

　お気に入りのプロヴァンス柄の傘を差して、いつもより一時間早く出社した。金曜日に仕上げた書類を、柏木さんが来るまでにもう一度確認しておこうと思って。

　いつも通りに掃除をして、支社長室の奥の給湯室へ入る。コーヒー豆などのチェックをしておくのも私の役目。

「まだ大丈夫だね」

　支社長お気に入りのグァテマラは、ガラス容器にたっぷりある。

　給湯室を出ようと振り返ると、一瞬心臓が止まるかと思うほど驚き、息を呑んだ。

　ネクタイをつけていないワイシャツ姿の支社長が、ベッドのある仮眠室のドアの前に立っていたのだ。

「し、支社長っ！　いらしていたんですね」

　でもまだ支度途中のようだし、いつもの明るいブロンドは湿っていて暗い色だ。色気のある雰囲気を醸している支社長に、私の胸が暴れ始める。

「もしかしてお泊まりになったんですか？」

「ああ。仕事をしていたら、帰るのが面倒になってね」

　外国人は週末になると自分の時間を大事にすると聞いていたけれど、我が社の支社長は仕事中毒のよう。

「週末は休んでください。疲れた顔をされています」

　支社長は乾いた笑いを返して、カフスボタンを留める。

「萌が一緒にいてくれたら、週末もゆっくり休むんだが」

　うれしい言葉に、私の心臓が大きく跳ねた。

「支社長……」

「また支社長に戻ってしまったな。君からディーンと呼ばれるのが好きなんだ」

　彼は一歩近づき、私との距離を縮める。

　ドキドキと胸が暴れているのを知られたくなくて、じりっと下がる。

「下がるなよ。キスできない」

　楽しげに笑いながら、支社長は離れようとする私と密着しそうなくらいに接近した。

「ダ、ダメです。ルージュが取れちゃいます」

　顎に手をかけて上を向かされ、小さく首を左右に振る。

「嫌ならここから抜けだしていいぞ」

　顔を傾け、唇が触れそうなところでやめて、不敵な笑みを作る支社長。

　ドクンドクンと、自分の脈と乱れる息遣いがやけに大きく耳に聞こえてくる。

「やっぱりダメです」

　自制心を振りしぼって、彼の腕に手をかけて下ろし、そこから抜け出た。

　余裕のあるふりをしてにっこり笑う。心臓は早鐘を打っていたけれど。

「抜けだしていいとは言ったが……」

　あっけに取られたらしい支社長は、深いため息をついた。

「……私、支社長のことは好きです。だけど、会社でキスはダメです」

「じゃあ、今夜デートしよう。私を知ってほしい」

　今までのふざけた感じじゃなく、真剣なまなざしで見つめられ、私はコクッと頷いていた。




　その日は朝から支社長に甘く誘われたせいで、仕事になかなか身が入らなかった。

　これではいけない。デートのことは今は忘れよう。

「藤田さん、決裁書をディーンに渡してきてくれる？」

「はい」

　私は仕事を中断してすぐに立ち上がり、柏木さんから書類をもらう。

　支社長室のドアをノックして中に入ると、国際電話中のようで、彼は英語で話をしていた。

　ジャケットを脱ぎ、腕まくりをして、ネクタイを緩めた仕事モードの支社長は、痺れるほどカッコいい。

　デスクに近づき書類を置いたとき、彼の電話が終わった。

「決裁書です」

「ありがとう。萌、仕事が終わったら地下駐車場へ来てくれ」

　顔を上げずに書類を見ながら言われた。かなり集中している様子。

「わかりました。失礼します」

　私は一礼すると支社長室を出た。




　終業後、地下駐車場へ下りると、どこかで車のエンジンをかける音がした。

　そしてすぐ目の前に一台の車が停まり、運転席から支社長が顔を覗かせた。

　どうして支社長が運転しているのだろう……。あ、昨日自分で運転してきて泊まったからだ。初めて見る深緑の艶やかなフォルムのこの外車は、支社長の愛車なんだ。

　紳士的に車から降りようとする彼を止める。

「大丈夫です。降りないでください」

　まわりを確かめてから助手席のドアを開け、急いで乗り込む。そんな私に支社長はククッと笑う。

「いけないことをしているみたいな動きだな」

「実際、そうです。支社長と出かけているところを他の社員に見られたら……」

　シートベルトを締めると自分の腕を身体に回し、ぶるっと震える。

「我が社は社内恋愛を禁止していないが？」

　支社長は、私がふたりのことを隠そうとしているのが不思議らしく、首を傾けてこちらを見る。

「相手が支社長ですから……」

　こそこそしている自分が滑こっ稽けいで嫌になる。そんな思いもあり、呟くような声しか出ない。

　支社長じゃなかったら、隠す必要もなく正々堂々としていられた。

「ディーンと呼べよ。もう社外だぞ」

　外を見ると、いつの間にか地下駐車場を出て、雨が打つ道路を走っていた。

「いろいろ話したいことがある。ホテルの部屋でもいいか？」

「え……」

「セックスはしない。キスをしないというのは約束できないが」

　外国人だからか、オブラートに包まず率直に支社長は言う。

　戸惑ってしまうものの、はっきり言ってくれたほうが、ほとんど恋愛経験のない私には意図がわかっていい。

　約束は絶対に守る人。だからちゃんと言葉にされると、困惑するけど安心感もある。

「わかりました。ホテルの部屋でいいです」

　そう言いながらも、ホテルで千波兄に会ったらどうしよう、と考える。普段は本社にいるはずだから大丈夫だろうけど。

　そんなことを考えているうちに、朝倉ホテルが見えてきた。車はエントランスではなく地下のスロープを下っていく。

　駐車場のスペースに車を停めた支社長は、降りて助手席側へ回ってくる。助手席のドアを開けて私が降りるのを見ると、後部座席からスーツの入ったケースと小さめのボストンバッグを取りだした。

「行こう」

　支社長の泊まる部屋へ行くと思うと、緊張してくる。一歩踏みだす足が震えていた。

『セックスはしない。キスをしないというのは約束できないが』

　そう言われたのを思い出し、なんとか緊張を和らげようとした。




　自分が泊まるセミスイートのドアを開けた支社長は、私を先に部屋に通す。

　寝室とリビングが分かれている豪華な部屋だ。調度品のこだわりもさすが朝倉ホテル。それでいて居心地のいい空間だった。

　支社長は私に、花柄のアンティーク調のソファにかけるように言うと、引き出しからルームサービスのメニューを持ってきて見せる。

「お腹が空いただろう？　食べたいのを選んで」

　正直、お腹が空いているのかわからない。この部屋で彼とふたりっきりで、心臓が口から飛び出てきそうなのだ。

　開いたページはパスタ料理で、目に飛び込んできたエビのトマトクリームソースのリングイネを選ぶ。このシチュエーションではなにを食べても同じだろう。おいしい料理も支社長の魅力には勝てない。

　他のメニューをなんとなく見ていると、ソファの背越しに支社長が覗き込んできた。

「決めた？」

　支社長の吐息が頬にかかるくらいの近い距離に、ビクッと肩が跳ねそうになるのをどうにか抑える。

「食べたいものを好きなだけ頼むといい」

　やっぱり近すぎて支社長を意識してしまい、持っていたメニューを膝の上に落としてしまった。

　急いでもう一度持とうとすると、腕が伸びてきて、彼の手が私の手に重なる。

　私の心臓はドクドク波打っているのに、支社長はメニューに気が向いているように見える。こんなに私をドキドキさせているのに、支社長はそうじゃないんだと思うと、少し憎たらしくなる。

　電話でオーダーする支社長を少しすねたように見ていると、受話器が置かれた。そして彼は私の隣に座ると、長い脚を組んだ。

「さてと、萌の戸惑いから解決しよう」

「解……決……ですか？」

　顔を上げると、アクアマリンの宝石のような瞳と視線がぶつかる。

「ああ。結論から言えば、私は君に惹かれている。君もそうだろう？」

　私は君に惹かれている……。その言葉に、天にものぼるような気持ちになる。舞い上がってしまいそうだ。

「私は支社長を会社案内のリーフレットで見て、いつかこの人の下で仕事をしたいと思って入社試験を受けたんです。実際は見ているだけでいい……と思っていましたが。でも、夢が実現して……だんだんと……」

　正直に自分の気持ちを話し始める。

「私も、千波の家で会ったときから、萌を自分のものにしたいと思っていた。私たちは互いに惹かれている。付き合うべきだと思わないか？」

　微笑みを浮かべる支社長は、会社では見せない色気をまとっていた。彼の魅力に頭がクラクラしてきた。

　でも、ちゃんと考えないといけない。私たちが人目をはばからず付き合えば……ひどい噂が流れてしまうに違いない。それに私はきっと耐えられない。

「……誰にも……秘密なら」

「秘密？　私たちが付き合うことになんの障害もないだろう？　なぜ秘密にしたいんだ？」

「いろいろと言われたくないんです」

　秘密にしたいわけじゃない。初めてステキな恋人ができたのだ。

　だけど、やり甲斐のある仕事も大切だった。

「……わかった。君の気持ちを尊重する。私たちが付き合うことは秘密にしよう」

　ゆっくりと支社長の顔が近づき、唇が重なる。まるで契約の印のように。

　これから私たちは秘密の恋人関係……。付き合うことがうれしい反面、寂しい気持ちにも襲われる。

　何度も甘く口づけられていると、ドアチャイムが鳴り、ルームサービスの到着を知らせた。

　キスを中断させられた支社長は、ため息をつくと肩をすくめてドアへ向かった。

　その後、パスタの他にも、デザートやフルーツがテーブルを彩る。

　そして食事をしながら、支社長は自分の離婚歴に触れた。

「萌は、私が離婚していることが気になるかい？」

「……気になるのは、奥様がどんな人で、どうして別れたのかということです。愛し合っていたんでしょう？」

　食事をしながら気軽に話す話題ではないかもしれない。そもそも食欲がないせいで、目の前のリングイネはほとんど口にできていない。支社長にドキドキさせられて胸がいっぱいなせいでもある。

　支社長が愛した人のことを知るのは怖かった。でも、聞かずにはいられない。

「彼女……タマラはそこそこ人気のあるモデルだった。あるパーティーで知り合い、彼女の美しさに惹かれて、半年後に結婚した。結婚生活は二年続いたが、性格の不一致で別れたんだ」

　どんなに美しい人なのか、インターネットで調べてみたくなった。

「性格の不一致って？」

「男女の仲ではいろいろとあるんだ。衝動的に結婚したせいで、わからなかった部分もあってね」

　支社長は思い出したくないことのように、そっけなく言った。

「もうその人を少しも愛してはいない……？」

　離婚したとはいえ、一度は愛して結婚までした人に嫉しっ妬とする。こんな気持ちは初めてだった。千波兄を好きだった気持ちとも違っていた。

「それは、嫉妬してくれているのかな？」

　口元を緩ませる支社長に、思わず素直に頷いてしまう。

「うれしいな。だが安心してほしい。離婚前から愛はなくなっていた」

　どんな性格の不一致だったんだろう。でも支社長は言いたくなさそうで、無理に聞くわけにもいかない。

　離婚前から愛はなくなっていた……それだけでいい。




　キス以外のことはしないと約束した通り、支社長は食事が終わると自宅へ送ってくれた。

　明日から、秘密の関係が始まる。柏木さんに知られないで付き合うことなんてできるのだろうか。ちょっと無理がある気がしてならない。

　それに、心に引っかかるものがある。彼は私に惹かれていると言ってくれたけど、好きとは言ってくれていない。

　この関係はいつまで続くのかな。

　ダメになったら、支社長の下で働けなくなるかもしれない。










秘密の関係




　翌日。支社長室のデスクを拭いていると、支社長と柏木さんが入ってきた。

「おはようございます」

　手を止めて、いつものように頭を下げる。

「おはよう」

　支社長は無表情のまま挨拶をすると、席に着いた。すぐに柏木さんが今日の予定を確認し始める。

「萌、コーヒーを淹れてくれ。豆は任せる」

「はい。かしこまりました」

　給湯室に行き、コーヒーを淹れる。次第に部屋にはコーヒーの香りが充満していく。

　この仕事がダメになっても、カフェで仕事ができそう。

　コーヒーを持っていくと、彼はソファで柏木さんとミーティングを始めていたので、私は秘書室へ戻った。

　三十分ほどで、柏木さんも帰ってきた。

「今ディーンが持っている書類を確認し終えたら、須山製薬の須山専務までお届けをお願いね」

「はい」

　少しして支社長に呼ばれた。書類を受け取りに支社長室に入り、ドアを閉めて振り返ったところで横から抱きしめられる。

　彼の思いがけない行動に、驚きの声を上げるところだった。

　顔を上げると目が合い、アクアマリンの瞳が楽しげに見ていた。

「支社長、ふざけるのはやめてください」

　小声でたしなめると、髪にキスが落とされる。

　支社長がいつもつけているフレグランスの香りを深く吸い込んでしまい、胸の鼓動が激しくなる。

　昨夜のこともあって、今日は彼に会うのが恥ずかしかったけど、平常心を保とうとしている。

「昨日別れてからどんなに会いたかったか、君にはわからないんだな。クールに振る舞うには自制心をかき集めなければならなかったよ」

　支社長の言葉がうれしくて、胸がときめいてしまう。

「私も……。でも、今は仕事中です。離れてください」

「萌は真面目すぎるな」

　大げさにため息をつかれて、抱きしめられていた腕がほどかれる。

「仕事中は誘惑しないでください」

　そう言ったのに、サッと唇に掠めるようなキスをされてしまう。

　驚いて、目を見開いて支社長を見ると、満足そうな笑みが返ってきた。

「唇に……」

　支社長の唇に、ほんの少しだけ私のルージュがついてしまっている。それを拭おうと腕を伸ばした。

　私の指先が彼の唇に届いたとき、グイッと引き寄せられてまた唇が奪われる。

「んっ……」

　熱い舌が入り込み、私をとろけさせるほど強引にキスを求められる。

　こんなことしたら……ダメなのに……。

「ん……支社長……」

　支社長の胸に手を置いて身じろぐと、彼は甘いキス音をさせてから静かに離れていった。支社長の唇には私のルージュ……そこでハッとして手を自分の口元へ持っていく。

　私、ひどい顔をしているに違いない。

「萌」

　どうしようと困惑している私に、支社長はなにかをビジネスバッグから取りだして渡す。それはクレンジングシートとルージュだった。

　それを見てホッとしたのも事実だけど、キスするのは計画的だったんだ、と彼を呆あきれたように睨にらむ。

「萌に触れずにはいられないからな。早くルージュを直して。それは仮眠室に置いておけばいい」

　クレンジングシートとルージュのことを言っているんだろう。

　私は我に返ると、給湯室から仮眠室におそるおそる足を運び、急いでキスの痕跡を消そうとした。

　さっきのキスでまだ胸がドキドキして、呼吸が乱れている。熱く乱れた心を落ち着かせようと水を飲んでから、支社長室に戻った。

　彼は今までのことはなかったかのように涼しい顔で、書類をデスクに広げていた。その顔を上げて私を見ると、笑みを浮かべる。

「……書類をください」

「ＯＫ」

　支社長はデスクの上に用意していたＡ４サイズの封筒を私に渡す。

「須山専務には笑顔を向けるなよ」

「どういう意味ですか？」

「萌を気に入っていたからだ。だから魅力的に振る舞うな。ただ書類を渡すだけだぞ」

　支社長に心配されるのはうれしい。顔がにやけそうになる。彼にもそれがわかってしまったのだろう。

「もし須山専務から萌の話題が出たら、お仕置きだからな」と言われてしまった。

「わかりました。普通に書類を手渡してきます」

　大事な書類を胸の前で抱え、にっこりと笑みを浮かべてお辞儀をした。

　支社長室にいたのはおそらく十分くらい。用事を言いつけられるには長すぎる時間だけど、平静を装い秘書室へ戻る。

　柏木さんは、部屋に入ってきた私をちらりと見ただけ。『遅かったわね』などとは言われず、私は小さく安あん堵どして「須山製薬へ書類を届けに行ってきます」と断りを入れた。

　会社を出て、空を見上げる。梅雨空で今にも雨が降りだしそうな天気だ。

　須山製薬は、我が社の最寄り駅から三つ目の駅の近くにある。

　初めて行くので道を知らない私は、スマホの地図アプリを見ながら歩く。

　須山製薬の二十階建ての本社ビルのエントランスに到着したとき、ポツポツと雨が降ってきた。

　受付で須山専務を呼びだしてもらうと、十九階の専務室へ行くように言われる。エレベーターに乗り、十九階で降りたら、目の前に須山専務が立っていた。

「藤田さん、わざわざすみません」

　人当たりのよさそうな笑顔を向けられて、支社長の言葉が思い出される。

『須山専務には笑顔を向けるなよ』

　そう言われても、無愛想に振る舞うことなんてできないし……。

　静かに頭を下げて書類を渡そうとする。

「お茶でもいかがですか？　せっかく来てくださったんですから」

　そんなことを言われるとは思っていなかった。

「申し訳ありません。すぐに戻らないと」

「では、車で送ります。雨が降ってきましたし。ちょっと待っていてください」

　私が答えるのも待たずに、彼は書類を持って廊下に消えていった。

　送るって……困る……。送ってもらったと支社長に言ったら怒られちゃうな。

　書類の代わりに、車の鍵を手にして戻ってきた須山専務。

「お忙しいのですから、本当に結構です」

　やんわり断ってみたものの、笑顔で「送ります。遠慮しないでください」と言われては、これ以上は気を悪くされてしまいそうだ。

　エレベーターに乗り、須山専務は一階と地下一階のボタンを押した。

「エントランスで待っていてください。車を回しますから」

「いえ、一緒に駐車場まで伺います」

　須山専務にわざわざ車を回してもらうなんてできない。

「いいえ、藤田さんはお客様です。そんなことはさせられません。すぐ行きますから」

　一階で無理やり降ろされてしまい、仕方なくエントランスに向かう。

　こんなことくらいちゃんと断れないなんて、まだまだ経験が足りないんだろうか。

　待っていたエントランス前に滑り込んできたのは、紺色の流線系の外車。その車を見て、彼はやはり須山製薬の御曹司なんだと再認識する。

　須山専務は運転席から、私が立っている助手席のほうへ身を乗りだし、車内からドアを開ける。

「どうぞ乗ってください」

「本当に申し訳ありません」

　私は恐縮しながら助手席に乗り込み、シートベルトを装着した。

　車が走りだし、乗ってしまったことを後悔し始める。

　支社長に余計な心配をされたくないから知られたくないし、玉の輿狙いの宮崎先輩に万が一見られたら嫌だな。会社の手前で降ろしてもらうわけにはいかないかな。

「――がいますか？」

「えっ？　今なんと？　申し訳ありません……」

　話を聞いていなくて、赤面するほど恥ずかしい。

「ははは……僕はそんなに魅力がないでしょうか？」

「い、いいえ……考え事をしていたので……」

「藤田さんは、お付き合いしている方がいますか？と聞いたんです」

　プライベートなことを聞かれて驚くけど、「はい」と答える。

「その方はロイド支社長ですか？」

　支社長の名前が出て、心臓が大きく跳ねる。

「いいえ。なぜ支社長だと……？」

「なんとなくです」

　なんとなくで軽く言わないでほしい。

「そのお付き合いしている方と結婚の話がなければ、僕を候補に考えてもらえませんか？」

「な、なにをおっしゃっているんですか？」

　慌てふためく私に、ちょうど赤信号でブレーキを踏んだ須山専務が顔を向ける。

「僕はお買い得物件ですよ」

「お買い得物件だなんて……」

「数えきれないくらい、花嫁希望の女性とデートしたんですが、一緒に暮らすところを想像できないんです。でも、ひと目ぼれしたあなたとならしっくりくるんです」

　いきなりそこまで言われてしまうと、気持ち悪さが先立つ。三回しか会ったことのない、しかもただ顔を合わせる程度の接触しかしていないのに、『私とならしっくりくる』って考えるのはおかしいよ。

　笑顔の須山専務は、値踏みをするような視線で見つめてきて、私は思わず背筋をゾクッとさせてしまう。受付で対応したときは、爽やかなイケメンだなと思っていたけれど……。

「申し訳ないのですが、結婚を約束している彼がいます」

　嘘も方便。ここはしっかり断らなければ。

「それは本当ですか？」

　疑っている様子に、真剣な顔をして「本当です」と言う。

「……そうですか……残念です」

　気まずい空気が車内に流れ、早く着かないかなと視線を膝の上に落とした。

　そんな雰囲気の中、『近くで降ろしてください』とは言えず、須山専務の運転する車は会社に到着した。

「困惑させてしまいましたね。すみませんでした。彼と別れたときにはデートしてください」

　車を停めた彼にあっけらかんと言われて、思わず愛想笑いになってしまう。

　気を悪くした様子ではなく、とりあえずホッと安堵した。

「送ってくださり、ありがとうございました」

　車から降り、運転席へ回って須山専務にお礼を伝え、車を見送ってから回転ドアに向けた足が、ギクッと止まる。

　支社長が数メートル先で、私を冷たい瞳で見ていたのだ。非難するような視線に身体が震える。

　怒っている……？

「支社……長……」

　そこへ社用車の運転手が後部座席のドアを開け、支社長は表情を和らげないまま車に乗り込んでしまった。

　図々しく男性の車に乗って、送ってもらう女だと思われてしまったかもしれない。冷たい瞳はまるで氷のように見えた。

　どうしよう……。

　泣きそうな顔をうつむけ、回転ドアを抜けて足早にエレベーターホールに向かう。

　エレベーターに乗ると、落ち着こうと言い聞かせた。このまま秘書室へ入ったら、柏木さんになにかあったのかと悟られてしまいそうで。

　三十五階に到着してもまだ動揺していて、急いでレストルームに入った。

　鏡を見てみると、思った通り瞳は潤み、泣きそうな顔をしていた。

　こんな顔をしてしまうほど、私は支社長が好きなんだ……。あとでちゃんと話せばわかってくれるはず……。

　なんとかごく普通の顔を作り、動揺を悟られまいと柏木さんから指示された仕事をこなしつつ、支社長の帰りを待っていた。

　けれど終業時間になり、彼は直帰だと柏木さんから知らされ、顔には出さないようにしたけれどがっかりした。

　帰ってきたら、いつもの支社長に戻っているはず……時間が経つにつれてそう思えていたのに、話す機会を失い、気持ちが落ち込む。

「お疲れさま」

「お疲れさまでした」

　先に秘書室を出ていく柏木さんを見送り、ガクッとイスに腰を下ろす。

　今日中に話したかったな……。




　それから三十分ほど残りの仕事を片づけていると、秘書室のドアが突然開き、私はイスの上で固まる。

「支社長……」

　彼は長い脚でつかつかと近づいてくる。そして、私の腕を掴んで立ち上がらせた。

「あっ……」

　強引な腕に困惑していると、いきなり唇を塞ふさがれ、噛みつくようなキスに目が大きく見開く。

「ゃ……っん」

　抵抗もむなしく、舌を口内に割り込ませられ、強引なキスが続く。

　むさぼるようなキスに身体の芯が熱くなり、腰に力が入らなくなって、支社長の首に腕を伸ばした。

　味わいつくすような深いキスに、私の頭はなにも考えられなくなっていく。鼻び腔こうを掠める支社長のフレグランスの香りとキスに酔っていた。

　強引だったキスは次第に私の上唇や下唇を優しく啄ついばみ、キスが唐突に終わった。

　突然、支社長は私を解放してイスに座らせると、目の前で片膝をつく。

「すまない。やりすぎた」

「……怒っているんですね？」

　罰するようなキスを思い出し、涙が出てくる。応えてしまう自分が情けない。

「私……」

「嫉妬したんだ。君が須山専務の車から降りたのを見て」

「断ったけれど、強く言えなくて送っていただいただけです。ごめんなさい……」

　涙を拭いてくれる支社長の手を、両手でそっと包み込む。

「こんな男で幻滅したか？」

「いいえ」

　私を嫌わないで嫉妬してくれていた。完璧な男性にこんな一面もあるのだと、人間味を感じてますます好きになる。

「よかった。もう帰るところだったんだろう？　私はこれからジャックを待つ必要があって、送ってあげられないが」

「大丈夫です。お先に失礼します」

　支社長は秘書室を出る私を、エレベーターまで送ってくれた。

　ひとりになると強引なキスを思い出して、静まった熱がまた復活しそうだった。




「ただいま～」

　リビングへ入ると日菜ちゃんがいた。

「おかえりなさい。お母さんはお父さんと食事に出かけているよ」

「で、日菜ちゃんはどうしたの？」

「私は留守番していたの」

　にっこりと意味ありげに笑う日菜ちゃん。

「留守番なんか、いなくても大丈夫でしょう？」

「まあね。実は萌とディーンがどうなったんだろうって好奇心が抑えられなくて。ちょうど千波くんは神こう戸べに出張だしね」

「好奇心って……」

　興味津々で瞳を輝かせる日菜ちゃんに呆れた。

「ね、ディーンと個室で食事したんでしょ？　それからデートした？　なにを話したの？　彼は萌のこと、どう思ってるの？」

　日菜ちゃんは個室というところを大きく強調していた。

「もう！　日菜ちゃんったら暇人っ！」

「だって気になるの！」

「なにもないから、ほっといて。手、洗ってくる」

　テーブルの上に夕食の用意がされているのをちらっと見て、洗面所に行った。

　蛇口から流れる水を見ながら、まだ詳しく話すのはやめようと思った。

　ダイニングで夕食を食べながら適当に支社長のことを説明すると、なにもない私たちに日菜ちゃんはがっかりしている。

「私が親友の義妹だから、気にかけてくれているだけみたい」

「そうかな～」

　日菜ちゃんはまだ納得していない様子だったけれど、最後に「応援しているよ」と無邪気な笑顔を浮かべた。










噂の波紋




　それから支社長は多忙の中、少しの時間を見つけてはちょくちょく夕食に連れていってくれた。

　彼は海外出張も多く、そういうときはカーティスさんを同行させる。いつか私も海外出張に付き添えたらと思う。




　充実した毎日を過ごすうちに、いつの間にか、季節は真夏になっていた。

　柏木さんがランチから戻ってきて、それと入れ替わりに私は三十三階のレストランへ行った。

　中へ入ると、滅多に顔を合わせることのない金田さんたちがいた。食事をしていたら、彼女たちは私のほうを見てひそひそと話をしているように見える。

　また噂話に花を咲かせているんだ……さっさと食べて出よう。

　柏木さんの下で働くようになってから二ヵ月以上経つけれど、いまだに流れているらしい私と支社長の噂は、ときどき絵美から聞いている。なにか噂されていたら教えてほしいと話しておいたからだ。

　そんな話をするとき、絵美は『なにを言っているんだろうね！』と憤慨しながら教えてくれる。

　食べ終えて立ち上がると、金田さんたちも席を立ち、つかつかと近づいてきた。

「藤田さんたら、やっぱり支社長に色目を使ってたのね」

　金田さんは私の目の前にやってきて、睨みつけてくる。

「いったいなにを……!?」

　いきなり支社長のことを持ちだされて、すぐに反応できない。

「一昨日おととい、あなたと支社長を朝倉ホテルで見たって言う人がいるの。ホテルで会っているなんて、誰が見ても深い関係だとしか思えないわよね。あなたが秘書課へ出向になったのはおかしいと思っていたのよ」

　一瞬、目の前が真っ暗になった。

　一緒のところを見られていた……？　確かに一昨日は、海外出張から戻ってきた支社長と食事をした。出張で疲れているだろうからと、朝倉ホテルで食事をして、私はひとりで帰ったのだった。

「誤解です」

　それしか言葉にできなかった。蔑さげすむような視線が痛くて、逃げるようにレストランを出た。

　どうしよう……支社長に話すべき？

　秘書室に戻りながら、強く否定しておけばよかったと後悔していた。あれでは本当のことだと認めているようなものだった。

　柏木さんの耳に入るのも、あっという間かもしれない。

　秘書室に入ると、柏木さんは支社長の用事で外出中だった。動揺しているのがすぐに見破られそうだったので、いなくてよかったと胸を撫で下ろす。

　突然、支社長室と繋がるドアが開いて支社長が顔を覗かせた。

「萌、いたのか。コーヒーを頼むと言ったのだが」

「す、すみませんっ！」

　先ほどのことを考えていて、インターホンの声が耳に入っていなかったようだ。

　慌ててイスから立ち上がり、ドアのところにいる支社長の横を通って給湯室へ入る。

　ぼんやりしちゃダメ！　インターホンからの支社長の声が耳に入らないなんてどうかしている。

　エスプレッソマシンを動かし、コーヒーを抽出する。

　自分を叱しっ咤たするも、注意力散漫になっていた。コーヒーを淹れてトレーの上に用意し、支社長室のドアを開けた瞬間、ぐらっとカップが動いて熱いコーヒーが手の甲にかかった。『あっ！』と思ったときには、カップはガシャンと音をたてて床の上に落ちていた。

「きゃっ！」

　私の悲鳴に支社長が飛んできて、腕を掴まれ給湯室へ戻される。

　蛇口から吹きだす勢いのある水を、赤くなった手の甲へ当ててくれる。

「大丈夫か？」

「すみません……カップを割って――」

「そんなことはいい。痛むだろう？」

　ミスをしてしまった私に、彼は優しく言ってくれる。

「それほどかかってはいないので、もう大丈夫です」

　水で冷やされた手の甲は、ほんの少し赤くなっただけの軽いやけどで済みそうだ。

「淹れ直します」

「私がやる。そこのソファで休んでいるんだ」

　支社長はエスプレッソマシンの前に立つ。

　そう言われても、支社長がコーヒーを淹れているのにソファで休むことなんてできないし、割ってしまったカップの処理もある。

　しゃがんでカップのかけらを拾おうとすると、指に鋭い痛みが走り顔をしかめる。

「っ……」

　その瞬間、かけらで切ってしまった人差し指に、血がつーっと滲にじんできた。

「なにをしているんだ。指を切ったじゃないか！」

「こ、これくらい平気です」

　立たされてもう一度、水道水で血を洗い流される。

「どうしたんだ？　熱でもあるのか？」

「ないです。おっちょこちょいなだけで……」

「いや、いつもの萌らしくない」

　探ろうとするアクアマリンの瞳が、深い色に変わる。

「そんなことないんです。私、これでも小さい頃から食器を割るのが得意で……」

　事実が口から出たけど、なにを言っているんだろう……と自己嫌悪に陥る。

「まあいい」

　ソファに連れていかれて、強引に座らされる。支社長はデスクの引き出しから絆ばん創そう膏こうを一枚持ってきて、隣に座った。

「前に紙で指を切ったときに、裕美が持ってきてくれたものだ」

　私の人差し指に絆創膏が丁寧に貼られる。

「ありがとうございます」

「手の甲は少し赤いが、大丈夫みたいだ。動かずに待っていろよ」

　そう言って彼は給湯室へ行き、カップをふたつ持って戻ってきた。

「飲みなさい。気持ちが落ち着く」

　ひと口飲んだコーヒーは甘かった。

「おいしいです。お砂糖、入れてくれたんですね」

　甘いおかげか、少し気分が穏やかになってきた。

「ああ。疲れているようだから、いつもより多めに入れたんだ」

　支社長の心遣いがうれしくて、微笑みを浮かべた。

　噂のことは言わないでおこう。否定し続ければいい。支社長をわずらわせてはいけない……。




　その日から二日経った木曜日。今夜は支社長は柏木さんを連れて、取引先との食事会へ行った。

　私はというと、柏木さんに頼まれた書類を作成していた。部屋には壁にかかっている時計の音と、私の打つキーボードの音しかしない。

　時計を見ると、二十三時過ぎ。二十二時の時点で今夜は帰ることをあきらめていた。

　この書類を明日一番に見せなさい、だなんて……。

　凝った肩をほぐすように首を大きく回し、ため息をついた。

　柏木さんの耳にも、私と支社長の噂は入っているかもしれない。でも、なにも言われないからわからない。

「さ、仕事仕事！」

　これから数十億円もの取引をする、タイの食品会社の経営調査書が上がってきて、それをまとめていた。

「なんなのぉ～、この英文！」

　意味がわからない単語が出てきて、お手上げ状態で顔をデスクに伏せる。

「でも、やらなきゃ！　集中！　集中！」

　自分に気合いを入れたとき、どこかでガタッと物音がしてビクッと身体が跳ねる。

「今、この階には私しかいないはずなのに……」

　幽霊なんかの変な想像をしてしまい、背中がゾクッとして怖くなった。座っていられなくなって思わず立ち上がる。

　シーンと静まり返った部屋の中で、時計の秒針の音だけがやけに耳につく。

「あの物音は、気のせい……？」

　夏の夜だから余計に怖さが襲ってくる。

　幽霊じゃなくて、泥棒ってこともありえる？　ううん、もしかして警備員の見まわりとか……。

　いい方向に考えて、廊下に繋がるドアにそろりと近づき、そっと開けたとき――。

「萌！　まだいたのか」

　隣の支社長室から支社長の声がして、ネコが驚いたときのように身体が大きく飛び跳ねた。振り返ると、彼がドアのところに立っていた。

「はぁーっ……よかった……」

　開けたドアを閉めて、ホッと息をつく。

「私も驚いたが、そんなにビクビクしてどうしたんだ？」

　まさかこんな時間に私がいるとは思わなかったのだろう。

「物音がしたから、怖かったんです」

　まだ心臓がすごい勢いでドクドク脈打っている。うっすらと額に冷や汗もかいているみたいだ。

「ここは指紋登録した者しか入れないのに？」

「だから、幽霊かもって……」

　支社長は『やれやれ』と首を横に振ると、私を抱きしめた。

「怖くて震えているのに確認しようとするとは、萌は勇敢なんだな」

　ひんやりと汗ばんでいる額に唇が当てられる。

「ところで、こんな時間まで仕事をしているとは思わなかった。どの仕事に手間取っているんだ？」

　私から離れた支社長は、パソコンに映しだされている図表を見た。それからデスクの上の書類もペラペラとめくり、次第に厳しい顔になっていく。

　え……なにか間違っている？

　先ほどまでとは打って変わり、口元を引きしめた支社長の横顔に戸惑う。

「萌、この書類は来週の半ばでいいはずだが？」

「柏木さんに、明日の朝までと指示を……」

「私が言っているのだから間違いない。裕美には明日、私から言っておこう。おそらく勘違いをしているんだろう」

　私のデスクに腰を預け、書類を手にしている支社長に心臓が高鳴る。でも、この気持ちと仕事を切り離さなければ。

　私は大きく首を横に振った。

「支社長、私が柏木さんに頼まれたんです。指示通り、明日の朝までにやりますから」

　支社長に言われたからといってやらなかったら、柏木さんは私の仕事に対しての打ち込み方に不信感を抱くはず。頼まれたことはしっかりできると思われたい。私の見本である柏木さんに信頼されたい。

　支社長の手から書類を取り上げて、パソコンに向かう。

「萌……」

「支社長は仕事をしに来られたんですよね？　どうぞ取り組まれてください」

　パソコンの画面を見ながら、わざとそっけなく言う。

　カタカタとキーボードを打っていると、彼がデスクから離れたのがわかった。

　見ちゃダメ。集中しているふりをしないと、同じ部屋にいる支社長にどうしても意識を持っていかれる。

　ドアがパタンと静かに閉まった。その音を聞いて、こわばらせていた肩を落とし、息を吐きだした。緊張で、気づかないうちに息をひそめていたようだ。

　行っちゃった……。

　自分が言ったのに、実際にいなくなってしまうと悲しいし、寂しかった。

「はぁ～」

　ため息をつき、両手を上げてうーんと伸びをした。

「がんばろうっ！」

　大きな声を出してから、書類に集中する。支社長が現れたことでペースが乱れてしまった。




　それから一時間。相変わらず部屋の中にはキーボードを打つ音と、私が時折イスにもたれるキイッという音しかしない。

「あ～、眠い……コーヒーを飲もう」

　支社長専用のエスプレッソマシンで淹れたおいしいコーヒーを飲みたいけど、隣で仕事をしている彼の邪魔はできない。ここに置かれているインスタントコーヒーで我慢しよう。

　そこへ、ふいに秘書室のドアが開いた。顔を上げると、支社長が両手に大きな紙袋を持って入ってくるところだった。

「し、支社長!?」

　仕事をしていると思っていたのに、どこかへ出かけていたんだ……。

　大きな紙袋に首を傾げる。

「萌、なにも食べていないんだろう？　少し休むといい。こっちへおいで」

　彼は私を支社長室へ手招きした。

　応接セットのテーブルに並べられていく、寿司、ピザ、サンドイッチ、フルーツの盛り合わせ。

「……すごい」

　おまけに高級感のある、光り輝くチョコレートケーキまで。到底ふたりでも食べきれる量ではない。

「夕食、まだ食べていないだろう？　ホテルに戻って作ってもらったんだ。しっかり食べろよ。座って」

　支社長は、あっけに取られる私に、楽しげな笑みを浮かべた。

「……支社長は……夕食を……」

「もちろん。取引先との食事会だったからな」

　私が座ると、金の縁取りが施された白い陶器の皿とフォークが目の前に置かれる。

「どうしてこんなに買ってきたんですか？」

「萌が今なにを食べたいか、わからなかったからな。朝倉の料理長に頼んで作ってもらった。とやかく言わずに早く食べろよ」

　戸惑うけど、支社長の心遣いがうれしい。今日はお昼を食べて以降はコーヒーしか口にしていなかったから、胃が痛くなるくらい食べ物を求めていた。

「食べたいものを言いなさい。取ってあげよう」

「それくらい自分で――」

「やってあげたいんだ。どれを食べる？」

　今は支社長に甘えたい気分だった。そして、彼は私を甘えさせたい気分のよう。

　私は微笑むと、ひと通りの料理名を言った。




「ごちそうさまでした。これ以上、ひと口も入らない……」

　二十四時を回っているのについ食べすぎてしまい、ちょっと罪悪感がある。最後にチョコレートケーキまで食べてしまったのだ。

　今日ぐらいいいよね、と思ってしまったのと、支社長の気持ちがうれしく、残したくなくてがんばってしまった。

　結局は、食べきれずに残っているんだけど。

「萌」

　彼の指が突然伸びてきて身構えてしまうと、口の横に触れられた。

「チョコがついている」

　親指の腹で優しく拭われ、支社長はその指を舐なめる。彼の仕草は官能的だった。

　指を舐めるようにキスしてほしいと、支社長の唇を見つめてしまう。

　彼の澄んだ瞳に見つめられ、今すぐにでも抱きしめられそうなシチュエーションなのに……私の思考回路はほぼ停止状態になりつつある。お腹がいっぱいになったのと、疲れのせいで頭がぼんやりしてきた。

「萌？」

「ごめんな……さい……少し寝か……せ……」

　そして意識を手放した。




　とてもいい夢を見ていた気がする。眠りながら笑みを漏らし、ゆっくりと意識を浮上させ、そこで私の目が大きく見開く。

「支社長っ!?」

　目の前には支社長の寝顔。私は彼に抱きしめられるようにして、ベッドの上にいる。

　支社長はスーツのジャケットを脱いだ状態で、私もブラウスとスカートで横になっていた。

　……そうだ、食べたら急に眠くなって……。

　そこでハッとなる。

「いけないっ！　書類！」

　腕時計を見ると、六時を回っている。あと二時間で終わる量ではなかった。

　なんで寝ちゃったのっ！　ううん。眠くなったとき、支社長に少ししたら起こしてもらえるように頼んでおけばよかった！

　静かに眠る彼の腕からそっと抜け出ると、秘書室に向かった。

　部屋に入り、パソコンのEnterキーを押すも、作業していた画面が開かない。パソコンの電源が落とされていたのだ。

「どうして……？」

　勝手に電源が落ちたとしたら、書類が……。

　慌てて電源を入れて、起動するまでの時間がもどかしい。途中までやった書類が消えていたらどうしよう。

　パスワードを入れると、画面がすぐに変わった。マウスを動かして書類のファイルを開き、「えっ？」と声を上げる。

「できてる……あっ！」

　きっと支社長が！　私が寝ている間に……。

「もう……私ったら、なにやってるんだろう……」

　秘書の仕事なのに、支社長にやらせてしまうなんて。

　仮眠室に戻ると、彼はベッドに腰かけていた。シュンとしている私を眠そうな目で見て微笑む。

「なんて顔をしている？」

「支社長、書類を……」

「起こしたくなかったんだ」

　ベッドから腰を上げた支社長は、私の頬を両手で囲み、おでこにキスを落としてから唇にも触れる。

「一度ホテルへ戻ってから来る」

　気落ちしている私の頬を軽くつまんだあと、仮眠室を出ていった。おそらく、ここにふたりで泊まったと思われないようにと考えてのことだろう。




　書類をプリントアウトしてクリアファイルに入れたとき、ドアが開いて柏木さんが入ってきた。

「おはようございます」

　頭を下げて挨拶をすると、「おはよう」とそっけない返事が返ってきた。

　柏木さんに近づき、書類をデスクに置くと、彼女は少し驚いた顔になる。

「徹夜したのね？」

「……はい」

　自分で仕上げた書類ではないから、すぐに『はい』と答えられなかった。支社長は朝倉ホテルに戻るとき、『ちゃんと自分でやったと言えよ』と言い残していったけど。

「がんばったのね。あと十分でディーンが来るわ。コーヒーの用意をして」

　滅多に褒めてくれない柏木さんの言葉に罪悪感を覚えながら、支社長室へ向かった。

　このことは、私を深く反省させる出来事となってしまった。




　その日の昼食時にレストランへ行くと、いつもの三人だけじゃなく、他のふたりの秘書も食事をしていた。窓際では重役ふたりが食事をしている。

　いつものようにドアの近くで食べていると、ふたりの秘書が帰りがけに私のテーブルの横に立った。そしてなにも言わずににっこり笑うと、ひとりがさりげなくコップの水を私の頭にかけた。もうひとりが壁になっているから、他の人は気づかない。

　水を頭からかけられ、声を出せないまま身体が固まる。前髪から垂れてくる水は、テーブルと膝の上へ落ちていく。

「いつも支社長のそばでのぼせているんでしょうから、冷やしてあげたのよ。どう？　気持ちいいでしょう？」

　呆然としていると、彼女たちはクスクス笑いながら行ってしまった。ハンカチで頭を拭いていたら、また誰かがテーブルの横に立った。

「藤田さん、もう辞めたほうがいいんじゃない？」

　金田さんが憮然とした表情で私を見つめる。

「このままでいると、支社長に迷惑がかかるわよ。秘書を愛人にする支社長、って言われてね」

　……そうだ……支社長にまで迷惑がかかっているんだ……。




　不幸中の幸いでかけられたのは水だったし、スーツのスカートはすぐに乾くだろう。

　レストルームでもう一度髪を拭いて、不自然に見えない程度になってから秘書室へ戻った。

　室内へ入ると、柏木さんの視線が私の髪へと移る。

　やっぱりおかしい……のかも……。

　そう思っていると、柏木さんは重いため息をついて仕事に戻る。

　今のため息はなんなんだろうか……やっぱり噂を耳にしているのかもしれない。

　疲れた……。

　会社に泊まって体力的な疲れもあるけど、精神的にまいりそうだ。今日が金曜日でよかった。

　週末に休めば、また気力が戻ってくるはず。なにも考えないで寝たい……。




　翌日の土曜日。ぐっすり眠れるはずもなく、これから仕事を続けてもいいのか悩んでしまい、ほとんど眠れなかった。秘書たちの冷たい目が忘れられない。

　午後までダラダラとベッドの上にいたけれど、気分転換に歩きたくなった。Ｔシャツとデザイナーズブランドのジーンズに着替えて、近くの公園まで歩く。

「萌」

　ベンチに座って小さな池で泳ぐアヒルを見ていると、隣に千波兄が座った。

「千波兄！　どうしたの？」

　約束したわけでもないのに、突然現れて驚いた。彼はカジュアルな水色のシャツとジーンズだ。

「萌に会いに行く途中だったんだ。ここで見かけてちょうどよかった」

「私に会いに？　日菜ちゃんは？」

「今日は来ていないよ」

　千波兄がひとりで私に会いに来た。どういうことだろう……？

「仕事で悩んでいるんじゃないか？」

「どうしてそれを……？」

「君の力になってもらえたらとディーンを紹介したが、君たちが恋に落ちるなんて誤算だったよ」

　千波兄は静かに話し始めた。

「……うん……千波兄……今、すごくつらいの……」

　大きな手が、私の頭を優しく撫でる。

「俺からのアドバイスは聞きたい？」

「千波兄のアドバイス？」

「それと、日菜からのね」

　日菜ちゃんも？

　困惑した瞳を向けると、千波兄は優しく微笑む。

　私が『聞きたくない』と言えば、彼はなにも話さないだろう。でもこうして来てくれたんだから、感謝して聞こう。

「アドバイス、お願いします」

「わかった。萌、君はキャリアウーマンになりたくて大学も選んだだろう？　頭も切れるし、明朗快活。朝倉ホテルに来てほしいくらい優れた子だと思っている。もちろん、ディーンもそれは見抜いている。だからこそ、秘書課へ異例の異動をさせた」

　私は足元に視線を落とし、黙って聞いていた。

「どうだろう？　恋愛感情なしにディーンの下で仕事をするというのは？」

　ハッとして、千波兄を見つめる。

「それは、別れろってこと？」

「それを決めるのは俺じゃない。ふたりだよ。でも俺は、人生を後悔しないように仕事をがんばってから恋愛をすればいいと思う。萌は仕事をしたかったんだろう？」

　なんだか頭をガツンと殴られて、目が覚めたような感じだった。胸の中のモヤモヤがすーっと晴れていくような感覚。

　そうだ……私は仕事をしっかりやりたかった。

「日菜からのアドバイスは、『今の私は早く結婚して後悔していないけれど、萌と私は違うから、後悔しないように』って言っていたよ」

「日菜ちゃん……」

「俺もディーンと君が今後どうなるか予想できないが、彼は器の大きい男だよ。日本へ来る前は仕事のしすぎで胃い潰かい瘍ようになったくらいだから、萌の気持ちはわかってくれる。仕事を大事にする萌を見守っていくと思う」

　そうアドバイスをしてくれた千波兄は立ち上がり、私の返事は聞かないで、励ますような笑みを向けて去っていった。

　支社長が仕事のしすぎで胃潰瘍になったなんて初耳だった。私はほとんど彼のことを知らなかった……。

　私はＤＫホールディングスの会社案内のリーフレットを見て、いつか支社長の下で働きたいと、高倍率の試験を受けて合格し、入社した。

　思いがけなく支社長の下で働けることになり、恋に落ち……でもみんなに彼の愛人だと言われ、このままでは辞めることになる……。

　深いため息が漏れる。

　今の仕事が好き。辞めたら負け犬になってしまう。

　私はこの会社で一目置かれる存在になれるよう、努力をしよう。




　月曜日の朝、ある思いを胸に出勤した。

　支社長室のデスクを拭いていると、支社長はいつものように柏木さんと現れた。

「支社長、お話があります」

　まっすぐ支社長を見つめて言うと、柏木さんが黙って出ていく。

「話を聞こう。そこにかけて」

　彼はソファに私を座らせると、対面に腰を下ろす。

　この二日間、支社長は電話をかけてきてくれたけれど、出なかった。もしも電話に出て会ったら、決心が揺らぎそうで。

　深呼吸をすると、支社長を見て口を開いた。

「私、支社長が好きです。でも、機会を与えていただいたこの仕事も好きなんです。もっともっといろいろなことを学びたい。秘書としての私を認められたい。だから、支社長との間には恋愛感情を抜きにしたいんです」

「萌……」

　支社長に見つめられて全身が震えてくるけれど、アクアマリンの瞳を見ても決心は揺らいでいない。

　ちゃんと言わなきゃ。

「一年後、私がどれだけの人間になっているかわからないけれど、それでも私を好きでいてくれたら――」

「どうしても辞めたいと言われたなら、プロポーズするつもりだった」

　プロポーズ!?

「だが、君が一年間仕事に全力を尽くすと言うのなら、応援する。君はまだ若いから、経験を積んでいい女になるのを見守るよ。現在出ている噂は私に任せてくれ。君が仕事をしやすい環境を整えるのが、今の私にできることだからな」

「私、がんばります。会社のみんなに認めてもらえるように」

　それから……一年後、支社長がまだ私を好きでいてくれたら、お付き合いしたい。

「しばらくの間、君を抱きしめられないから、今抱きしめていいかい？」

　コクッと頷き立ち上がると、支社長もソファから離れ、私をそっと抱きしめた。




　支社長が噂をどう処理したのかわからないけど、その日はレストランで秘書たちに会ってもなにも言われることなく、平穏に食べることができた。

　柏木さんも、以前より柔らかく私に接してくれるようになり、もっとがんばらなくてはという思いがさらに強くなった。







第三章










一年後の私は




　そして……あれから一年が経とうとしていた。

　私は書類ファイルの束を抱えて、支社長室のドアをノックした。この分厚い書類はすべて私が任され、用意したものだ。

　アメリカの繊維会社との過去最大の契約が二日後に迫っている。この二ヵ月間、寝る間も惜しみ書類を作った。

　本来、繊維会社の会長は本社と契約するはずだったそうだけど、信頼を置いている支社長に任せたがったのだ。

　支社長室に入ると、抱えていたファイルをデスクに置く。

「ありがとう。今晩は徹夜になりそうだ」

　支社長は読んでいた書類から顔を上げずに言う。

「ではお夕食の手配をしておきます」

　同情を含んだ言葉を口にして、一礼してから部屋を出た。

　秘書室に戻ると、パソコンに向かっていた柏木さんが顔を上げた。

「今夜は徹夜になりそうだとおっしゃっていました」

「あの量では、ディーンでも徹夜では終わらないかもしれないわね」

　柏木さんはクスッと笑った。

「あなたはかまわずに早く帰りなさいね？　顔色が悪いもの」

　メイクで目の下のくまは隠せていたとはいえ、顔色の悪さと疲れきったような表情は隠せていない。

　早く帰りなさい……なんて魅力的な言葉なんだろう。

　書類が仕上がり、肩にかかる重圧からようやく解放されようとしていた。支社長が確認した際、訂正するところは出てくると思うけど。

　一週間ほど前から胃が痛み、食事の量が減っていた。神経性のものと判断している。今も胃がきりきりとして、時折刺すような痛みに変わる。

　胃薬も最初のうちは効いていたけど、数日前からあまり効かなくなっていた。

　二日後の契約が済めば肩の荷が下りるだろう。無事に終わってゆっくり休んだら、すぐに治るはず。

　そして、支社長との約束の一年があと数日でやってくる。約束通り、あれから私たちは純粋な上司と部下の立場で日々を過ごした。

　支社長、私……みんなに認められたかな……？

　彼との別れから数日後。柏木さんに飲みに誘われてふたりで出かけた。それまでの柏木さんの私への対応はそっけない感じで、信頼されていないのはわかっていた。だから誘われて内心驚いたものの、うれしかった。

　柏木さんは飲み物を注文する前に、私に冷たくしていたことを謝った。もともとの彼女の性格をクールだと思っていたから、さらに驚いた。頭の回転がよくテキパキと仕事を処理する彼女は秘書のお手本だから、冷たすぎるとは感じていなかったし。

　支社長に私の話を聞いて見直したと言ってくれて、『これからは私がフォローするから』とまで約束してくれたのだった。

　そのフォローというのは、秘書課の各重役の秘書たちに対してのこと。私がいじめられていたのを知っていたらしい。

　それからは柏木さんのおかげで、彼女たちとも徐々に打ち解けていった。世の中に悪い人なんていない。自分が嫌いにならなければ、いつかは好きになってくれる。

　この一年間、まだまだ半人前だけど、私なりに手ごたえはあったと思う。

　けれど約束の一年が近づくにつれて、不安になっている気持ちは否めない。

　支社長はもう私を好きじゃなくなっているかもしれない。かといって、女性とデートをしている話は聞かない。

「っ……」

　胃が刺すように痛み、治まるように手で押さえていたら、支社長の声がスピーカーから響く。

『萌、来てくれ』

　素早くイスから立つと、柏木さんが苦笑いをする。

「まだ帰れないみたいね」

「はい」

　にこっと笑顔を柏木さんに向け、支社長室のドアを開けた。

「失礼します」

　支社長は先ほど私が置いた書類を開いていた。

「あの、書類にミスが……？」

「いや、今のところよくできている」

　不安げな表情の私に、目の前のイスに座るように手で示す。

「そんなに心配する必要はない」

　彼のデスク前のイスに腰かけたとき、再び胃がきりりと痛んだ。

　まただ……。

　痛みに顔をしかめないように気をつけていると、私の様子に気づかない支社長が口を開く。

「契約は我が社の会議室で行う。その後のパーティーの用意は滞りなく進んでいるかい？」

「はい。ご指示通りに進んでおります」

「よろしい。会長の食品アレルギーを、ホテルの責任者にもう一度念を入れて確認しておいてほしい」

「かしこまりました」

　話を終えて退室した。




「はぁ～疲れた～」

　自分の部屋に入るなり、スーツのままベッドにダイブしてうつ伏せで倒れ込んだ。

　あのあと、柏木さんに強引に帰らされてしまった。いつもより早い時間だけど、それでも定時というわけにはいかず、現在は二十一時を回っていた。

　ベッドに横になっていると、すぐに睡魔がやってくる。

　――トントン……。

　ドアのノックの音にびっくりして飛び起きた。

「萌？　入るよ～」

　日菜ちゃんだった。飛び起きたものの立ち上がるのは億おっ劫くうだ。

「萌、大丈夫？」

　疲れた様子の私に日菜ちゃんが心配そうな顔になる。

「大丈夫だよ。二日後の契約が済めば楽になるから」

　のっそり立ち上がると、クローゼットの中から部屋着を取りだした。

「食事、温めたから食べて」

「千波兄はまた出張？」

　キャミソールとショートパンツに着替え、長い髪を後ろでひとつに縛る。

「うん。明日には帰ってくるけどね」

　愛しい人を思い出しているのか、日菜ちゃんは満面の笑みを浮かべた。




　翌日、絵美から電話が入り『お昼を一緒に食べよう』と誘われた。最近は三十三階のレストランでランチを食べなくてもよくなっている。実は三階の社員食堂で支社長室のことを話されたくなくて、柏木さんは私に、三十三階のレストランで食べるように言っていたのだ。それに、最初の頃はいろいろと詮索されるだろうからと。

　忙しくてずっと絵美の誘いを断っていたから、今日は行くと約束をした。

　朝から支社長と柏木さんは出かけている。夕方まで戻ってこないので、いつもより多少はのんびりできる。

　そうはいっても、溢あふれるほどの量の仕事があるのだけど。

「萌、こっち！」

　社員食堂に顔を出すと、窓際の席から絵美が手を振った。

『先に食べていて』と言った通りに、食べかけのオムライスがテーブルの上に乗っている。

　私はクラブハウスサンドとミルクティーをトレーに乗せて、絵美の対面に座った。

「やっと誘いに乗ってくれたねー」

　絵美がうれしそうに言う。

「ごめんね。ずっと忙しかったの」

「いいの、いいの。萌、がんばっているもんね。あ、ところでカーティスさんを最近見かけないんだけど？」

　イケメンで有能なカーティスさんは社内で人気がある。ただ、社員とは必要以上の雑談をせずそっけないので、彼に声をかける勇気ある女性はまだいないらしい。

「今ロシアに出張中なの」

　キャビアの輸入に関して現地でトラブルがあり、カーティスさんが飛んだのだ。

「そうなんだ。先輩たちが『最近見ないね』って言っていたから聞いてみたの。あ！　今夜、同期会をやろうってことになったんだけど、萌は忙しい？」

「同期会かぁ～」

　仕事の都合で三回に一回は断っている状態だ。二回続けて不参加だったので今回は断りづらい。

　でも今は飲みに行っている場合じゃない。心苦しいけれど断るしかなかった。




　秘書室に戻ると、ぐったりとイスに沈み込んだ。

「いたた……サンドイッチ、こってりしすぎていたかな……」

　左手で胃のあたりを押さえながら、右手でデスクの引き出しから胃薬の瓶を取りだして飲む。

　すぐにパソコンを起動させ、メールを見始める。

　でも、ふと気づくと、思いは支社長へと向かってしまう。

　この一年間、恋心は無理やり心の奥へしまい込み、仕事ひと筋に徹した。

　それでも支社長がそばにいると、心が浮き立ってしまうから、悟られないように気を張っていた。

　彼がまだ私を好きでいてくれるのか、わからないからすごく不安。




　夕闇が迫る頃、支社長と柏木さんが戻ってきた。

「おかえりなさいませ」

　立ち上がり、頭を下げて出迎える。

　支社長は軽く頷いただけで支社長室へ入っていった。

　柏木さんは私のデスクの前に立つと、置かれているものを見て顔をしかめた。

「萌さん、また痛むのね？」

　彼女はデスクの上の胃薬の瓶を持ち上げた。大きな瓶の中身はあと数錠しかない。

　あ……しまうのを忘れていた。

「明日、病院へ行きなさい」

　キーボードに手を置いたまま、私は首を横に振った。

「ディーンに言うわよ」

　私が胃痛で苦しんでいるのを支社長は知らない。

「明日はミスター・リチャーズが来日される日です」

「……そうだったわね。では、この契約が終わったら必ず行きなさいね」

　柏木さんは私を気遣う微笑みを浮かべて、自分の席へ戻っていった。




　スティーブン・リチャーズ氏は白髪をきちんと後ろに撫でつけた男性だった。若かりし頃は見事な金髪だったと思わせる。恰かっ幅ぷくもよくてサンタクロースに似ている。

　ひげがあれば絶対にサンタさんに見えるよね。

　想像してしまい、笑わないように下唇を噛む。

　今は契約の真っ最中。

　私は支社長とミスター・リチャーズの会話を見守った。

　ふたりは昼食時間を挟んで、何時間も契約書を確認していた。

　その間、昼食や飲み物の世話をするのは、昨夜ロシアから帰国したカーティスさん。

　ミスター・リチャーズは女性の秘書ひとりと、甥だという青年を連れてきていた。甥のマックス・リチャーズ氏は今後、我が社の担当になるという。

　そして契約は万事うまく進んだ。

　今後、十年間はミスター・リチャーズの工場で織られる最高級の布を使うことができる。もちろん、双方の利益が順調に伴えば、その後の契約も延長される。

　今夜は朝倉ホテルのボウルルームでリチャーズ社の歓迎パーティーが行われる。

　私はこの準備にも神経を使っていた。我が社の部長クラス以上が出席する大規模なパーティーだ。

「柏木さん、これから朝倉ホテルへ行ってきます」

　無事に契約が済んで安堵したけど、まだまだやることがある。

「完璧に準備されているか心配なのね？　朝倉ホテルだから大丈夫だと思うけど」

　柏木さんは朝倉ホテルの宴会課の部長とミーティングをしたときに、私の義兄が専務取締役だということを知った。そのときは顔に出さなかったけれど、会社へ戻ると『驚いた』と言っていた。

「はい。最終チェックをしてきますね」

　私の頭ではパーティーの段取りが目まぐるしく動いている。柏木さんに断りを入れて、秘書室を出た。




「萌」

　ホテルのボウルルームに入ると、千波兄が私に近づいてきた。

　部屋の中は花のいい香りが漂っている。各テーブルの上では、美しくアレンジメントされた花が色を添えている。

「日菜ちゃんがやってくれたんだね？」

　可か憐れんだけど、凛とした美しさでまとめ上げられた花の数々。

「さっきまで活けていたんだ」

「ということは帰っちゃったの？」

「ああ。がんばれって言っていたよ。部屋を用意したから、確認が終わったら着替える前に休むといい。お茶を運ばせるよ」

「そんな……着替えるだけでいいから」

「いや、顔色が悪い。ディーンからも言われているんだ。萌を休ませるようにと」

　千波兄は私の手のひらに金色のカードキーを落とした。

「じゃあ、ざっと確認したら部屋に行くね」

「ＯＫ」

　彼はボウルルームを颯爽とした足取りで出ていった。

　座席表の確認を終えてから、千波兄が用意してくれた部屋へ向かう。

　エレベーターに乗り込むと、私の顔に自然と笑みが浮かんだ。

　支社長が気にしてくれていた……。

　部屋に入り、電話でお茶を頼むとすぐに、紅茶と朝倉ホテルの有名パティシエが作ったフルーツがたっぷり乗ったケーキが運ばれてきた。

　おいしそうだったけど、胃が不調を訴えているから紅茶だけをすすって、パーティーの支度を始める。

　等身大よりかなり大きい鏡の前でクルッと回って、自分の姿を確認する。

　ほんのり桜色の足首までのドレスで、華美になりすぎないように気を遣った。

　細い肩かた紐ひもだけで心もとないけど、キレイなハート形の胸のラインが美しくて気に入っていた。

　真珠の二連のネックレスと、ダイヤに縁取られた真珠のピアスは日菜ちゃんのもの。

　髪は後ろで緩く、ドレスと同じ布でひとつに結んだ。










パーティーのあと




　ドレスより少し濃いピンクのパーティーバッグを手にして部屋を出ようとしたとき、チャイムが響いた。

「はい」

　ドアを開けると、黒のディナースーツに身を包んだ支社長が立っていた。ブロンドは後ろに撫でつけており、アカデミー賞の授賞式に出席できそうなほど男前だ。

　支社長は私を見て、いつもは涼しげな目を大きくした。こんな姿を見せるのは初めてだから驚いているんだろう。

「支社長？」

「……ああ、用意は済んでいるようだね」

「はい」

「裕美はあとで来るから、先に行こう」

　ドアを押さえていた支社長は、私を廊下に進ませて閉めた。




　ボウルルームに入ると、支社長は常務に呼ばれて行ってしまった。

　料理はフレンチ。ワインも最高級のものがふんだんに振る舞われる。

　メインテーブルの支社長と離れて、私と柏木さんは別のテーブルにいる。食事もそこそこに、不備がないか目を配っていた。

　そのとき、メインテーブルから男性がこちらへやってきた。

「モエ！　なんてステキなんだ！」

　近づいてきたマックス・リチャーズ氏に私は席を立つ。

　彼は真っ白なタキシードを着ている。背が高く、スリムな体型によく似合っていた。

　アメリカ最大手の繊維会社の会長の甥ならば、モテるだろう。彼はガールフレンドを連れて来日していた。長いストレートのブロンドの彼女は、モデルのようにスタイルがいい。私が作った席次表によると、あの席に座ったということは、彼女の名前はダイアンさん。

　彼女は支社長と同じテーブルで、ちょうど対角線上に座っている。

「モエ、キミに恋人はいるのかい？　いや、いないほうがおかしいな」

　そこへ飲み物を運んでいるウエイターがそばを通り、マックスさんは慣れた仕草でシャンパングラスをふたつ手にした。

「どうぞ」

　彼はそのひとつを私に渡す。

　この一年間、アメリカ本社の人間と電話で話すことも多く、私の英会話はかなり上達していた。

「ありがとうございます」

　シャンパングラスを受け取ると、お互いに軽く合わせてから、ひと口飲んだ。アルコールが胃に染みて思わず顔をしかめてしまった。

「モエはシャンパンが嫌いなのかい？」

「え？　いいえ。嫌いじゃないです」

　これから我が社の最大の取引先になる会社の御曹司。失礼があってはならないと、言葉を選んで話す。

　ボディタッチが癖なのか、マックスさんは私と話しながら、髪や肩にさりげなく触れてくる。

「マックス！」

　私の背後から甲高い女性の声がした。

「ダイアン」

　マックスさんは子犬のような笑顔を女性に向ける。

「マックス、その方はどなた？」

　やはり近くで見ても美人だった。細ほそ面おもての輪郭に大きな目で、瞳はエメラルドのようなグリーン。少しぽってりした唇に真っ赤なルージュを塗っている。まるでみずみずしいりんごのようだ。でも隠せない皺があることから、年齢は三十近いか、超えているのではないかと考える。

　マックスさんは二十五歳と言っていたから、彼より年上の彼女のよう。

　彼の横へ来ると、ダイアンさんは彼の腰に腕を回す。まるで、『自分のものだから』と念を押されたような感じだ。

「ミスター・ロイドの秘書のモエだよ」

「ああ、ディーンの。彼は相変わらずステキよね。タマラも惜しいことをしたわね」

　えっ……？　以前、支社長が話してくれた元妻の名前？

「あ、ミスター・ロイドの元妻のタマラは、ダイアンのモデル仲間なんだ」

　マックスさんは得意げに説明する。

「タマラは女神のように美しいからね。実業家の妻で収まるような人じゃないよ」

「ふふっ。私はどうかしら？　実業家の妻も見事にこなしてみせるけど？」

　今にもマックスさんの腕にぶら下がりそうなダイアンさんに、内心驚く。彼の妻になりたいのがみえみえだ。

　マックスさんは彼女の耳たぶを弄もてあそび、私が見ている前で唇にキスする。目のやり場に困るけど、外国ではごく当たり前の愛情表現なのかもしれない。

　なるべく見ないようにしてグラスの中のシャンパンを口にすると、また胃が痛み始めた。

「すみません。ちょっと失礼します」

　痛みを顔に出さないようにしてふたりから離れたとき、胃液がせり上がってくる感覚を覚えて手を口元にやった。

「萌さん？」

　私を見ていた柏木さんが心配そうに立ち上がる。

「ちょっとレストルームに行ってきます」

　柏木さんに断って足早に部屋を出た。廊下に出ると大きな柱の陰に隠れ、痛む胃を押さえる。

「まいったな……」

　腹部をさすり、痛みがなくなるように願う。吐き気も伴って気分は最悪だった。

　手を額に当てるとじっとりと汗ばんでいて、のろのろとパーティーバッグからハンカチを出して拭う。

　ずっとここにいるわけにもいかず、少し痛みが治まってから会場へ戻った。

　柏木さんのいるテーブルに戻ろうとしたとき、支社長が近づいてきた。

「顔色が紙のように白い。どこか具合でも悪いのか？」

　私の顔を見て、彼の眉間に皺が寄る。

「いいえ。そんなことないです」

「パーティーが終わったら部屋に来てくれないか？　話がある」

　その話が仕事についてなのかプライベートについてなのか、聞くのがためらわれた。

　仕事ならば明日にしてほしいと思ったし、プライベート……今後のことならば体調のいいときに聞きたい。

「あの……」

「なんだ？」

「いえ……わかりました」

　しぶしぶ了承したところで、ダイアンさんがにこやかに近づいてきた。親しげに支社長に頬を寄せる。

「お久しぶりね。ディーン」

「君がマックス・リチャーズのガールフレンドだとは知らなかったよ」

　プライベートな会話に自分は必要ないと判断し、離れようとすると、支社長の手が私を引き止めた。

　私の手が、支社長の長い指に包まれる。驚きを隠せないでいると、そばにいたダイアンさんの目も大きく見開かれた。

「もしかしたらおふたりは恋人同士なのかしら？」

「いや、これから恋人になる関係だ」

「支社長っ!?」

　支社長はもう私のことなど好きではなくなったのかもしれないと思っていたから、クラッと眩め暈まいがするほど驚いた。

「あら、今度は日本人を妻にするの？　モエ、あなたは運がいいわ。彼の実家はアメリカでも有数の資産家よ」

　勘繰るようなダイアンさんの視線が気になる。幸い、ここから重役たちのテーブルは離れていて、この会話は聞こえていないはず。

「ディーン、タマラの近況を知りたいかしら？」

「いや、知りたくない。失礼するよ」

　支社長は私の腰に手を置くと、柏木さんのいるテーブルへ向かう。パーティーだから秘書をエスコートしているだけと思われればいいけど、腰に置かれた支社長の腕が気になって仕方ない。それに、ダイアンさんに交際宣言したのはなにか意図があってのことで、本当は違うのかもしれない。

「支社長……」

「パーティーが終わってから話をしよう」

　イスを引いて、困惑気味の私を座らせた支社長は、自分の席に戻っていった。




　歓迎パーティーは二十一時に終わった。契約からパーティーまで滞りなく済んで、ようやく肩の力が抜けた。

　支社長は朝倉ホテルに滞在するミスター・リチャーズに、『寝酒の一杯をごちそうする』と誘われて、バーに行っている。

　柏木さんと別れ、ドレスを着替えに、昼間使わせてもらった部屋へ戻る。

　ミスター・リチャーズと行く際に、支社長は『部屋で待っていてほしい』と耳打ちして、私の手にセミスイートのカードキーを滑り込ませた。

　スーツに着替えてドレスを畳んでいると、手をつけていないフルーツケーキが目に入る。

　パーティーの最中もほとんど食事はとらなかったから、なにか口にしたくなった。胃に固形物が入れば痛みも和らぐのではないかと思い、イスに座ると、タルト生地の上に乗っている球状にカットされたメロンから食べ始めた。




　しばらく休んでからドレスケースを手にすると、五階上の支社長のセミスイートへ向かう。時刻は二十二時を回っていた。

　エレベーターがセミスイートのある階に停まると、にわかに緊張してきた。

　チャイムを鳴らしたあと、震える手でカードキーを差し込み、中へ入る。やはりまだ支社長は戻っていない。ミスター・リチャーズはお酒好きだから、きっと引き止められているのだろう。

　リビングのドアの近くに荷物を置いて、ソファに座るとハイヒールを脱ぐ。いつもよりも高いヒールのせいで足が痛んでいる。

　足を伸ばしてホッとひと息ついたとき、ドアが開く音がした。

　急いでハイヒールを履き直してソファから立ち上がり、支社長を迎える。

「お疲れさまでした」

「お疲れ」

　支社長は瞳の色に映えるスカイブルーの蝶ネクタイを外しながら、のんびりと近づいてきた。

　たっぷりシャンパンやワインを飲まされたはずなのに、彼の顔色はまったく変わっていない。

「緊張しているのか？」

　私の表情がこわばっているのか、支社長はよく見ようと顔を覗き込む。

「なにか飲む？」

「いいえ……」

　先ほど食べたケーキのせいなのか、食べ物どころかなにかを口にすると思っただけで胃が暴れ始める。

　気分が悪くて、ここへ来ないで帰ればよかったと後悔していた。

「……なんのご用でしょうか？」

　支社長は冷蔵庫からミネラルウォーターのペットボトルを取りだし、ゴクッと飲む。それをぼんやり見ていると、突然胃を刺すような痛みに襲われた。

「っ……」

　我慢できずに屈み込むと、支社長が驚いて駆けつける。

「萌！　どうしたんだ!?」

「な……なんでもありません」

　すぐに治まるはず。息を吐いて痛みを逃がそうとした。

「なんでもないはずがないだろう！」

　彼は私を抱き上げソファに座らせると、額に手を当てて熱を確かめる。

「医者を呼ぼう」

「大丈夫です！　少し休ませてください……」

　そう言いながらも、あまりの痛さに息ができないほどだ。

「なにを言っているんだ！」

　激しい痛みにのたうちまわりそうだった。

「萌！」

　支社長の声が遠くに聞こえて、痛みから逃れるように意識を手放した。










愛しい人の入院［ディーンＳｉｄｅ］




　大学病院に運ばれた萌は、検査を終えて病室のベッドで眠っていた。

「ディーン、今日は起きないらしいから帰って休んだほうがいい」

　ベッドの横で萌を見守っていると、千波が気遣う。萌の両親はたった今帰ったところだ。

　検査結果は明日の朝。検査中もずっと萌は眠っていた。まだ顔色は紙のように白い。

　彼女の頬にそっと触れる。

「私は萌に無理をさせていたんだな……倒れるまでがんばっていたとは……」

　ガクッと肩を落とすと、千波は励ますような笑みを浮かべた。

「病状を隠していたのは、仕事をやり遂げたかったからに違いない。倒れたのは萌のせいだよ」

「なにを言うんだ！　上司として部下の具合が悪いのに気づかなかったんだ。私のせいだ」

　千波の言葉に興奮気味に言い返す。

「ディーンのせいじゃないですよ？」

　病室には自分たちだけかと思っていたのだが、日菜さんの声が背後で聞こえた。

「私も萌の体調がよくないのはうすうすわかっていたけれど、病院へ行くように言いませんでした。萌がそれを望んでいなかったんです。この大事な取引が終わったら行くはずだったと思います。それでも罪悪感を覚えるのなら、ここに泊まってください。起きたときに萌が喜ぶでしょうから」

　目が覚めたとき、萌が喜ぶか、それとも困惑するかわからないが、そばについていてやりたかった。日菜さんの言う通り、私は病室に泊まることにした。

　一度ホテルへ帰り、カジュアルな服に着替えてから病室に戻った。

　病室では、先ほどと同じ体勢で萌が眠っていた。




　翌日の朝。目を覚ました萌は私の顔を見ると、ハッとして起き上がろうとした。

「起きてはダメだ」

「支社長、すみません。ここは病院ですよね？」

　白くて無機質な壁を見たからなのか、それともまだ胃が痛むからなのか、萌の顔が歪む。

「痛みはまだあるかい？　気分は？」

「私……」

「胃潰瘍のようだ。正午までには検査結果がはっきりする」

　萌の手を握り、唇を当てた。彼女は困った顔になる。

「なぜ、早く診察を受けなかった？　こうなるまでにかなり痛んだはずだろう？　君はそれほどまでに、みんなに自分を認めさせたかったのか？」

　私自身でなぜ気づかなかったのだろうと、まだ後悔していた。胃潰瘍の経験者として、こうなるまでに相当な痛みがあったことはわかるはずなのに。

「支社長……ごめんなさい。こんなふうになるとは思ってもみなかったんです。契約が終わったら病院へ行くつもりで……」

　そこへ、ノックと共に医師が看護師を伴って入ってきた。

「ああ、起きていましたか」

　五十代と思われる、メガネをかけた白髪交じりの医師は、カルテと萌を交互に見ている。

「ドクター、萌の病状は？」

「胃潰瘍でした。幸い、胃に穴は開いていないので、薬で完治させる方向でいきます」

　手術をしないと聞いて、萌は安堵したようだ。こわばっていた表情が少し和らいでいる。

　萌の身体に傷がつかなくてよかった。

「先生、入院はどのくらい必要でしょうか？」

　萌が医師に聞いている。

「一週間程度の予定ですが、経過を見なくてはなりませんから、また数日経ったらお話しします」

　医師たちが出ていくと、萌は身体を起こした。

「支社長……ひと晩中そばにいてくれたんですか？」

「ああ。もちろん。心配で君をひとりでは置いていけない」

　瞳を潤ませた萌を、私は静かに腕の中に閉じ込める。

「軽く済んでよかった」

「心配をかけてしまい、すみま――」

「君を愛している男に、他人行儀なことを言わないでくれ。君が倒れたときは生きた心地がしなかったよ」

　萌の髪に唇を当てたところで、ドアが静かにノックされた。彼女から離れて返事をすると、裕美が入ってきた。

「支社長、おはようございます。萌さん、やっぱりひどい状態だったのね」

　裕美の言葉に私は眉根を寄せた。

　裕美も、萌の胃痛を知っていたというわけか……。

「ご心配をおかけしてすみませんでした」

「しっかり治さないとね。仕事は私に任せて」

　今日のスケジュール変更の指示をするために、裕美と病室を出る。廊下は消毒薬の匂いが鼻についた。

「裕美、君も萌の胃痛を知っていたんだな」

　エレベーター前の談話室へ足を運ぶと、まだ早い時間で患者や見舞い客はいない。

「はい。私が、忙しかろうと病院へ行くように強く言っていれば、入院することもなかったと思います。申し訳ありません」

　裕美は自分のせいだとばかりに表情を曇らせている。

「いや、萌も大人だ。しっかりやり遂げてから受診したかったのだろう」

「彼女は責任感が強すぎて、人を頼らないところがあります。本当に芯の強い女性ですわ」

「そう思うか？」

　裕美の萌への解釈は間違っていないこともないが、彼女は強く見せているだけだ。本当は、内心の弱さを隠すための虚勢なんだろう。










プロポーズ




　支社長と柏木さんが病室からいなくなると、視線を窓に動かした。

　がんばったけれどその結果、自分が病気になってしまった。これじゃあ、みんなに認めてもらえない……。

　リチャーズ社との契約を終えたという達成感も消えてしまい、気分が落ち込んだ。今すぐ仕事をしなければ、と焦燥感にも駆られる。

　そこへ支社長が再び姿を現して驚く。てっきり柏木さんと一緒に出社したものだと思っていたのだ。

「寝ていなければダメだろう？　薬が効いていないのか？　ひどく痛む？」

　痛むのも確かだけど、落ち込んでいたのを知られたくなくて首を左右に振った。

「こんな思いをさせたくなかった。私も以前、胃潰瘍になったんだ。あのときの痛みは耐え難いものだったよ。君もそうだろう」

「支社長、私が悪いんです」

「いや、知らないうちに無理をさせてしまっていたんだ。私もがんばっている君をみんなに認めさせたくて」

　彼はベッドの端に腰を下ろした。スプリングがギシッと音をたてる。

「支社長は悪くないです！」

「……君は、まだ私を好きでいてくれているのだろうか？　私はあのときと同じだ。君を好きな気持ちは変わらない」

　切ない目で見つめられて、言葉を失う。

　私……夢を見ているの？

「萌？」

「支……社長……もちろん変わっていません。それよりも、支社長の気持ちが変わっていたらどうしようって……ずっと思っていたんです……なんで一年がんばるって言っちゃったんだろうって……何度後悔したかわからないほどでした。でも、みんなにも認めてもらって、けじめをつけたかったんです」

「この一年間、君を見守っていたつもりだったよ。だが、もう君をそばに置かなければ安心できない」

　一年間、支社長は上司としての態度を見せるだけだったから不安だった。

「もう私たちのことだけを考えてほしい」

　彼は私を優しく抱きしめる。

「当分は治療に専念するんだよ。そうでないと結婚式が延びる羽目になる」

「えっ!?」

　結婚式？

　思いもよらない言葉に戸惑っていると、両頬を優しく両手で囲われ、おもしろがっているようなアクアマリンの瞳と目が合う。

「萌、結婚してほしい。一年経った今でも私の気持ちは変わらない」

　ポケットに忍ばせていたらしいビロードの箱を、目の前に出される。

「プ、プロポーズ？　でも私たち、まだ付き合ってもいなくて……」

　開けられていない小さな箱と、彼の顔を交互に見る。

「体調がよくなってからと思っていたが、君を抱きしめたら言わずにはいられなくなった。それに、この一年間でお互いのことはわかったと思っている」

　自分の性急さにいささか呆れたような笑みが、支社長の顔に浮かぶ。

　突然のショックが次第に治まると、一番言ってほしかった言葉に喜ばずにはいられない。

「支社長！」

　うれしくて、今度は私から彼に抱きつく。

「もう名前で呼んでくれてもいいだろう？」

　支社長は私の額にキスを落とすと、甘い笑みを向けた。そして優しく私から離れ、持っていた箱を開けた。

　輝く指輪を見た瞬間、目が眩くらみそうだった。

　その指輪の箱は、世界で名だたる有名宝石店のもの。中のダイヤは大きすぎず、私好みだったけど、それが想像もできないくらい高いことも知っている。

「支社……、ディーン……」

　戸惑う瞳を向けると、ディーンが『しまった』という顔になった。

「やっぱり石が小さかったか？」

　声が出ないのは不服だったからだと勘違いさせてしまったようだ。

「ち、違うんです！　すごくステキな指輪だから、びっくりして……」

「よかった。もちろんいつでも指にはめておいてほしい。そのために小さいのを選んだのだからね」

「小さいって……これほどのダイヤが小さいだなんておかしいです。信じられないくらい輝いています」

　彼は箱から指輪を取りだすと、私の左の薬指にはめて、唇にそっとキスをした。

　指輪とプロポーズに感動しているところへ、日菜ちゃんと千波兄、そして両親がやってきた。プロポーズされたことを報告すると、みんな喜んでくれた。

　両親は、私が倒れたときと今で、ディーンとは二度目の対面だったけど、日菜ちゃんからいろいろ聞かされていたようで、すんなりと結婚を承諾してくれた。千波兄の留学時代からの親友というのも後押ししたらしい。

　これからのことを考えると、胃の痛みを忘れるほど幸せだった。




　翌日、絵美がお見舞いに来てくれた。ディーンからもらった指輪は外して箱に入れ、しまっていた。まだいろいろと聞かれたくないからだったのだけど……。




　その二日後の夜に、絵美がまた病室にやってきた。大きな花束を抱えて入ってきた彼女にポカンとする。

「絵美、すごい花束だね……」

　お見舞い用には大げさすぎるでしょ、と思っていると――。

「萌！　おめでとう！」

　彼女がにっこり笑い、花束を渡してきた。

「え!?」

「なに、びっくりしているのよ」

「だって……おめでとうって……？」

「今日、社内メールで支社長と萌の婚約が発表されたのよ」

「えっ！」

　社内メールで婚約発表？

　私はにこにこしている絵美から視線をそらして、額に手を置いた。

「よかったね～、これで堂々と付き合えるよ。でもさ、私に教えてくれていてもよかったのにって、恨みごとを言っていい？」

　絵美は笑いながら私を睨む。

　なんか誤解してる？　堂々と付き合えるって……。

「絵美。あのね、誤解のないように言っておくけど、私たちは付き合ってなかったの」

　ビロードのような感触の花びらを指でいじりながら言う。ずっと花を愛めでる余裕もなかったことを思い出す。

「え？　付き合ってなかった？」

「そう。確かにそんな雰囲気にはなっていたんだけど、みんなに仕事ぶりを認めてもらいたくて、一年間は恋愛感情なしで仕事をするって決めたの」

　絵美は驚いていたものの、私の説明を真剣に聞いている。

「一年間で、私は仕事で一目置かれるようにがんばって、支社長がまだ私を好きだったら付き合おうってことになったの。正直、プロポーズされるまで支社長が好きでいてくれているのかわからなくて、結構きつかった……」

「すごい。好きな人が近くにいるのに、恋愛感情なしで仕事をしていたなんて。今年の四月、出向期間が終わって、正式に秘書課へ異動になったことが発表されたでしょう。仕事がんばっているなって思っていたの」

「それは……私はすごく気になってたけど、支社長は憎たらしいくらい上司に徹してたよ」

　絵美は興味深げに頷いた。

「とにかく胃を壊すまで萌は仕事したんだから、ゆっくり支社長に甘えることだね」

「甘えるって……」

　私の頬が熱くなる気がした。

　その後も絵美は『支社長と結婚するなんてすごい、うらやましい』と連発して帰っていった。私だって、いまだに夢を見ているみたいな気持ちなのだ。

　あっという間のプロポーズだったから、うれしさもあるけど戸惑っている。




　就寝時刻になって、病室にディーンがやってきた。忙しくても来てくれた彼に笑顔を向ける。

「ディーン、お疲れさまです」

　彼はビジネススーツのままだった。私に近づき、唇に軽くキスを落とす。

「顔色は申し分ないな」

「はい。あと五日ほどで退院できると」

　当初は一週間と言われていたけれど、もう少し経過が見たいと延びたのだ。

「それはよかった。これで結婚準備を進められる」

　ディーンはベッドの端に腰かけると、窓辺に置かれた花瓶の花に気づく。

「豪勢な花だな。誰が来た？」

「あ……会社の同期入社の子が……」

　そこで、話したかったことを思い出す。

「ディーン、社内メールで私たちが婚約したって発表したんですね」

「情報が早いな」

　彼は満足げに笑う。

「発表するとは思わなかったから、驚きました。彼女はそれでお祝いに来てくれたんです。私、会社へどんな顔をして行ったらいいのか……」

　婚約がみんなに知られてしまい、会社に行きにくい。しかも私は仕事で認められたのだろうかと、ずっと考えていた。

「そのことだが……萌はもう会社へ復帰はしなくていい」

「えっ!?」

「胃潰瘍はすぐには治らないんだ。また仕事を始めたらぶり返してしまうだろう。じっくり治すことに専念してほしいと思っているし、冬までには結婚したいから、結婚準備で忙しくもなるだろう」

　私にわからせようと、ディーンは少し厳しい顔で話す。

「でも……」

　なんだか中途半端な気持ちだ。

「萌、わかってくれないか？　君が倒れたのを見て生きた心地がしなかった。仕事に戻したくない」

　私の髪に手を差し入れて顔を引き寄せると、なだめるようなキスをする。

「だけど、結婚してからも仕事は続けられるはずです」

　私は日菜ちゃんのような専業主婦には向いていない気がする。

「萌、結婚したらそれなりに毎日が忙しくなると思う。それに、君と私の子供が早く欲しい」

　ディーンと私の子供……。

　彼が子供を抱っこしている姿が目に浮かんだ。

「萌？」

「え？　は、はい。わかりました……とりあえず身体を治すことに専念します」

　いきなり仕事をもうしないでいいと言われ、困惑している。結婚するともなれば、もう秘書として働くこともなくなる……これで本当にいいのか、気持ちが落ち着かなかった。




　退院当日は、日菜ちゃんとお母さんが迎えに来てくれた。

　自宅に戻ってリビングのソファに座った私に、ふたりはすぐベッドに横になるように命令する。

　移動で若干疲れていた私は、大きくため息をつくと、二階の自分の部屋に行った。日菜ちゃんがついてきて、ベッドの上がけをめくってくれる。

「夕食は千波くんもディーンも来て、退院のお祝いをしてくれるからね」

「え？」

「さあ、私はこれから忙しいんだから、萌はここでおとなしくしていて」

　そう言うと、にっこり笑って日菜ちゃんは部屋を出ていった。




　そしてその夜の退院祝いには、千波兄とディーンだけではなく、柏木さんや絵美、同期の数人も来てくれた。あとで聞いたことだけど、ディーンの計らいだという。

　ディーンは私の家に迷惑をかけないよう『ホテルでやりたい』と言ったそうだけど、両親が『ぜひ我が家でやりましょう』と言ってくれたと。

　日菜ちゃんとお母さん、邦子さんで作ったおもてなし料理はみんなに評判で、ありがたさが身に染みた。

　家に来てから、ディーンは常に私のそばを離れずにいてくれる。手もずっと繋がれたまま。

　日菜ちゃんと千波兄の熱々ぶりをいつも見ていた私だけど、ディーンの振る舞いには驚いてしまう。さすが愛情表現が豊かな外国人。




　パーティーのあと、私は自分の部屋にディーンを招いた。大柄な彼が室内に入ると、十畳の部屋は狭く感じる。

　今、ディーンはチャコールグレーのスーツの上着を脱ぎ、薄いピンクのネクタイも緩め、私のベッドの上に座っている。私はなんだか落ち着かない気分で、彼から少し離れて立っていた。

　部屋の中が珍しいのか、ディーンはキョロキョロと眺めている。そしてふと私の視線が気になったようで、アクアマリンの瞳を向けてきた。その途端に、心臓がドキッと高鳴る。

「萌」

　慌てて視線をそらすと、ディーンが私を優しく呼んだ。

　呼ばれてすぐに彼のそばへ行ってしまうのは、秘書としての習慣。

「ディーン」

　目の前に立つと腰を抱かれて、ディーンの脚の間に立たされてしまう。

「やっとふたりっきりになれた」

　そう言って微笑みかけられると、足が震えてくる。ふわっと身体が浮いて、彼の膝の上に横座りにされた。

「こんな時間を過ごすのを、一年以上も待たされた」

　後頭部に手が回されて顔が近づき……唇が重なった。

「萌、愛している」

　キスの合間に甘い言葉。

　啄むような口づけから、だんだんと深いキスに変わっていく。

　キスがこんなに気持ちいいものだなんて知らなかった。

　でもそれは、愛するディーンが相手だからなんだと、キスを交わしながらぼんやりと思う。

　いつの間にかキスは終わっていて、ディーンが端整な顔に笑みを浮かべて私を見ていた。

「明日、ニューヨークへ飛ぶ。帰国は未定なんだ」

「えっ？」

　突然の重大発言に目を見張る。

「本社の会議だけでなく、君のことを報告にも行ってくる。本来ならば君と一緒に行きたかったが、まだ出かけるには身体がきついだろう」

　一瞬陰った私の瞳を見過ごさなかったディーンは、頬を優しく撫でる。

「ディーン……」

「私が帰ってくるまでに、体調を整えておいてほしい」

　寂しさを押し隠してコクッと頷いた。

「私……」

　ディーンと離れるのがとても嫌だった。

　急なプロポーズで戸惑っていたけど、今の会話でなにが一番大事かと悟った。

「ん？」

「……私、早くディーンの奥さんになりたい」

　ディーンがなぜか驚いた顔になったけど、すぐ口元に笑みが浮かんだ。

　なんだかすごいことを言っちゃった……？

　顔が熱い。きっと真っ赤になっちゃっている。

　両頬に手を置いたとき、強く抱きしめられた。

「私も早く萌を自分のものにしたい」

　再び重なる甘いキス。

　すると、ディーンがベッドの上に置いていたジャケットのポケットに入っているスマホが鳴った。

「ジャックだろう」

　迎えの車をカーティスさんに頼んでいたよう。

　ディーンが明日からいないのだと思うと、とてつもなく寂しくなったけど、別れ際のディーンの「オヤスミ。ハニー」にクスッと笑ってしまい、残念な気持ちは少しだけ消えた。




　その日から三週間も、私はディーンに会えなかった。毎日メールや電話で連絡をするけど、それだけでは寂しさは拭えない。

　でも『まだ帰れないの？』なんて口が裂けても言えない。ディーンは本社で激務中らしいから。

　カーティスさんがときどき、ディーンの代わりに連絡してくれるので、向こうの様子が少しわかった。










会えない日々［ディーンＳｉｄｅ］




　大きな黒革のデスクチェアの背もたれに身体を預け、目頭を指で押さえる。パソコンの見すぎで目が痛んでいた。

　私の前にサッと、湯気のたった蒸しタオルが差しだされる。

「ありがとう。ジャック」

　蒸しタオルを受け取り、目を閉じて乗せた。じんわりとした温かさで痛みが和らぐ。

「アポイントメントは一時間後です。それまで少しお休みください」

　ジャックは珍しく疲れを見せている私に言う。

「休めば帰国が遅くなるだろう？」

　早くニューヨークでの仕事を終わらせて日本へ……萌の元へ帰りたい。

　ここへ来てもうすぐ一ヵ月。寝る間も惜しんで仕事をしていた。ほぼ執務室で寝泊まりしていると言っても過言ではないだろう。近くの最高級ホテルに部屋を取っているのだが。

　自宅はニューヨーク郊外にあり、今は執事夫婦に管理を任せっきりだ。帰る前に様子を見に行きたいとも思っているのだが、寄れるかわからない。

　本社の近くにある叔お父じの家に泊まるのだけは遠慮したかった。萌との結婚を報告したのだが、叔お母ばはいい顔をしなかったから。

『どうして日本人の妻と結婚するのか。妻にするのならば同じアメリカ人のほうがいい』と言い続ける。『結婚したいのならば、自分の友人に素晴らしい娘がいる』と勧める会話にうんざりだった。

　険悪なムードになりかけたとき、叔父が『ディーンの好きにさせなさい』と言ってくれたのだ。

『萌以外との再婚はありえませんから』

　そう宣言してから、叔父の家には顔を出していなかった。そんな暇もなかったが。

　執務室の重厚なドアを叩く音が聞こえ、物思いから覚めた。目の上に乗せていた蒸しタオルも温かさを失っている。

　秘書室ではジャックが来客の対応をしているようだ。

「ディーンはいるんでしょう？」

　少しハスキーな声の持ち主。ジャックを押しのけて入ってきた元妻の顔を見て、私はうんざりした表情になった。

　その表情に彼女は気がつかないのか、少し厚めの唇ににっこりと笑みを貼りつかせ、デスクを回って目の前にやってくる。

「ディーン、お久しぶりね」

　イスに座っている私の首に、細い腕が巻きついてきた。そしてグロスがたっぷりついた唇で頬に触れてきたので、押しのける。強いローズ系の香りが鼻につき、私は渋い顔になった。

「元妻があなたの顔を見たくてやってきたのよ？　もっと愛想よくできないの？」

　私から少し離れたタマラは、すねたように言った。

「元気そうだな？」

「元気ではないわ。あなたがそばにいてくれないから」

　少し悲しげに微笑む。だがそれが演技に過ぎないことはお見通しだ。

「金か？　慰謝料がもう底をついたのか？」

　疲れている私は出ていってほしい気持ちでいっぱいだった。

「ひどいわっ！　これでも私は一流のモデルなのよ？　お金なんていくらでも入ってくるわ」

　私の取りつく島もない対応に、タマラは傷ついたように瞳を潤ませた。

「もうすぐ人と会わなければならない」

　タマラを見送るために立ち上がった、そのとき――。

「ディーン、ダーリン！」

　彼女は私の身体に腕を回し、ぎゅっと抱きついてきた。

「ディーン、あなたをまだ愛しているの。子供のことは後悔しているわ。今ではすぐにでもあなたの子が欲しいの。愛しいあなたの赤ちゃんが」

　タマラと別れた一番の理由は、彼女が子供を欲しがらなかったせいだ。結婚する前、タマラは子供が大好きですぐにでも欲しいと言っていた。それがある日、彼女が避妊薬を常用していることに気づき問いつめると、『身体のラインが崩れるから子供はいらない』と告白した。

　タマラは裕福な夫を得て、贅ぜい沢たくをしたいがために嘘をついていたのだ。私の両親が三年前に飛行機事故で亡くなっており、私が新たな家族を欲しがっていることを知りながら。

　それを機に、彼女に対する私の愛は冷めていった。

「まだ愛しているの。あなたを忘れられないの。キスして？　ディーン」

　昔のように情熱的なタマラは、顔を近づけてくる。

　タマラが唇を寄せてきたとき、彼女を乱暴に引き離した。

「ディーン……？」

「タマラ、君とよりを戻すつもりはない。これから人と会うんだ。出ていってくれないか？」

　氷のように冷ややかな声が部屋に響いた。

「ディーン！　今でも愛しているの。これからはいい奥さんになるわ！」

　タマラはすがりつくように必死に言うが、彼女を尻目にドアを開ける。

「私は婚約した。君の出る幕はない」

　ドアを開けるとジャックがその場に立っており、射抜くような鋭い視線でタマラを見る。

「タマラ様、ディーンは忙しい身でございます。お引き取りくださいませ」

　ジャックが追い討ちをかけるように言うと、タマラは唇を噛んで部屋を出ていった。

　彼女の姿が見えなくなると、私の口から大きなため息が漏れる。

　まさかタマラがやってくるとは思ってもみなかった。そしてまだ自分を愛していると言うとは……バカな。

　私はタマラを見ても、元妻だという以外になんの感情も抱かなかった。







第四章










好きな人の帰国




　リビングのソファで、膝を抱え込んでテレビを観ていた。

　実際はテレビに気持ちが入っているわけでもなく、ぼんやりと考え事をしていた。もちろん内容はディーンのこと。

「萌っ！」

　日菜ちゃんの声に驚いて、手の力が緩み、床に足の裏がぺたりと着く。

「日菜ちゃんっ！　びっくりさせないでよっ」

「何回も呼んだのよ？　でも全然気づいてくれないんだから」

「あ……ごめん」

　少々ぼーっとしていたのはわかっている。

「ディーンに早く会いたいって顔してる」

　日菜ちゃんは私の隣にポスンと腰を下ろす。

「えっ？　え……日菜ちゃんたら……」

　冷やかされて、私の頬がポッと赤くなった。

「いつ頃帰ってくるの？　こんなに長い出張だなんて、会社も困っているんじゃない？」

「そうみたい。日本支社に優秀な人材がいるとはいっても、やっぱりディーンの最終判断が必要だったりするから、アメリカとのやり取りで大変だって。時差もあるし」

　三日前に柏木さんから身体の具合を尋ねる電話をもらい、そんなことを話した。

　柏木さんも大変そうだったけど、やっぱりもっと大変なのは両方をこなすディーンだろう。身体が心配。

「今日はお母さん、お出かけ？」

「家元から呼ばれて本家へ行っているの。ついでに私の婚約も報告するって」

　おじい様は、夏葉さんが家元になると決意してくれたことで安心したようで、体調もすっかりよくなり、退院していた。

「あ！　そうだ！　夏葉さん、家元になるって。知ってた？」

　私がビッグニュースを教えると、まだ聞いていなかったらしい日菜ちゃんがめちゃくちゃうれしそうな笑顔になる。

「本当？　すごい！　よかった。やっぱり花房流の家元は夏葉さんじゃないとって思っていたの。お母さんもこれで肩の荷が下りるね」

　日菜ちゃんはまるで自分のことのように喜んでから、「食材はあるかな？」と呟いてキッチンへ入り、冷蔵庫を覗き込んだ。

「じゃあお母さん、きっと本家で夕食もいただいて帰ってくるね。萌には私が胃に優しいご飯を作ってあげる」

「千波兄は今日もいないの？」

「そうなの、また出張。最近は月の半分はほぼ出張なの」

　どうやら日菜ちゃんは、ひとりであの広いマンションにいるのが嫌らしい。




　寝ようとしたとき、私のスマホが鳴った。この着信メロディはディーン専用。

　机の上に無造作に置いていたスマホに手を伸ばして、急いで電話に出る。

「も、もしもし？」

『すまない。寝ていた？』

「いいえ。でも、もう寝ようかな……と考えていたところです」

　ディーンの声を聞いたらなんだか緊張してしまって、秘書のときみたいに堅苦しい言葉遣いになってしまう。

『私も萌の隣で寝たいな』

　笑いを含んだ声だけど、私をドキドキさせるには充分すぎる言葉だ。

「ディ、ディーン！」

　私の耳にディーンの愉快そうな笑い声が届く。

『戸惑っている君の鼻にキスしたい』

「もうっ……あの、どうかしたんですか？」

　いつもは具合を聞いてくれるだけで、すぐに切ってしまうのに……。今日はどこか私をからかう雰囲気。

『明日の昼頃、着くよ』

「着くって、日本……に？」

　突然の言葉に、私の思考回路は止まったまま。

『もちろん日本だよ。早く会って抱きしめたい』

　会いたいと言われて、舞い上がってしまうほどうれしくなる。

「空港で待ってますね」

　私もディーンに一刻も早く会いたくてそう答えていた。

『いや、昼にホテルの私の部屋にいてくれないか？　フロントには伝えておく』

「でも……」

『私のためにおしゃれをする時間も必要だろう？』

　最後まで私をからかい、電話は切れた。

　どうやら空港に向かう車の中だったみたい。ディーンの無事を祈りながら、眠りに就いた。




　翌日は朝早くに目を覚ましてしまった。今日、ディーンに会えると思うと、心が弾んで起きてしまったのだ。

　こんなことは小学生の頃、遠足を心待ちにしていたとき以来だと思う。

　上機嫌に鼻歌を歌いながら着る服を決めた。クリーム色のＡラインのワンピース。

　左の薬指には、ディーンからもらった婚約指輪がまばゆいくらいに輝いている。まるで私の心を表しているみたい。




　昼過ぎ。朝倉ホテルのエントランスを抜け、まっすぐフロントに向かう。

「萌」

　フロントに用件を伝えて待っていると、千波兄が姿を見せた。

「千波兄、戻っていたんだ」

　昨日、日菜ちゃんに出張していると聞いていたから、千波兄の姿に驚いた。

「ああ。さっきね。はい。ディーンの部屋のカードキー」

　手のひらにカードキーを落とされた。

「ありがとう」

「どういたしまして。ディーンと会うのは何日ぶり？」

「何日ぶりなんだろう……ほぼ一ヵ月ぶりかな」

　少し考えて言うと、千波兄が笑った。

　カードキーを大事に持ち、まだ笑っている千波兄と別れてエレベーターホールに向かった。

　千波兄、なんで笑っていたんだろう。なんだか意味深で恥ずかしくなる。きっとホテルで会うから、恥ずかしいんだよね。

　ちょうど開いたエレベーターに乗り込もうとすると、中から人が出てきて、ハッと立ち止まった。

「ソーリー」

　背が高く、目を見張るほど美しい赤毛の女性に、慌てて謝る。

　その女性はムッとしたような顔で私を一いち瞥べつすると、その場を立ち去った。腰までのまっすぐな赤毛は見事で、貴族的な顔立ち。肩紐だけの鮮やかなライム色のワンピースを着ているせいか、白い肌に目がいってしまった。

「すごくキレイな人……モデルさんみたい」

　洗練された後ろ姿に見とれてしまった。

　最上階に到着したエレベーターから降りて部屋に向かう。カードキーを差し込み、ドアを開けると、豪華な室内が目に飛び込んできた。

　ディーンが日本へ来てからずっと借りているセミスイート。最後に来たのは私が倒れた日。あのとき、こんな幸せが来るとは思ってもみなかった。

　おもむろにソファに座り、膝の上にバッグを置いたところですぐに立ち上がる。

　ダメだ……なんだか落ち着かない。

　立ち上がって部屋の中をウロウロしてしまうと、ディーンの私物が少ないことに気づく。自分の家じゃないからかもしれないけど……。ここにいてもくつろげないのではないかと思ってしまった。

　ふと視線を移した私の目に、あるものが釘づけになった。

「な、なんで……どうして……？」

　暖炉の上の写真立てを見て、一気に体温が上昇してくる。

　それは楽しそうに笑っている私の写真だった。料理の乗ったトレーがあるから、社員食堂で食べているときのよう。

　いつ撮ったんだろう……。

　写真を見ながら考えていると、ふいにドアが開き、ディーンが入ってきた。

「萌」

「お、おかえりなさいませ」

　私は秘書のように頭を深く下げていた。ディーンは顔をしかめながら近づいてくる。

「ただいま、萌。もう君は私のフィアンセなんだ。そんなに堅くならないでくれ」

「そ、そうでした……」

　笑みを返したときには、ディーンの腕の中に閉じ込められていた。彼の唇が私の唇に重なる。

　情熱的なキスに、私ひとりでは立っていられなくなる。ガクッと膝が折れるように力が入らなくなり、ディーンに抱き上げられてソファに沈む。

「会いたかった」

　再びディーンに唇を情熱的に重ねられていく。

「シャワーを浴びてきていいかい？　それとも一緒に――」

「い、いいえ！　入ってきてくださいっ！」

　未経験なのに一緒にシャワーを浴びるだなんて、ハードルが高すぎてとても無理。

　慌てる私の額にディーンはキスを落として、バスルームへ消えた。

「どうしよう……まだ心の準備が……でも、相手がディーンだから……」

　愛しているから、愛されたい。




　少しして、ディーンがカジュアルな白のサマーセーターとブルーグレーのスラックスを身に着けて戻ってきた。その姿にホッとする。バスローブ姿だったら目のやり場に困ってしまうから。

　ディーンの私服姿をほとんど見たことがなかったけれど、スーツと同じように気品があって、私の胸をドキドキさせる。

「もしかして、服を着ているからホッとしている？」

　思っていたことをズバリ当てられて、慌てて首を大きく左右に振る。

「そんなに緊張しないでくれ。私も緊張してしまいそうだ」

「ディーンが緊張？　絶対にそんなことないです」

　私はフフッと笑う。

「いや、私の胸に手を当ててみて」

　ディーンに導かれるまま、ソファに座って筋肉質の胸に手を当てた瞬間、グイッと引き寄せられて唇を奪われる。

　やっぱり嘘だったんだ……そんなことが脳裏をよぎったけれど、熱く濡れたディーンの舌に口こう腔くう内を攻められて、頭の中が真っ白になっていく。

　どのくらい経ったんだろうか。ディーンは突然私へのキスをやめて、深いため息をついた。

「誰なんだ？」

　なにかに邪魔をされて怒り気味な彼の低い声。

　ソファから身体を起こしてディーンの視線を追うと、室内にカーティスさんが入ってきた。私がキスに夢中で気づかなかったチャイムの音が、ディーンにはちゃんと聞こえていたんだ。

「邪魔するな。優秀な秘書失格だぞ？」

　ディーンはまだ不機嫌そう。

　急いで挨拶をしなければと思ったけれど、たった今のキスが羞しゅう恥ち心しんをあおり、カーティスさんを面と向かって見られない。

「優秀な秘書は、夕食の確認と昼食をお持ちしに伺いました」

「夕食は自分で頼むからいい。明日の朝まで邪魔しないでくれ」

「ディ、ディーン！」

　明日の朝まで邪魔をしないでくれって……。

「わかりました。昼食の用意をします」

　カーティスさんは笑みを浮かべ、ワゴンを室内の中ほどに持ってきた。

　そこでディーンのスマホが鳴り、彼は電話をするため隣の部屋へ行ってしまった。ソファに落ち着きなく座っていると、カーティスさんがキレイな木目のテーブルに手早くクロスを敷き、ランチョンマットを置いていく。

「お手伝いします」

　やることもなくて、手伝おうとカーティスさんに近づいた。

「いいえ、萌さんはお座りになっていてください」

　彼はやんわり言うと、運んできた昼食を見た目も整った配置で並べていく。

　前からそっけなくて冷たい印象を与える人だけど、私とディーンとの結婚が決まってから、ますます一線を引かれちゃった感じだ。

　仕方なくブラブラと、朝倉ホテルの庭園が見えるテラスへ出た。セミスイートだけあってテラスも広い。

「萌」

　庭園を眺めていると名前を呼ばれ、後ろから抱きしめられた。

　いつの間にかディーンが後ろに来ていた。彼の唇が髪に触れる。そして左手で私の髪を何度も梳すく。

「ディーン……」

　戻ってきたらたくさんのことを話そうと思っていたのに、言葉が出てこない。

「なんだい？」

　甘く低い声が耳元で響く。

「……早く会いたかったの」

　面と向かって言うのは恥ずかしく、後ろからすっぽり抱きつかれているシチュエーションも手伝って、正直に言葉にした。

「あぁ、私もだ。萌、会いたかった」

　彼は私の身体を振り向かせると、唇を重ねた。

　テラスから部屋に戻ると、カーティスさんの姿はもうなかった。

「温かいうちに食べよう」

　スマートな仕草でイスを引き、ディーンは私を座らせた。

　そして彼も対面に座ると、冷えたシャンパンのボトルをクーラーから持ち上げてグラスに注ぐ。キラキラ光る気泡が、金色の液体の中で踊っている。

「これからに乾杯しよう」

　ディーンがグラスを私のグラスと合わせた。シャンパンは冷えていて、とてもおいしい。

　今日、私はディーンに愛されちゃう……？　ここへ来るまでに想像しなかったわけではないけれど……。

　食べ終わったら起こることを想像してしまうと、お酒の力を借りたい。お代わりをしようとすると、私の身体を心配している彼に止められてしまった。

「しっかり治ったら、好きなだけ飲ませてあげるから」

「……う……そんなに好きなわけじゃ……」

　ディーンに笑われて顔を赤らめた。

　料理は意外なことに和食だった。まず彼は温かい茶ちゃ碗わん蒸むしを食べ始める。

「日本食が懐かしかったよ。すっかり日本の生活が板についたようだ」

　ディーンは約一ヵ月の向こうの生活で、胃が疲れ気味だという。

「朝倉の料理は本当においしいからね」

　それも彼がここでホテル住まいをする理由のひとつらしい。

　私ははっきり言って料理はほとんどできない。急に結婚後のことが心配になった。

「どうした？」

「あの、ディーン。本当に私でいいの？　お料理、下へ手ただから……」

「もちろん。料理の腕で君を選んだんじゃない。できないのならコックを雇えばいい」

　コ、コック……？

　私の家にも家政婦はいるけど、料理はお母さんも一緒にしていた。

　世界観が違うディーンに、これからもたびたび驚かされることになりそうだ。




「どこかへドライブでも行こうか？　飲んだから、運転手付になってしまうが」

　食事が終わりふたりで並んでソファに座ると、ディーンが言った。

　私の身体はディーンの長い腕で包まれている。そんな提案をするのは、私の緊張に気づいているからかもしれない。

　その話に乗りたい気もあったけれど、彼は今日帰国したばかりなのだから疲れているはずだった。

「ううん。帰ってきたばかりで疲れているでしょう？」

　顔を上げると、ディーンの魅惑的なアクアマリンの瞳と目が合い、お互いが唇を寄せる。

　啄むようなキスからだんだんと熱の入ったものになっていき、私の鼓動は加速していく。

　彼の舌が歯列を割り、私の口内を探索し、舌を絡める。

「ん……っ……」

　情熱的なキスが続き、なにもわからない私は本能でディーンのキスに応えていく。

「かわいい萌……」

　キスの合間に甘く囁ささやく彼の声。

　このまま抱かれるのだろうかと、かすんだ頭で考える。

　……ディーンに抱いてほしい。

　私はディーンの首に腕を回した。彼は私をお姫様抱っこで寝室へ連れていく。

　クイーンサイズのベッドにそっと横たえられたとき――けたたましくチャイムが鳴り響いた。

　私の首筋に舌を這はわせるディーンの動きが止まる。

「ディ、ディーン？　お、お客様みたい」

　我に返ると、羞恥心いっぱいで声がうわずってしまう。

「無視しよう」

　だけど、チャイムはまた鳴る。

　――ピンポーン！　ピンポーン！

「ディーン、きっとなにか用事があるんだよ。行ってきて」

　深いため息をついたディーンは、「すぐに戻るよ」と私の頬にキスを落とし、寝室を出ていった。

　待っていると、隣の部屋から女性の声が聞こえた気がした。

　もしかして、柏木さん？

　気になって寝室を出たところで、赤毛の女性がディーンに抱きついているのが目に入った。先ほどエレベーターでぶつかりそうになった女性だった。

　絡みつくようにディーンの首に腕を回している。顔がちょうどこちらに向いていて、唖然とする私と目が合うと、彼女に笑みが浮かぶ。背を向けているディーンは私に気づいていない。

「タマラ、離してくれ」

　タマラ……？　この美しい人が元奥様……？

　冷たいディーンの声に、ホッと安堵する。

「あなたに会いたくて遠い日本まで追ってきたのに、キスもしてくれないの？」

　私の目の前で、タマラさんはすねたように唇を尖とがらせた。

「タマラ……なぜ日本へ来た？」

　ディーンはタマラさんの身体を引き離し、きつい口調で問う。

「もちろん、あなたの婚約者に会うためよ？」

「会ってどうするんだ？　彼女は君に会わせない。帰るんだ」

「でも、私たち、もう会っちゃったわ」

　タマラさんの言葉に、ディーンはハッとしたように振り返った。

「萌」

「ごめんなさい。柏木さんかと思って出たら……」

　タマラさんにもわかるように、英語で話す。

「いいんだ。萌、彼女は元妻のタマラだよ。タマラ、彼女がフィアンセの萌だ。さあ、帰ってくれ」

　早口で紹介を済ませると、ディーンはタマラさんの肩を押してドアに向かわせる。

「ディーン！　私を追いだすの？」

「元妻に用はないからな」

　肩に置かれたディーンの手を弾き、タマラさんは寝室のドアの前に立っている私の元へ強引にやってきた。背はディーンよりは低いけれど、やはり女性にしては高い。

「タマラ！」

　苛いら立だつディーンを尻目に、タマラさんはさらに私に近づくと、キレイにルージュが塗られた口角を上げた。その笑みを、まるでバカにされたように感じてしまった。

「かわいらしい方なのね。おめでとうを言わせて」

　雰囲気に気け圧おされて、一歩下がりかけた私のこわばる肩に手を置いて、両頬にキスをする。むせ返るようなローズ系の香りが私を包む。

「もういいだろう」

　ディーンが吐き捨てるように言い、タマラさんの肩に手を置いて出ていかせようとした。そこへ突然タマラさんが彼の唇にキスをした。

　目の前で起こったことに、私は目を大きく見開く。

　突然のキスは、ディーンが彼女を乱暴に引き離して終わった。

「では、ごきげんよう。ふたりの結婚式には呼んでくれるわよね？　どこにいても駆けつけるわ」

　私に向き直ると、にっこり微笑んで言う。彼女が本当に私たちを祝福しているとは思えない。私は返事ができなかった。

　タマラさんはディーンにも大輪のバラのような笑みを向けると、部屋を出ていった。

　ドアが閉まると、ディーンが深いため息をつき、私の腰に手を置く。

「ディーン、ごめんなさい……」

　寝室から出なかったほうがよかったと思っているかもしれない。婚約者と元妻が鉢合わせしたんだから、気まずいだろう。

「なにを謝るんだ。タマラの出現に驚いただけだよ。まさか日本に来ているとは思ってもみなかった」

　出現って……モンスターが出たみたいな言い方をするなんて。

　ディーンがひどく彼女を嫌っている様子が気になる。もちろん、なにか理由があって別れたんだろうけど。

　ディーンは私を寝室へは連れていかず、ソファに座らせ、カウンターで白ワインのボトルを開けている。

　慣れた動きでグラスに液体を注ぐと、両手に持って戻ってきた。










ふたりだけの時間




「あまり飲ませたくないが……」

　私の胃の負担を考えてのことだろう。でも、私も気持ちを平常に戻したくて、飲みたかった。

　隣に腰を下ろしたディーンは、ワインを飲みながら私の肩を抱き寄せたものの、私は気まずい思いと戦っていた。それが飲むスピードを進ませてしまう。

　グラスが空になるとディーンは立ち上がり、私の意思と反して炭酸水を持ってくる。

「萌……」

「……聞いていい？」

　あんなに美しい人とどうして別れたのか、気になる一方だった。

「タマラのことかい？」

　彼もグラスの中身を飲み干すとテーブルに置いて、後ろから私の身体を包み込むように抱きしめる。

「話したくないのならいいの……でも、誰もが手に入れられないほど美しい女性を奥さんにしたのに……」

「誰もが手に入れられないか……昔はそう思ったことがあったよ。だけど実際に暮らしてみると、すれ違いばかりだったんだ。彼女はモデルで忙しく、夜は毎日のようにパーティーへ出かけていた。私も仕事中毒を絵に描いたみたいに毎晩帰りが遅かった」

　私の髪をゆっくり撫でながら話し始める。

　美しい彼女と私じゃ雲泥の差。どうして私を好きになってくれたの？

　考えていると、頬にディーンの唇を感じた。

「彼女のことは気にしないでほしい。私が愛しているのは萌だけだ」

　頬から首筋、洋服の上、肩へとディーンの唇が触れていく。

「ディーン……」

　コクッと頷くと、お姫様抱っこをされて寝室へ運ばれる。

　クイーンサイズのベッドに静かに下ろされ、見つめられる。いつもの明るい涼しげなアクアマリンの瞳が色濃くなっている。

「愛している。これからは私のそばで幸せに過ごしてほしい」

　啄むようなキスのあと、唇が熱い舌でなぞられる。甘い吐息をつくと、すかさず舌が口腔内に入り込み、キスに慣れない舌を追ってくる。

　ディーンは舌を絡ませ、私の口を味わいつくすようなキスを繰り返す。

「っ……んふ……」

　官能的なキスに、身体が熱く疼うずき始めている。今までも身体が疼くようなキスをされたことがあったけれど、これは知らない感覚だった。

　背中のジッパーはいつの間にか外され、簡単にワンピースを脱がされていた。

　白いレースのブラジャーとおそろいのショーツ姿をディーンの目に晒さらされ、全身が赤くなっていくようだ。

　恥ずかしくて、ブラジャーから覗く膨らみを腕で隠そうとすると、その腕が頭の上で押さえられてしまう。

「まだブラジャーなのに、そんなに恥ずかしいのか？」

　彼もサマーセーターを脱いで、見事な筋肉の上半身姿。無駄な贅肉ひとつない。男らしい鎖骨から目をそらす。

「あ、当たり前です……だって……」

「もちろんわかっている。私が君の最初で最後の男だ。そうだろう？」

　私の答えを聞く前に、ディーンはブラジャーから覗く膨らみへキスをする。そうされると、身体がビクッと震えてしまう。

　そして全身にキスを落とされていく。

　乳房がディーンの大きな手に包まれ、頂が指でつままれ、こねられる。

　まるで官能的な耐え難い拷問にかけられているみたいだった。身体が熱くて、この熱をどうすればいいのかわからない。

「ん……く……っ」

　彼は身体の下で喘あえぐ私を、容赦なく未知の世界へ導く。

「ああん……っ……」

　ショーツの下へ指を侵入させて、誰にも触られたことのない場所をなぞる。

「嫌……」

　広げられた脚を閉じようとすると、それは許されず、ディーンの目に晒される。

「萌、気持ちいいことを恥ずかしがらなくていい。心を開放するんだ。もっと大胆な君を見たい」

「ディーン……」

　ぎゅっと抱きしめられ、敏感になった頂が彼の素肌に触れると、狂おしいくらいに身体が疼いた。

　ビクンと跳ねる私の身体をディーンは受け止め、舌で頂を弄ぶ。

　そうされながらも指を受け入れたところを攻め立てられ、なにかが爆発しそうな感覚になる。

　怖くなってディーンの唇を求めると、淫みだらなキスをされる。驚くことに舌でも敏感に張りつめたところを愛撫され、気が狂いそうだ。

　大胆になれと言われても、今の自分はいっぱいいっぱいで、夢中で彼に応えることしかできない。

「ディ、ディーン……」

　そのとき、身体の中に一本の電流が走ったような感覚に襲われた。頭の中が真っ白になってしまうような、今まで感じたことのない気持ちよさ。

「っ……は……ぁん」

　呼吸を乱していると、ディーンの屹きつ立りつしたモノが当てられ、ゆっくりと私の中へ入ってくる。

　次の瞬間、身体が引き裂かれそうな痛みに襲われ、全身がこわばる。

「ダーリン、痛いんだね」

　同情の目を向けながらも、彼の指はあらゆるところを愛撫し、痛みのある場所が濡れていく。

　乳房に触れながら、ディーンが慎重に挿入を繰り返す。

　破は瓜かの痛みをやり過ごすと、次に襲われたのは信じられないくらいの快感だった。

「かわいい萌。愛しているよ」

　ぐったりと荒い呼吸をしたまま抱き寄せられ、甘いキスが落とされる。

「疲れただろう？　少し眠るといい」

　気だるい感覚に、素直に従う。

「……ディーンは？」

　一年以上もどうしてこの人をあきらめられたのか……。

　慈しむような笑みを向けられて、私も微笑む。

「萌と一緒に眠るよ。起きたらルームサービスを呼んで、ベッドの上で食べさせてあげよう」

「ディーン……」

　今の行為はディーンを満足させることができた？

　ううん、未経験の私に満足するわけがない。元妻の美しい姿が脳裏をよぎり、私はそれを払うようにぎゅっと目を閉じた。

「おやすみ。愛しい人」

　唇に啄むようなキスを落としたディーンは、私を胸に抱き寄せた。

　彼の優しい腕のぬくもりを感じながら目を閉じる。

　自分の身体が敏感になっている。髪の毛の一本一本まで。

　身体はまだ熱を持っていて、絶対に眠れないと思っていたけど、次第に眠気はやってきて、ディーンの唇の感触を髪の毛に感じながら眠りに就いた。




　目が覚めるとディーンは隣にいなかった。

　起きてるんだ……。

　もしかして仕事をしているの？

　起き上がって両腕を自分の身体に回し、うつむくと、胸に赤く咲いた花が見えた。数時間前のことが思い出され、顔が赤らんでくる。

　両頬をぴしゃりと叩いて、シーツを巻きつけバスルームへ向かう。身体がギシギシ痛む。腰にだるさを感じながらシーツを床に落とした。

　バスルームは想像通りにゴージャスな造りだった。横にパウダールームもある。

　身体中にディーンの痕跡を見ると、再びあの熱が甦よみがえりそうだった。

　それらを見ないようにして急いでシャワーを浴び、ふかふかの高級なバスタオルを身体に巻いた。

　バスルームから出て、なにか身に着けるものはないかと探す。

　あ……。

　ドアの内側に、入るときにはなかった新品のサテンのローブがかけられていた。光沢があり、上質なものだ。シャンパンピンクの色がとても女性らしくて私好みだ。

　それを素肌に着けて鏡を見ると、大人の女になったような気がしてなんだか恥ずかしかった。

「萌」

　いつの間にか寝室に通じるドアが開いていて、壁に寄りかかってディーンが立っていた。鏡の中の彼と目が合い、恥ずかしくてすぐにそらしてしまう。

「ディーン……」

　思わず前の合わせ目を整えようとすると、すぐ後ろに立ったディーンが私の頬にキスをする。

「よく似合っている。恥ずかしがらなくていいだろう？」

　背後から腕が回り、私が隠そうとしたローブの合わせ目から手を忍び込ませ、胸を包み込むように触れられる。

「……んっ」

　頂を撫でられて、思わず声が出てしまう。

　気づくとベッドに寝かされ、再びディーンの熱を受け入れていた。




「新婚旅行はどこへ行きたい？」

　ベッドで退廃的に食事をしたかったと言うディーンだけど、ルームサービスの料理はとてもベッドに運べる量ではなく、結局リビングのテーブルに料理が並べられた。

　でも、ディーンは私にとことん甘く、後ろから抱き込むようにして座り、料理をフォークで刺して食べさせてくれる。

　食べさせてもらうのがこんなに恥ずかしいとは思ってもみなかった。

　密着しているディーンの胸に、私のドキドキが伝わってしまいそうだ。それをわざと気づかないふりをしているのか、彼は咀嚼している私の頬へ楽しそうにキスをしている。

　新婚旅行の行き先を聞いてくるディーン。彼は世界中、どこでも行っているんだろうな。私が行ったことがあるのはハワイやグアムだけ。

「ディーンは？　どこが好き？」

　彼がどこへ行きたいか聞いたのに、私の口に生ハムを入れられてしまう。

「萌と一緒ならばどこでもいい」

　うわ……ぁ……甘すぎる……。

　耳元で甘く囁かれて、身体の芯が疼いてしまう。

「わ、私は近場しか行ったことがないの。そうだ！　フランスは？」

「フランス？」

「あちこち観光して、夜はショーを観て――んっ」

　説明をしていたところでいきなり強引に振り向かされ、唇を塞がれた。

「ディーン！　私、話している途中なのにっ！」

　キスが終わると、頬を膨らませて抗議する。

「ハネムーンなのに観光ばかりは嫌だな。そうだ！　タヒチがいい。のんびりできそうだ」

「ディーンが希望を聞いてきたのに……」

　タヒチっていったら南の島だよね？

「どうしてタヒチ？」

「水上コテージはロマンティックだろう？　時間に縛られることなく、一日中、君を抱いていられる」

　ディーンは子供のように無邪気に理由を挙げた。

「一日中、抱いていられるって……」

　そんな体力、私にはありません……。

　ディーンをふざけて睨みつけると、茶目っ気たっぷりにキスをされる。

「ＯＫ！　タヒチでゆっくりしたあと、ヨーロッパを回って帰ってこよう」

「そんなに休んだらお仕事が……」

「萌とゆっくりハネムーンを過ごせるのなら、何日か支社長室に缶詰状態になるのもいとわないさ」

「ディーン、ありがとう」

　彼の首に抱きつき、キスをした。少し大胆になれる自分に驚いていた。

「食べよう。そうしないと、ここで萌を襲ってしまいそうだ」

　ディーンは笑って、料理の皿に手を伸ばした。




　眠っている意識の中、髪を撫でられているのがわかった。

　次の瞬間、私の目がパチリと開いた。真っ先に飛び込んできたのはディーンの澄んだ瞳。

「お、おはようございます……」

「起こしてしまったようだ」

　声は申し訳なさそうだけど、ディーンの顔はうれしそうに笑っている。絶対に悪いなんて思っていない。

「い、今何時？」

　寝室の中はダウンライトひとつしか点いていない。カーテンも引かれているから、時間がわからない。

「まだ五時だ」

　五時と聞いてあくびが出てしまう。

「ディーン、眠れないの？」

「萌が横にいると、頭も目も冴えてしまうんだ」

　髪を撫でていた指は、むきだしの肩に滑り、下りてくる。

　ディーンの顔が近づいて、唇が合わさる。

「んっ……」

　すべてを溶かしていく熱いキスで、私は幸せを味わっていた。

「愛している。萌、ずっと腕の中に閉じ込めていたい」

　甘い囁きに、私はディーンに身を委ねた。

「君との子供が欲しい。かわいいだろうな」

　ディーンの家族計画に私の心も弾む。私も彼の子供が欲しいから。




　覚かく醒せいできない頭に、電話の鳴る音が聞こえてきた。腰にかかる重みが消え、次に耳に届いたのはディーンの声。

　私はゆっくり目を開けた。

　ディーンはローブの袖に片手を入れながら、電話をしていた。私を起こさないように、隣の部屋へ消えていく。

　ぼんやりする頭で、ベッドのサイドテーブルに置かれている時計を見る。

　七時半……いけないっ！　ディーンはお仕事だった！

　慌てて勢いよく起き上がった。

「いたたた……」

　身体が筋肉痛みたいにギシギシ痛んでいる。

　ぎこちない足取りで、イスにかかったシャンパンピンク色のローブを身に着ける。そこへ彼が戻ってきた。

「おはよう。すまない。起こしてしまったね」

「ううん。もうこんな時間だなんて。ディーンはお仕事でしょう？」

「ああ。萌のスケジュールは？」

「日菜ちゃんとここでお茶の予定なの」

「そう。じゃあ夜まで待っていてくれるね？　なるべく早く戻ってくる」

　顎に指がかかり、唇に軽くキスを落とされ、私はコクッと頷いた。




　部屋で朝食を終えた私とディーンはロビーへ下りた。私たちの後ろからは、ディーンを迎えに来たカーティスさんがついてくる。

　ロビーを通りエントランスに向かって歩いていると、小学校の低学年らしき男の子が前を見ずに走ってきた。

　そして、あっという間にディーンの正面にぶつかってしまった。

「おっと」

　ディーンは自分の脚にぶつかってきた少年の肩を、転ばないように押さえた。少年はディーンのおかげで転ばずに済んだけれど、彼の持っていた棒付きの飴あめが、見事に高級スーツのスラックスに貼りついている。

　少年は驚いて、ぶつかったディーンを仰ぎ見る。次の瞬間、自分のしでかしたことに気づいたのか、今にも泣きそうに顔が崩れた。

「まあ！　どうしましょう！　あ、あの、アイム、ソ、ソーリー」

　少年の母親らしき女性が慌てて近づき、謝る。

　ディーンは少年の目線まで腰を下ろした。私はおろおろとカーティスさんを見る。カーティスさんは無表情で事の成り行きを見ていた。

　ディーンは泣いてしまった少年に優しく笑う。

「これからは、ちゃんと前を見て歩くんだよ？」

　ブロンドで青い目の男の人から流暢な日本語が出てきて、少年はびっくりしているようだった。

「す、すみませんでした」

　子供の後ろに立った母親が平謝りする。

「いえ。大丈夫ですが、ここが道路だったら車にひかれているところです。気をつけてください」

　怒った風でもなく母親に言うディーンに私はホッとして、さらに彼のいいところを見つけた気がした。

「ごめんなさい。これからは気をつけます」

　少年が頭をペコリと下げて謝ると、大きな手で頭を撫でたディーンだった。




　天気のいい昼下がり。日菜ちゃんと朝倉ホテルのラウンジでお茶を楽しんでいた。

　私は今朝のことを思い出し、クスクス笑ってしまう。

「なに？　思い出し笑いなんかしちゃって？」

　日菜ちゃんが突然笑いだした私に、小首を傾げて聞く。

「あ、ごめん……今朝、ディーンに棒付きの飴を持った男の子がぶつかったの」

「あらまあ……」

「男の子は泣いちゃうし、その母親はおろおろしていたけれど、ディーンは怒ることなく優しく『走ってはいけないよ』って諭したの」

「ディーン、優しいね。それがおかしいの？」

「おかしかったのは、そのあとなの。ディーンのスラックスは飴でべとべとになっちゃったから、もう一度部屋に戻ることになって。あのときのカーティスさんの渋い顔を思い出したらおかしくて……会議の時間が迫っていたから」

　ディーンは急ぐ風でもなく、クローゼットにかけられたスーツを選んでいたけれど、時間がないのでカーティスさんは時計ばかり気にしていた。

「あの人、滅多に表情を変えないわよね？」

「そうそう。見本のような完璧な秘書なの」

「ディーンは子供が好きなんだね」

「千波兄も子供好きでしょ」と言ってから、私は『しまった』という顔をしてしまう。日菜ちゃんたちにはなかなか子供ができないからだ。まわりはなるべく子供のことを言わないように気を遣っていた。

「やだ、萌ったら。なに気にしてるのっ？」

　日菜ちゃんがにっこり笑って、気まずそうな私に言った。

「もう気にしなくていいんだよ？」

　日菜ちゃんの言葉に私は首を傾げる。

「もう気にしなくていいって？」

「あのね、赤ちゃん、できたのっ」

　幸せそうな笑みを浮かべて、こそっと私に教えてくれた。

「きゃーっ！　日菜ちゃん！　おめでとう！」

　うれしくて歓喜の声を上げてしまった。人前で大声を出すことは滅多にないけれど、本当にうれしかったのだ。

　ラウンジにいる数組の客が私たちのほうをじろりと見て、慌てた日菜ちゃんは人差し指を口元に持っていく。

「しーっ」

「ごめん。だってびっくりしたし、すごくうれしいんだもん。お母さんったら、言ってくれればいいのに教えてくれなかった」

「お母さんたちはまだ知らないの。昨日病院に行って知ったから。今夜、千波くんと報告に行ってくる」

　左の薬指の結婚指輪をくるくる回しながら、照れたように日菜ちゃんは言った。

「すごく喜ぶね。こんなところでお茶している場合じゃないよ。家で休んでいなきゃ」

「萌、妊娠は病気じゃないんだから大丈夫だよ」

「でも、念には念をね？　家まで送っていこうか？」

「平気。千波くんが――」

　そのとき、テーブルに影が落ちた。

「千波くん」

　細かいピンクのストライプの入ったグレーのスーツ姿の千波兄が、愛妻に向かって優しい笑みを浮かべた。

　相変わらず日菜ちゃんにはデレデレなんだよね。そんなふたりを見て、私はクスッと笑みを漏らす。

「萌、幸せそうだね」

　千波兄が日菜ちゃんから私に視線を移す。

　何気ない言葉なのだけど、彼は私がホテルに泊まった理由を、きっとわかっているわけで……。

　頬がかあーっと熱くなる。

「ち、千波兄。赤ちゃんのこと、おめでとう」

「ありがとう」

　千波兄も会話に加わり、三十分ほど経つと帰っていった。ふたりを見送って、イスにもう一度座り直す。

　日菜ちゃんと千波兄に、赤ちゃんか。

　ディーンにメールを打とうかとスマホをいじっていると、目の前に誰かが立ったのがわかり、顔を上げた。

「あなたはっ！」

　その人物を見て驚きの声を上げた。

「またお会いしたわね」

　ディーンの元妻のタマラさんだった。

　夏には合わない豹ひょう柄のジャケットを見事に着こなしている彼女は、私の目には本当の豹のように映った。

「ちょっとお話ししたいのよ。あなたが結婚を後悔する前に、忠告をしようと思って」

　タマラさんは優雅な動作で今まで日菜ちゃんが座っていた席に座り、長い脚を組む。そして片手を上げると、即座にウエイターがやってきた。

「コーヒーをちょうだい。そうね、エスプレッソがいいわ。とても濃いエスプレッソよ？」

　ウエイターに勝手に注文をつけるタマラさんに、唖然とする。

　私が結婚を後悔する前に忠告？　なにを言いたいの？

　予期せぬ元妻の登場で、私の顔がこわばった。

「あなたもなにかお飲みになる？」

　テーブルの上に置かれた空のカップを見て、タマラさんが聞く。

「いいえ」

　バービー人形のような目の前の女性を、まじまじと見つめてしまう。

　この人は、ディーンが愛した人なんだ……。

「面と向かって見ると、まだティーンエイジャーみたいな容姿なのね」

「あの、お話ってなんなんですか？」

「コーヒー、遅いわね」

　私の質問には答えず、イラッとした言葉が彼女の口から出てくる。

　さっき注文したばかりなのに。タマラさんの様子には呆れてしまう。

　なんでも自分中心に回らないと嫌な人なんだ……そんな人をディーンは好きになったなんて……。

「ねえ？　ディーンは避妊してくれているかしら？」

　突然の言葉に私は絶句した。

「え？　今、なにを……？」

「もちろん、身体の関係はあるんでしょう？　彼が禁欲生活を送っているなんて信じられないし」

　にっこり笑うと、口元のほくろが官能的な人だ。

「答える必要があるんですか？」

「だから言ったでしょう？　あなたが後悔しないように忠告してあげるって」

「では、今すぐ詳細を言ってください」

　なにをもったいぶっているんだろう？　嫌なことなのかもしれないけれど、聞かずにはいられない。

「ディーンはね？　子供が欲しいの」

「え……？」

　確かに、私たちの子供が欲しいと言ってくれたことがある。

「私が子供を欲しがらなかったから、離婚したの。ディーンの一族はアメリカでも有数の大富豪。ディーンは財産や会社を譲る子供が欲しくてならないの。だからなんでも言うことを聞きそうな、いわばナニーみたいなあなたを結婚相手に選んだのよ」

　タマラさんの発言は衝撃的だった。

「避妊していないんじゃないの？　避妊をしないのは、すぐにでも子供が欲しいからよ。それに、結婚を急ごうとしているでしょう？　お腹が大きくなってからの結婚式では体裁が悪いものね」

　私はなにも言えずにいた。彼女の言葉がぐるぐると頭の中を回る。

「愛なんてないんだから、結婚しても惨みじめなだけよ？　あなたが妊娠したらディーンは他の女性と会うでしょう。優しい人だから大切にはしてくれるけれど、愛してはくれないわ」

「やめてください！」

　急に襲ってきた吐き気を堪えて立ち上がった。

「これは本当のことよ。疑うのならディーンに確かめてみなさいな」

「失礼します」

　私はラウンジを出ると、行く先も考えずただ歩いた。無意識に進んだ先に、朝倉ホテルの自慢の庭園に通じるドアがあった。

　誰もいないベンチを見つけて、そこに座る。

　あの人の言っていることは本当？

　あ！　避妊……あの人の言う通り、避妊してくれていなかった？　ディーンは子供を欲しがっている。それは普通のことだと思うけれど……。

　今朝の少年に笑いかけるディーンの顔を思い出した。

　私はディーンに愛されていないの？　子供が欲しいから私と結婚するの？　私に興味がないから一年間待てたの？

　心の中に疑問が渦巻いた。

　どのくらいその場所にいただろうか。バッグの中にあるスマホが振動した。

　ハッと我に返り、スマホを取りだして電話に出る。

「ディーン……」

『ダーリン、ゆっくりしているだろうね？』

「……うん」

『よかった。身体を休ませてほしい』

「ありがとう」

　いつもと同じ優しいディーンだ。

『それで……約束したのに申し訳ないが、帰りが遅くなってしまいそうなんだ』

　彼が忙しいのは、秘書を務めていたからもちろん知っている。

「わかりました」

『なにかあったのかい？　声が硬い』

「そんなことないです」

『それならいいが。部屋で待っていてくれるかい？』

　少しためらったのち、私は「待っています」と答えた。

　最上階に向かうエレベーターの中、ため息をつく。

　タマラさんにあんなことを言われたから、自宅へ帰ろうと思った。だけど、ディーンに会いたい気持ちは抑えられない。




　夕闇が空を包んだ十九時になると、ルームサービスが運ばれてきた。たっぷり用意された食事だけど、ひとり分のカトラリーを見て食欲がなくなる。

　寝室へ入り横になると、昨晩あまり寝ていなかったせいもあり、すぐに睡魔がやってきた。




　室内に人の気配を感じて目を開けると、ディーンがネクタイを緩めていた。

「ディーン！」

　起き上がる私を、ディーンは微動だにせずじっと見ていた。それから私の目元に指先を滑らす。

「ディーン？」

　彼はかすかに濡れた自分の指を口元に持っていく。

「なにかあったのか？」

「えっ？」

　寝るまで泣いていたのを思い出して、手が自然と顔にいく。その手がディーンに押さえられる。

「萌、正直に話してくれ」

　真剣なまなざしで見つめられ、瞳をそらしてしまう。

「萌、こっちを向いて」

「ど、どうしてそう思うの？」

「食事に手をつけていないし、目が赤い。泣いていたんだろう？」

　探るようなまなざしに、私は話す決心をした。










ディーンの気持ち




「……ディーンは子供が欲しいの？」

　最初から説明するつもりが、そんな言葉が飛び出てしまった。

「いきなりどうした？」

　すると突然、胃がきりきりと痛み始め、寝室を急いで出る。

「萌っ！」

　洗面所に手をついて荒い息を吐いている私の顔を、ディーンは冷たいタオルで拭う。

「胃が痛むのか？」

　力なく首を横に振ると、心配そうな瞳と視線がぶつかる。

「大丈夫……」

「少しも大丈夫に見えない」

　ディーンは私を抱き上げると、寝室へ戻る。

　床に立たされ、彼の指が私のワンピースのジッパーを外し始める。

「ディーン!?」

　背中を滑る指を止めようと振り返る。

「なにもしない。楽なものに着替えたほうがいい」

「は、恥ずかしいから。自分でできます」

「萌」

　有無を言わせない声と瞳に、私の抵抗力は失われた。着ているワンピースはするするっと床に落ちた。ディーンはそれを拾い、イスの背にかける。

　シャンパンピンク色のサテンのローブを着せられ、抱き上げられるとベッドに寝かされた。

　部屋の電話で、彼がなにか話している。

　しばらくウトウトしていると、食器のこすれる音が聞こえて目を開けた。

「消化のいいものを作ってもらった。少しでも食べて薬を飲むこと」

　それはおかゆだった。自分でレンゲを持とうとすると、ディーンの手に邪魔された。

　彼自らレンゲでおかゆをすくい、私の口に運ぶ。少し食べるとお腹がいっぱいになった気がした。

「ごちそうさまでした」

「五口か……ＯＫ。薬を飲むんだ」

　私がレンゲを口に運ぶ回数を数えていたようだ。

　ディーンがトレーを片づけている間に、私は薬を飲んだ。でも薬ではこの気分は晴れない。

　戻ってきた彼は、私を見て顔をしかめた。

「具合が悪いんだろう？　早く横になりなさい」

「ディーン……話が……」

「今は眠ったほうがいい」

「ディーン、正直に答えて。子供が欲しいから私と結婚するの？」

「どうしたんだ？　もちろん萌との子供は欲しいよ」

　ディーンはやっぱり子供が目当てで……。

　ショックだった。やっぱり彼女の言ったことは本当だったんだ。

　目頭が熱くなり、涙が出てきそうで、急いで目を閉じた。

「萌？」

「もう寝ます」

「おやすみ。隣の部屋で仕事をしているから、なにかあったらすぐに言うこと。いいね？」

　ディーンは私の額に口づけを落とすと、寝室を出ていった。

　彼が行ってしまい、寝返りを打つ。

　タマラさんの言葉が脳裏を離れない。そしてディーンの言葉も。

　ディーンは子供が欲しいから私と結婚するんだ……愛されて結婚するわけではないの……？

　胃がきりきりと痛み、手でさすっているうちに眠りに落ちていった。




「萌」

　ディーンの呼ぶ声に目が覚める。

　スーツに身を包んだ彼がベッドの端に腰かけていた。

「おはよう」

　私の唇の端に軽くキスを落とされた。

「おはようございます」

「胃はまだ痛むかい？　よくないようだったら、病院へ連れていくようにジャックに言っておくが」

「大丈夫です。もう痛くないです」

「本当に？」

「はい」

　まだ勘繰るような目で私を見ていたけど、寝室のドアがノックされて、ディーンはしぶしぶ立ち上がった。

「行ってくるよ」

　腰を屈め、また私の唇にキスを落とす。

「ディーン、あの……」

「ん？　どうした？」

「今日は……今日は家に帰りたいの」

「かまわないよ。身体が本調子でないのだから、ゆっくり休んでほしい。ジャックに送らせよう」

「ううん。タクシーで帰れるから大丈夫です」

「わかった。気をつけて帰るんだよ？」

　優しくそう言うと、ディーンは寝室を出ていった。

　静かに閉まるドアを見つめていた私の口から、深いため息が漏れる。

　心配してくれているけれど、そっけないのが寂しい。そう思うと、タマラさんの言葉が甦ってきた。




　数時間後、そろそろ家に戻ろうかと思っていると、ディーンから電話が入った。

「ディーン、どうかした？」

『萌、叔父が亡くなったんだ。これからアメリカへ行ってくる』

「叔父様が!?」

　叔父様はＤＫホールディングスのＣＥＯ、つまり最高経営責任者だ。

『心筋梗塞を患わずらっていたんだが、肺炎を併発したんだ。先日会ったときは元気だったのに……』

　ディーンは両親が飛行機事故で亡くなったあと、叔父様にお世話になっていたと聞いている。

　彼の声はとても沈んでいた。

「お悔やみ申し上げます……」

『身体に気をつけて。なるべく早く戻ってくる』

　早口なのは、やらなければならないことが多いせいだろう。

「ディーン、私も行ってはダメ？」

『体調が悪いんだ。無理はしてほしくない。萌はゆっくり休んでいること。いいね？　じゃあ』

　電話が切れた。

　婚約者なのに、葬儀に私は出席できないの……？

　気落ちしているディーンのそばについていたい。だけど今は大変なんだから、私が行けば余計に彼の手をわずらわせてしまう。

　考えていると、再び手の中のスマホが鳴った。

　ディーンから『やはり一緒に行こう』と言われるのかと期待して、着信相手の表示を見ると、登録外の番号だった。

「誰だろう……？」

　出るのをやめようかと思ったけれど、大事な用件だったら困る。

「もしもし……？」

『萌さん？』

「……そうです」

　タマラさんの声だった。

「どうして私の番号を知っているんですか？」

　疑問を口にすると、電話の向こうの彼女は鼻で笑った。

『そんなことはどうでもいいでしょう？　ディーンの叔父様の訃報は聞いたかしら？」

「はい」

『私も参列するため、ディーンと一緒に帰るの』

「えっ!?」

　ディーンと一緒に帰る？　別れた妻が参列……？

『あなたが行けないのでは、私が参列するべきでしょう？　あ！　いけない。急いで支度しなくてはならないの。ではごきげんよう」

　私が唖然としているうちに、彼女が一方的に言って、電話は切れた。

「彼女も一緒に行くなんて……」

　心の中にドロドロしたものが流れる。

　嫌だ……醜みにくい嫉妬心は嫌……。

　大きく首を左右に振ったとき、もう一度スマホが鳴った。表示されているのはたった今話していた番号だ。

「もしもし？」

　声がうわずらないように冷静を装って出ると、やはり電話はタマラさんからだった。

『ねぇ？　妊娠していたら教えてね？　私が育ててあげるから。赤ちゃんを産んでくれれば、ディーンは多額の報酬を出してくれるわよ』

　それだけ言われて電話が切れた。

　今のは、なに……？　言われたことの意味が飲み込めない。ディーンが報酬？　あの人が育てる？

　吐き気と頭痛がしてきて、こめかみに手を置いた。

　ディーンはあの人とよりを戻したいの？

　衝動的に、持っていたスマホでディーンの番号に電話をかけるけど、なかなか出てくれない。

「ディーン、出てっ！　出てよう！」

　呼びだし音が鳴り続けるばかりで、そのうち留守電のメッセージに変わった。

　留守電に入れられる内容ではない。自分でもなにを言ったらいいのかわからないんだから。

　私は力なく腕を下ろした。手の中からスマホが滑り落ち、床に転がった。




　あれから自宅に戻った私は、ベッドの上で悩んでいた。

　部屋のドアがノックされて振り返る。入ってきたのはお母さんだ。

　トレーの上には、サンドイッチとホットミルクのカップ。

「お昼、食べていないんでしょう？　しっかり食べないと胃に悪いわよ？」

　机の上にトレーを置きながらお母さんが言う。

「うん……食べたら少し休むね」

　きっとひどい顔をしているに違いない。お母さんと目を合わせずに言った。

　こんな状態で食べられるはずがない。喉にサンドイッチが通っていかない。

　ホットミルクだけを飲み干して、ベッドに横になった。

　手にはスマホを握りしめている。ディーンからの連絡を待つしかない。

　彼女の言ったことは、嘘だと否定してくれるよね？　バカバカしいって言ってくれるよね？

　そう思いながら眠りに落ちた。




　私は夢を見ていた。ディーンが黒髪の赤ちゃんを大事そうに抱いて、うれしげにあやしている。

　私とディーンの赤ちゃん。私はディーンの隣で笑っている。とても幸せな夢だ。

　だけど、次の瞬間その幸せそうな光景は一転して、赤ちゃんはタマラさんが抱いていた。隣には優しい笑みを向けるディーンがいる。

「ディーン？」

　彼を呼ぶけど、私に気づいてはくれない。愛しそうに赤ちゃんとタマラさんを見ているのだ。

「い、嫌っ！　私の赤ちゃんっ！　ディーン！」

　いくら叫んでもディーンは見向きもしなかった。

「嫌ーっ！」

　自分の叫び声にハッと目を開けた。汗ばんだ身体を起こし、荒く息をつく。

　自分がどこにいるのか一瞬わからないくらい、動揺していた。

「っ……は……」

　夢……。

　心臓が痛いくらいにドキドキしている。胸に手を当て、服をぎゅっと掴む。

「すっごく嫌な夢……」

　ディーンがタマラさんとニューヨークに行ったからだ。

　妙に生々しく、いつもは夢の内容は起きると忘れてしまうのに、今は鮮明に覚えている。シーツの上のスマホに伸ばした手は、小刻みに震えていた。

　メールも着信もなかった。

　まだ飛行機の中……か……。離陸前にディーンの声が聞きたかった……。

　――トントン。

　小さなノックの音がして、静かにドアが開き、日菜ちゃんが顔を覗かせた。

「日菜ちゃん……」

「あ、起こしちゃった？」

　ベッドの上に起き上がっている私に、日菜ちゃんが申し訳なさそうな顔になる。

「ううん。ちょっと前に起きたところ」

「まだ具合悪い？　夕食できたんだけど、こっちに持ってくる？　下に千波くんも来ているけど」

「千波兄が？　珍しいね」

「どうする？」

「下で食べる。着替えるから先に行ってて」

　ベッドから下りてクローゼットを開けると、日菜ちゃんは「ゆっくりでいいよ」と言って部屋を出ていった。




「萌、あまり食べなかったね？」

　夕食が終わったあと、話もそこそこに自室に戻ると、心配したらしい日菜ちゃんが部屋まで追ってきた。

「まだ胃がおかしいから」

　私はベッドの上に腰かけると、手をお腹に持っていく。

「胃のせいだけじゃないでしょ？　萌の食欲がないのは」

　日菜ちゃんは隣に腰かけ、真剣な顔をして言う。

「萌、話してみて？　なにか力になれるかもしれないよ？」

　彼女の手が私の手に重なる。

「日菜ちゃん……」

　日菜ちゃんの顔を見たら、涙るい腺せんが崩壊して目を刺激した。瞳がうるうると潤んできて、頬に涙が伝う。

「萌!?　どうしちゃったの？」

　驚いた日菜ちゃんは私の身体に腕を回し、抱きしめる。

「日菜ちゃ～ん」

「萌、泣いていたらわからないよ。どうしたの？」

　子供のように泣きじゃくる私に、日菜ちゃんは驚いている。無理もない。こんなふうに泣いたのは小学生の頃の記憶しかない。

　日菜ちゃんは泣いている間、ずっと背中をさすってくれていた。そのおかげで少しずつ気持ちが落ち着き、涙が止まってきた。

　心に溜まっていた、タマラさんのことを話しだす。

「……そんなことがあったんだ」

「もうどうしていいのかわからない……」

　機内であの美しい人と一緒だと思うと、いても立ってもいられない。ディーンを離さないと決めたあの人は、積極的に誘惑しようとするはず。

「でも不仲で離婚したんでしょ？　萌がいるのによりを戻すなんて考えられないよ」

　日菜ちゃんが眉根を寄せる。

「でも……あの人は自信があって美しくて、男の人なら誰でも求めるものを持っているの。彼女といたらやけぼっくいに火が点いても不思議じゃない……っ！」

　きりきりと胃が痛み始める。

「萌っ！　大丈夫？　薬、飲んでいないよね？　水を持ってくるから」

　日菜ちゃんが慌ただしく部屋を出ていき、しばらくして水が入ったコップを持って戻ってきた。

「ごめん。遅くなっちゃった。ちょっと千波くんと話をしていたの」

　コップを渡されて、病院からもらっている薬をゴクリと水で流し込む。

「萌、安心して。ディーンは元妻といろいろあったから、絶対によりを戻すことはないって千波くんが言っていたよ。元妻を心底嫌っているって」

　千波兄の言葉はうれしいけれど、まだ心配が消えない。

「そんなのわからないよ。事実を隠すためにそう言っているのかもしれないし……」

　考えがネガティブな方向へどんどん進んでしまっている。

「本気で言っているの!?　ディーンを信じてあげないの？」

　私の言葉がショックだったらしい日菜ちゃんは、声を荒らげた。

「もうっ！　なんか、萌らしくない！」

「私らしくない？」

　日菜ちゃんの剣幕にポカンとする。

「そうだよ！　今までの萌なら、自分で聞いているよ！　いつも物怖じしないで人と話すのが萌なのっ！　なにを怖がっているのよ。ディーンは萌を愛しているから一年間、萌を見守って結婚を決めたんでしょう？　子供が欲しいのは誰でもそうだよ。本人から話を聞かないで決めつけちゃダメッ！　絶対にダメなんだからっ！」

　日菜ちゃんがこれほどまでに怒るところは、初めて見た気がした。

「日菜ちゃん……」

「勇気を持たなきゃ。萌」

　大きく手を広げて、日菜ちゃんは私を抱きしめた。

「日菜ちゃん……ありがとう。私、ニューヨークへ行ってくる」

　そうだよ。ディーンに身体を気遣われても、無理にでもついていくべきだった。

「うん。行ってちゃんと話したほうがいいと思う」

　日菜ちゃんは吹っきれたように明るくなった私の顔を見て、にっこり笑った。

　ニューヨークへ行くと決めた私は、すぐに出発できる飛行機を予約し、ホテルを取った。ディーンは忙しいから、手間をかけさせたくなかったのだ。




　翌朝。小ぶりのスーツケースを持って一階に下りると、お母さんが見送りに玄関に現れた。

「なんだか慌ただしいのね？　本当に身体は大丈夫なの？　ディーンさんの親代わりともいえる叔父様が亡くなられたのだから、萌が行くのは当たり前だけど」

　なにも知らないお母さんが、私の身体を心配してくれる。

「うん。ディーンも私の身体を気遣って連れていかなかったんだけど、やっぱり私も行かなきゃいけないと思って。じゃあ、行ってくるね」

　お母さんに挨拶すると、待たせていたタクシーに乗り込み、成なり田た空港へ向かう。

　やがてタクシーは首都高速道路を抜け、順調に走っていく。

　十一時発の飛行機が取れている。ニューヨークへの到着は現地時間の十一時四十五分。約十二時間四十五分のフライト。

　昨晩は急いで荷物をスーツケースに入れたから、忘れ物がありそうだ。

　足りなかったら向こうで買えばいいよね。とりあえず必要なのはパスポートとお金、クレジットカード。それさえあれば、向こうで不自由することはないはず。










会いたくて




　飛行機を降りて入国審査の列に並んでいた私は、バッグからスマホを取りだした。メールと着信があった。

　ディーン！

　長時間の移動で疲れていた私の顔が明るくなった。

【体調はどう？　なるべく早く戻る。Ｄ】

　たったそれだけのメールだった。目の回る忙しさなのだろう。

　わかっているけれど、物足りなさを感じてため息をつきながらスマホをバッグに戻した。

　とりあえずホテルに荷物を置いてから行動しよう。




　エンパイアステートビルの近くのホテルの一室に落ち着くと、スマホを出してディーンに電話をかけてみる。

　呼びだし音が鳴り、すぐに留守電のメッセージに切り替わった。

　なにも言わないまま切る。彼が出なければカーティスさんにかけようと考えていたからだ。早速カーティスさんに電話をする。

『はい？　カーティスです』

「あ、あの、カーティスさん」

『萌さん、どうしたんですか？』

「ニューヨークにいるんです。ディーンはそこにいますか？」

　私がニューヨークにいることを知ったカーティスさんは、戸惑いつつ英語で話し続ける。

『いいえ。ここにはおりません。会議中で今は出ることができません。萌さんのことをお伝えしておきましょう』

　堅い言葉に私は不安になった。

「どのくらいで会議は終わりますか？　葬儀は終わってしまいましたか？」

　立て続けに質問をすると、電話の向こうから大げさなため息が聞こえてきた。

『萌さん、今ディーンが大変ご多忙なのをおわかりにならないのですか？　なぜ日本でおとなしく待っておられないのですか？』

　心底呆れたような口調で言われて、肩がビクッと揺れる。

「……わ、わかりました。時間ができたらでかまわないので電話が欲しい、と伝えてください」

　取りつく島のない対応に落胆して電話を切った。

　ディーンと連絡が取れなければ、どこに行けばいいのかわからない。会議はどのくらいで終わるの？　早く連絡してきてほしい……。




　ホテルの部屋でディーンからの電話を待っていた。二時間後にかかってきた電話の相手の表示を見て落胆する。

「もしもし？」

『萌さん、明日の朝一の便を予約しました。お帰りになってください』

「カーティスさんっ!?　どうして!?」

　なぜそんなことを言われるのかわからなくて、スマホを握りながらイスから立ち上がっていた。

『あなたまでディーンをわずらわせるのですか？』

「どういうことですか……？」

　あなたまでディーンをわずらわせる？

『あとで部屋にチケットを届けさせます』

　ホテルや部屋を知らせていないはずなのに、彼はすでにわかっているようだ。

　一方的に電話を切られて唖然とした。

　どうして？　ディーンと話がしたい。それだけなのに……もしかしてディーンが『帰せ』と言っているの？

　そのとき、手に持ったままのスマホが鳴った。この番号は……タマラさん？

「……もしもし？」

『萌さん？　タマラよ。心配でニューヨークへ来たってわけね？』

　電話の向こうで愉快そうな笑い声が聞こえる。

「どうして私が来たって知っているんですか？」

『あなたがカーティスに電話したとき、私も彼と同じ部屋にいたからよ』

　確かめようがないけど、おそらく本当のことを言っているのだろう。そうでなければわかるはずない。

「……電話を切ります」

『ディーンの叔父様の自宅は知っていて？』

　電話を切ろうとしたものの、手が止まる。

『今夜、親族が集まる追悼会が遺骨を埋葬した教会で開かれるの。萌さんもいらしたら？』

「追悼会……」

『ディーンと話ができていないんでしょう？　私もそうなの。でも、そこでならディーンと話せるのではないかしら。二十時にグリーンローン墓地よ。十九時に迎えに行くわ。元妻と婚約者が一緒に現れたらディーンは驚くわね』

「グリーンローン墓地……」

　まったく知らない墓地の名前を忘れないように、デスクの上に用意されたホテルのメモ用紙に書き留めた。




　それから、カーティスさんの言葉に悩みながらディーンからの連絡を待ち続けていると、ベルボーイが現れた。

　手には封筒を持っている。一度受け取り、誰からか見て、気持ちは落ち込んだ。

「依頼主に返してください」

　私は首を横に振り、受け取りを拒んだ。

「ですが……」

「お願いします！　依頼主に返してください」

　強く言うとベルボーイの鼻先でドアを閉めた。

　カーティスさんったら、本当にチケットを届けさせるなんて……ディーンは知っているの？　ううん。知っていたらこんなことはしないはず。

　時計を見ると、追悼会の始まる二十時までにはまだ時間がたっぷりある。

　十九時にタマラさんが迎えに来てくれる。ディーンが恥ずかしくないよう支度をしよう。せめて初めて会う親族にいい印象を与えたい。




　黒のワンピースに着替え、小さな黒いバッグを手にしてホテルのロビーへ下りると、背の高い女性がソファから立ち上がった。

「萌さん」

　タマラさんのストレートの赤毛と真っ白なスーツのコントラストがとても目を引く。

　彼女はそこがランウェイであるかのような洗練された歩き方で近づいてくる。

「お待たせしてすみません」

「あら、律儀に喪服を着てきたのね？」

「彼のご親族とは初対面ですから」

　言葉少なげに応対すると、タマラさんは肩をすくめた。

　彼女は腕を伸ばして、宝石がたっぷりついた高級腕時計を見る。

「行きましょう」

　ディーンの元妻タマラさんが一緒で気持ちは複雑だけど、心強くもあった。向こうにディーンがいるとしても、見知らぬ人ばかりのところへひとりで行くのは気後れしてしまう。いくら物怖じしない性格の私だとしても。

　外に停まっていたのは豪華なリムジン。運転手が車のドア前で待っていた。

「さ、乗って」

　私はリムジンに乗り込んだ。

　外は暗く、ニューヨークが初めてで土地勘のない私は、どこを走っているのかまるっきりわからない。

　これから会うことになる親族たちのことを考えると、気が張りつめてしまう。

「そんなに緊張することはないわ。向こうにディーンがいるんだから」

　タマラさんはリムジンに備えられているシャンパンを飲んでいた。私にも飲むように勧めてくれたけれど、緊張でなにかを口にすることができずに断った。

　脚を斜めに組んで座り、シャンパングラスを持つタマラさんは優雅だ。この人がディーンの妻だったと思うと、彼がなぜ私を好きになってくれたのかわからなくなる。

　気の利いた会話もできず、座席の隅に寄って窓の外を見ていた。




　三十分後。私は夜のとばりが下りた教会の近辺を、ウロウロ彷徨さまよっていた。周囲には民家はなく、薄暗い外灯がところどころにあるだけだ。

　怖さでブルッと身体が震え、自分の両腕を巻きつける。

　今から十分ほど前、グリーンローン墓地へ到着した私はリムジンから降りた。

　道が混んでいたせいで遅れそうだとタマラさんに急せかされて、バッグを手にするのを忘れて降りてしまった。

　そのまま教会のほうを眺めているうちに、リムジンは走り去ってしまったのだ。

　タマラさんは降りてはいなかった。すぐにだまされたのだと悟った。

　教会に灯りはついておらず、あたりに駐車している車もなかった。追悼会があったとしても、ここではなかったのだ。

　心細くて泣きたくなった。いや、実際に涙で頬を濡らしてしまった。今も下唇を噛んで涙を流すまいと堪える。

　泣いても仕方がない。ここを離れてタクシーを探そう。

　治安の悪そうな場所を歩くのは、足がすくんで一歩も動けないくらいに怖いけど、ここにいるのはそれ以上に怖い。後ろは墓地だった。暗がりでも墓石が見えておどろおどろしい。シーンと静まり返っていて、自分のヒールの足音でさえ誰かの足音に思え、震えて立ちすくみそうになる。

「……っ！」

　胃が痛みを訴える。

　今は痛みよりも恐怖に勝って歩かなきゃ……。ビクビクしながらも、まわりに気をつけて歩き始めた。

　――ギーギーギー！

「きゃっ！」

　五分ほど経ち、薄気味悪い鳥の鳴き声に耳を塞ぐ。ようやく墓地の門に到着したところだった。

　さらに少し歩くと、古ぼけたレンガ造りのアパートと民家が数件見えてきた。

　でも民家のドアを叩いて助けを求める勇気がない。住人が、どんな人かもわからないのだ。

「どうしてまだ早い時間なのに誰もいないの……でもいたらいたで、悪い人だったら怖いし……」

　少しの音や鳴き声でいちいちビクビクし、そのたびに心臓が暴れる。

「なんでバッグを持って出なかったんだろう」

　それだけが悔やまれる。バッグを持って車から降りていたら、助けを求める電話もかけられたのに。

　自分がここにいることは誰も知らない。

　そのとき、古びた建物の前に大柄な人が数人いるのが見えて物陰に隠れる。外灯のすぐ下に立つ彼らは、派手な色のＴシャツを着ている。

　いい人かも？　でも、もしそうじゃなかったら……？

　怖い……。

　幽霊より生きている人間のほうが怖い。とりあえず明るくなるまで待とう。

　私は見つからないように民家の植え込みの横にしゃがむと、膝を抱えた。

　少しして車がのろのろとした速度で近づいてくるのが、植え込みの隅に身を隠した私にもわかった。

　さっきまでは『車が通らないかな』と思っていたけど、やはり見知らぬ人の車を止めるのは不安だ。

　身をさらに小さくすると、隠れた植え込みの横を車はゆっくり通っていった。

　寒い……。

　昼間はなにもしなくても汗をかくくらい暑い気候だったのに、今はおそらく二十度を下まわっているぐらいの寒さ。でも、この寒さは恐怖心から来るものなのかもしれない。

　コンクリートが、薄い布地を通して肌を冷たくする。

　少しよくなったと思っていた胃が、キリキリと痛みを訴えている。

　そういえば、機内食を食べてからなにも口にしていない。

　ディーン、今頃どうしているかな？

　カーティスさんは私がニューヨークに来ていることを伝えてくれた？

　ううん。航空券を押しつけるくらいだから言っていないはず。忙しいディーンの手をわずらわせるわけにはいかないってね。

　考え事をしていると、車のヘッドライトが目に入る。

　またゆっくり走ってる……。

　だけど、道路に出る勇気はない。




　早く朝になってほしい……。そう思いながら腕時計に目を凝らすと、二十二時を回ったところだ。長い時間が経ったように思えたけれど、腕時計の針はあまり動いてはいなかった。

　疲れと胃の痛みで、私はうずくまるようにして両腕の上に顔を伏せた。

　恐怖を堪え、ひどい胃痛に見舞われているのにウトウトしてくる。

　現実から逃避したかったのかもしれない。




　寝るつもりはなかったのに、いつの間にか軽く眠ってしまったようで、ハッとして顔を起こす。

　ディーン……今頃、どうしている？　まだ仕事をしているのかもしれない。カーティスさんが、ディーンは寝る時間を惜しんで働いていると言っていたから……。

　ディーンに会いたい……。

　彼に思いを馳はせる私の耳に、自動車のエンジンの音が近づいてきた。今までも車は通っていったけれど、今回はゆっくりではなく、普通のスピードだった。

　眠りから覚めたばかりのぼんやりした瞳で道路を見る。通り過ぎていく車の屋根に、赤と青のライトが光っている。

　警察の車？

　一台が過ぎ、再びもう一台、そしてもう一台、私のすぐ近くを走っていく。

　怖いっ！　なにか事件でもあったの？　殺人事件とか……？　強盗……？

　近くで事件があったと想像してしまうと背筋がゾクッとし、腕に鳥肌が立つ。

　そうだ……パトカーの前に出れば保護してもらえたのに……。

　過ぎ去ってから思い、肩をガックリ落とす。

　でも、ずっと同じ体勢でいたせいなのか、身体がこわばって足に力が入らない。

　喉が渇き、身体が熱いと感じて、額に手を置いてみた。

　本当に熱いのかもわからない……。

　今度は複数の足音が聞こえてきた。

　もしかしたらパトカーに追われている犯人かもしれない。そう思うと息をひそめるしかなかった。

　だんだんと意識が遠のいていくのがわかったけど、もう自分ではどうすることもできない。

　膝を抱えたままの形で座っていた私は、身体から力が抜け、地面に倒れた。










気づかぬ罠［ディーンＳｉｄｅ］




　私は叔父の葬儀が終わると本社に向かった。

　本社の執務室に着くと、ブラックスーツを脱いだ。叔母の落胆した姿を思い出すと、胸が痛む。

「一時間後に重役会議です。その前になにか口にされたほうが」

「あぁ。ホットドッグを頼む」

　手に持ったままのジャケットをジャックに渡す。

「かしこまりました」

　ジャックはそれをコートかけにかけると、部屋を出ていった。

　デスクの上は叔父の部屋から持ってきた書類のファイルで埋まっている。その量の多さに大きくため息をつく。

　会議まであと一時間。私はネクタイを緩め、袖をまくり上げてデスクに向かうと、山積みのファイルを手にした。




　重役会議から執務室に戻ると、先ほどから始まっていた偏頭痛に顔をしかめた。

「確か、ジャックのデスクに薬があったはず……」

　隣の部屋へ行くと、ジャックは席を外しており、彼のデスクの前に立つ。

　デスクの上にあるのは電話とパソコンだけで、ジャックの潔癖症ともいえるキレイ好きが窺える。

　一番上の引き出しを開けて頭痛薬を探していると、バイク便のレシートが貼られた封筒に目が留まった。

　小さくタイピングされた文字は、私が利用しているホテル名。そしてその下に【ルームナンバー・１２０４　MS.　MOE　FUJITA】の表記。

「これは……？」

　エアラインのロゴが入ったその封筒を手にして、閉じられていない封を開けた。

　明日の朝発の萌の航空チケットだった。

「萌が来ているのか？」

　そうでなければ萌の名前で、ニューヨーク発成田行きのチケットはありえない。

　怒りに任せてぐしゃっとチケットを握りつぶす。

「くそっ！　ジャック！　ジャック！」

　ジャックを呼びながらズボンのポケットに手を入れ、自分のスマホを探す。

「……そうだった」

　ブラックスーツの胸ポケットに入れっ放しだったことを思い出す。

　執務室でジャケットからスマホを取りだして見ると、萌からの着信が何度もあった。

「くそっ！」

　自分を罵ののしったとき、紙袋を抱えたジャックが入ってきた。

　ジャックは私の顔を見ると、床に転がるぐしゃぐしゃのチケットに目をやった。そしてゆっくり顔を上げた。

　私の怒りにも彼は動揺せず、無表情で見つめる。

「ジャック！　どういうことなんだ!?」

　彼にこれほど怒りをあらわにしたことはなかった。

「ディーンは今、萌さんにかまわれている暇がないからです。こちらへ来てから睡眠を二時間以上取りましたか？」

「なにをっ！　そんなのは理由にならない！　勝手なことを言うな！　萌はニューヨークに来ているんだろ！」

　苛立ちの言葉をぶつけると、スーツのジャケットを鷲掴みして執務室を出た。

　エレベーターに向かいながらスマホを操作する。

「萌、ホテルの部屋にいるのか？　出てくれ」

　呼びだし音が鳴るばかりで彼女は電話に出ない。

　本社ビルを出てタクシーを拾うと、ホテルへ急がせた。




　焦る気持ちを抑え、ホテルに足を踏み入れると、総支配人のキャメロンが近づいてきた。

「お客様は三十分ほど前にお出かけになっています」

「出かけた？」

「はい。ドアマンの記憶では、ディーン様の元奥様のタマラ様とご一緒に」

　キャメロンの話に私の顔が険しくなった。

　どういうことなんだ!?　タマラと一緒？

「とにかく、萌の部屋を開けてくれ」

　キャメロンのあとをついていきながら、スマホをポケットから取りだしタマラへ電話をかけるが、すぐに留守電になる。

「なにを考えている……？　タマラ……」

　彼女は女性と仲よく出かけるタイプではない。ましてや私のフィアンセと一緒に出かける？

　困惑しながら萌の部屋に入ると、ホワイトの小さなスーツケースしか見当たらない。

「タマラとどこへ行ったんだ？」

　キャメロンは内線でなにかを話して受話器を置くと、私に向き直った。

「お嬢様は喪服をお召しになっていたようです」

「喪服？」

「なにかここに書かれているようですが？」

　メモは日本語で書かれているようで、キャメロンには内容がわからない。

「見せてくれ」

　メモを受け取ると萌の字で【グリーンローン墓地】と書かれていた。

「なぜ墓地へ？」

　叔父が埋葬された墓地ではない。だがここにメモをしているということは、関係があるに違いない。とにかくそこへ行ってみよう。




　グリーンローン墓地が見えてきて、ホテルの車はゆっくりとあたりを窺うように速度を落として走行していた。鉄柵越しに墓石が見える。

「この辺は危ないですよ」

　ホテルの運転手が言う。

「知っている。しかし萌を探さなければ」

　どうかこの近くにいてほしい。タマラがなにを企たくらんでいるのかわからないが、手がかりはメモに書かれていたこの墓地だけだ。

　車は不用心に開いている門を通り抜け、墓地の奥にある教会の前へとやってきた。

「こんなところにおられるわけがありませんよ」

　ホテルの運転手はフロントガラスから外を覗き込む。

「見てくる」

　私もまさかこんなところに萌がいるとは思っていないが、万が一のことを考えて車から降りた。

「萌！　萌！」

　あたりを見渡し、萌の名前を呼ぶ。

　しかし、その声に驚いたカラスがバサバサッと羽を羽ばたかせて嫌な声で鳴いただけだ。萌の姿は見当たらない。

　落胆と絶望が私を襲う。

　本当にここへ来たのか？　違うところにいてほしいと願う。何度も萌に電話をしても繋がらない。

　口元を引きしめてポケットからスマホを取りだし、タマラへ電話をかける。しかしこちらも繋がらない。

　くそっ！

　苛立ちが募ったとき、スマホが振動した。

「なんだ!?」

　相手がホテルからかけてきたジャックだと知って、噛みつくように電話に出た。

『ディーン、萌さんは？』

　ジャックの声はいつもより冷静さが失われているように聞こえた。

「まだ見つからない！　市警へ探すように言ってくれ」

『わかりました』

　ジャックとの電話を切ると、もう一度あたりをぐるっと見渡してから、車に乗り込んだ。




　その後も萌を見つけられず、私は一度ホテルへ車を向かわせた。

　萌が戻ったという連絡はなかったが、もしかして部屋に帰っていれば……と淡い期待をしつつ望みをかけたのだ。

　しかし彼女は戻っていなかった。

　落胆したそのとき、スマホが振動した。急いでポケットから取りだすと、メールが一通入っていた。

　メールを開くとタマラからだった。

【萌はグリーンローン墓地の前に置いてきたわ】

　それだけの文だった。

　くそっ！　たった今、そこから帰ってきたばかりだ。もう一度あの周辺一帯を探さないと。

　怒りでスマホを床に投げつけたい衝動に駆られたが、大きく息をついてポケットにしまう。

　萌になにかあったらタマラを殺してやる。

　萌の部屋を出てエレベーターを待つのももどかしい。

　早くもう一度行かなければ、と気持ちが急いている。

　萌、どこかへ身を隠していてくれ。あの辺は治安が悪いんだ。

　やっと到着したエレベーターで一階まで下り、ロビーへ行くとキャメロンとジャックが深刻な表情をしていた。

「市警にグリーンローン墓地周辺を捜索するように伝えてください。タマラがあそこに置き去りにしたらしい。ジャック、運転を頼む」

　キャメロンに市警への連絡を頼むとエントランスに走った。




　萌……今、君はどこにいる？　心細いだろう。どうか無事でいてくれ。

　ジャックの運転でもうすぐグリーンローン墓地に再び到着というとき、複数のパトカーが停車していた。

　ニューヨーク市警に萌を捜索させているが、パトカーを見た瞬間、嫌な考えが脳裏をよぎり手が震えてきた。

「停めてくれ」

　車が停まるか停まらないかぐらいで、飛びだしていた。急いで人だかりに近づくと、警察官が萌を抱え上げるところだった。無線で他の警察官が救急車を要請している。

「萌！」

　警察官の腕の中で意識を失っている萌の元へ駆け寄る。

「あそこの植え込みの陰で見つけました。意識障害を起こしているようです。数分後に救急車が来ます」

　警察官が説明をする中、萌の身体を奪い取るようにして抱く。

「外傷は？」

「見たところ、なさそうです。着衣の乱れもありませんでしたから、事件性はないでしょう」

「よかった……」

　彼女の冷たくなった額に唇を当てると、腕の中でピクッと身体が動く。

「萌っ？　萌!?」

　名前を呼んだが、萌の目は開かず反応はなかった。

「呼び続けていてください。救急車が――あぁ、来ました！」

　サイレンを消した救急車が私たちの前で停まった。




　ニューヨーク州の大学病院に運ばれた萌は精密検査を受けて、今は特別室のベッドで眠っていた。

　三十八度あった熱も点滴で徐々に下がり始めて、安堵する。

　空は白み始め、人々が活動する時間になっても、萌は身じろぎもせずにぐっすり眠っていた。

　額にかかるひと房の髪をゆっくり撫でつける。

　透明感のある肌に、まだ血の気は戻っていない。

　怖かっただろうに……タマラのしたことは許せることではない。

　彼女の所在を確かめると、すでにニューヨークにはいないことがわかった。

　なんらかの形で罪を償わせようと考える。萌が許すかわからないが。

　それから病室にパソコンを持ち込んで仕事をしている私を、ジャックは苦虫を噛みつぶしたような顔で見ていた。

「少しはお休みください。ディーンの身体がまいってしまいます」

「お前のせいなんだ。好きで仕事をしているわけじゃない。早く日本へ戻るためだ。ジャック、もうなにも言うなよ？」

　パソコンの画面から顔を上げずに言う。

　ジャックの気持ちはわかる。身体を壊したら元も子もない。だが、今は仕事に打ち込み、萌の回復を待ってすぐ日本へ帰るつもりだった。

「……わかりました。では、お食事を手配いたします」

　ジャックに言われて、昨日の会議の前にホットドッグを食べて以降、なにも食べていないことに気づく。

　そこへドアがノックされ、看護師がバイタルのチェックにやってきた。私に頭を下げるとまっすぐベッドに近づいていく。










愛しい人の元へ




　手首に触れられる感覚にビクッと身体を震わせ、目を開けた。目の前には首から聴診器を下げている黒髪の東洋人らしき女性が立ち、私の手首に触れながら時計を見ている。

「私……」

「目が覚めましたね」

　看護師がにっこりと笑顔で言ったとき、急いで近づいてくるような足音がした。

　看護師の横に立ったのはディーンだった。彼女は場所をディーンに譲る。

「萌！」

「ディー……ン……私……あっ！」

　走馬灯のように、恐怖でおびえた記憶が思い出された。

　その途端、思わず顔を歪ませてしまう。

「ダーリン、もう大丈夫だ」

　ディーンは私の気持ちを落ち着かせるように頬を撫でる。

「私……怖かった……」

「心配したよ。もう二度と怖い思いはさせない」

「もうディーンに会えないかと思った……」

　あのときの心細さを思い出した途端、涙が溢れ出て枕を濡らす。

　しばらく涙をハンカチで拭かれているうちに、気持ちが落ち着いてきた。

　私はもう安全なところにいる。

「ダーリン、泣かないでくれ。あのときの恐怖はどうか忘れてほしい。そうしないと君の心と身体がつらい」

　そう言うディーンのほうがつらそうだった。顔色も悪く少し痩やせたみたいだ。カーティスさんの言う通り、激務だったのは間違いない……。

　点滴を受けている手を、無意識にディーンの頬に伸ばす。

「ディーン……勝手に来てしまってごめんなさい……どうしても会いたかったの。でもそれはただ、私が精神的に子供だったんだと後悔してる」

「いや、タマラが不安になることを言ったんだろう？　ちゃんとフォローできなかった私の責任だ。それに、電話に気づき、君がニューヨークへ来たとわかっていれば、こんなことにならなかった」

　彼の頬に触れた私の手が、彼の大きな両手で包まれる。そして、キスが落とされる。

「ディーンを日本で待っていれば、こんな騒ぎにならなくて済んだのに……タマラさんに、ディーンが欲しいのは子供で、私を愛していないって言われて……」

「そんなことを……すまない。ちゃんと言ってあげていればよかった。出会ったときから私の心には君しかいない。こんなことになったのも私のせいだ。萌、自分を責めるのはやめてほしい。充分つらい目に遭ったんだ。あのまま萌を失っていたら、私は一生自分を許せなかった」

　いつの間にか看護師は病室を出ていたけど、まだ人がいたことに気づく。その人と目が合うと、ベッドに近づいてきた。

「萌さん。申し訳ありませんでした。あなたの命を危険に晒してしまい、ディーンの秘書失格です」

　カーティスさんは瞳に後悔の色が窺えた。

「カーティスさんのせいでもないです。私の考えが足りなくて。彼女についていった私が一番いけないんです」

「これがホテルに届きました」

　カーティスさんが見せたものは、私がリムジンに置きっ放しにしてしまった黒いバッグだった。

　パスポートはホテルの金庫に入れていたけど、バッグにはスマホと財布が入っている。戻ってこなかったら相当なショックを受けていたはず。返してくれたということは、タマラさんにも良心があったということなのかな……。

「なにを考えているんだ？」

　ディーンの声で私は考え事から引き戻される。

「え？　あ……タマラさんにも申し訳ないと思う気持ちがあったのかなって……」

「彼女をいい人だと考えないでいい。ただ単にバッグが邪魔だったからだ」

　ディーンのタマラさんへの考えに驚き、瞳が大きくなる。やっぱり彼はタマラさんをもう好きじゃないとわかり、胸のつかえがスーッと取れていく気がした。

「では私は一度本社へ戻ります。ディーンのお食事は運ばせますので」

　カーティスさんは一礼すると病室を出ていった。

　ディーンはベッドのそばにパイプイスを引き寄せて座り、私の手を包むように握る。

「君がここに来ていると知り、ホテルへ行ったらいなくて焦ったよ。ホテルの者がタマラと出ていったところを目撃していて、なにか手がかりになるものはないかと部屋へ行ったんだ。グリーンローン墓地とメモ帳に書かれていることに気づき、すぐに向かったんだが」

　私の手を握るディーンの手に力がこもる。

「バッグを持たないで外に出て、気づいたらリムジンは走り去っていたの。薄気味悪くて、かなり怖かったけれど、とにかく墓地を出ようと……でも、出たら今度は人が怖くて……」

「植え込みの陰に隠れたのはいい考えだったね。何度も萌の近くを車で通ったのに見つけられなかったのは私のせいだ。ちゃんと車から降りて探していたら、萌も出てこられたのに」

　そのことをとても後悔しているようで、ディーンの顎がこわばっているみたいに表情が硬い。そうなると、私が明るく振る舞わなければと思ってしまう。

「ディーン、もうこの話は忘れましょう？　思い出したくないことだから」

「もちろんこの出来事は忘れるべきだ。まだ熱もあるから眠ったほうがいい」

「お仕事、大変なんだよね？　会社へ行って。私は大丈夫だから」

「いいんだ。ここで仕事をしている。安心して眠るんだ」

　ディーンは私の額に口づけると、ソファへ行き仕事を始めた。私の視線に気づいたのか、パソコンから顔を上げるとにっこり微笑んでくれる。その微笑みに胸がトクンと高鳴る。

　もうなにも心配することなんてないよね？

　私もディーンに微笑むと目を閉じた。




　熱が完全に平熱に戻るまで二日かかった。私と一緒に日本へ戻るためにディーンは本社で仕事をこなしていた。

　忙しくても彼はちゃんと私のことを考えてくれて、必ず日中と夜に顔を見せに来てくれた。

　そして四日後の退院の日の朝、迎えに来てくれたディーンと共にホテルへ帰った。

　体調はすっかり戻り、かえって元気になったほどだ。

　そう言ってもディーンは甲斐甲斐しく世話してくれる。

　驚いたことに、私が予約したホテルにディーンが滞在していた。出張の宿泊や飛行機などの手配はカーティスさんや柏木さんの仕事だったから気づかなかった。おそらく名前を聞いたことがあるホテルで、無意識に予約したのかもしれない。

　ディーンに肩を抱かれながらエントランスを抜け、ロビーに足を踏み入れると、ロマンスグレーの男性が近づいてきた。

「退院おめでとうございます」

　丁寧に頭を下げ、その男性は私に大きなバラの花束を渡す。突然のことでポカンとしてしまうと、「彼はこのホテルの総支配人のミスター・キャメロンだ」とディーンが紹介してくれた。

「ありがとうございます」

　花束に驚きを隠せないけど、ディーンとミスター・キャメロンが親しそうなのにも目を見張る。

「ご婚約者様がお元気になられてよかったです」

「ありがとう。キャメロン、あのときは世話になったね」

「いいえ。お部屋のご用意ができておりますので、お疲れにならないうちにどうぞお部屋へ」

　ミスター・キャメロンに促されて、私たちはエレベーターホールへ進んだ。

　自分の取っていた部屋に行くものと思っていたけれど、どうやら違うらしい。ディーンは最上階のボタンを押した。

「私が取っていた部屋もほとんど寝るだけだったから狭かったんだ。萌の荷物はすでに移動してあるよ」

　エレベーターを降りて廊下へ進み、突き当たりの部屋まで来ると、ディーンはカードキーでドアを開けた。

　ディーンに先に入るよう促され、中へ入るとステキな空間が広がっていた。

　落ち着いた深緑のカーペットから伸びている、色とりどりの三十センチ四方ほどのハート形のバルーンに目を丸くする。十個以上はあるだろうか、そのひとつひとつにリボンがつけられている。

「かわいい……ありがとう。ディーン」

「退院おめでとう」

　微笑んだディーンが私を抱きしめると、腕の中のバラの花束がガサッと悲鳴を上げる。彼は苦笑いを浮かべながら私の手から花束を取り上げ、すぐ近くのテーブルに置き、もう一度抱きしめた。

「早く君と暮らしたい。式は一ヵ月後でどうだろうか？」

「えっ？　そんなに早く？」

　びっくりしてディーンの腕の中から顔を仰ぎ見る。

「そんな顔をして……不満なのかい？」

「不満なわけないでしょう？　でも、式場とか、用意とか……」

　頭の中でいろいろ考えてしまう。とてもじゃないけれど一ヵ月で結婚式はできない。

「私にできないことはない」

「すごい自信ね」

「最悪、どこも式場が取れなかったらあとで挙げるとして、君は身体ひとつで私のところへ来てほしい」

　ディーンは極上の微笑みを浮かべた。

「いいね？　愛しい人。愛しているよ」

「ディーン、私も……」

　ステキなプロポーズに胸が熱くなって、涙が頬を伝った。

「幸せになろう」

　ディーンは顔中にキスを降らせ、感動していた私はもう言葉が出なかった。

　最高に幸せだった。




　その夜、ディーンは亡くなった叔父様の妻であるキャサリン夫人に私を紹介すると言って、ホテルのレストランで食事をした。

　叔父様が亡くなったばかりで、こんな話は申し訳なかったけれど、ニューヨークにいる貴重な機会だから、と叔母様を呼んでくれた。

　六十代の叔母様は、上品な光沢のあるグレーのドレスを着て現れた。肩までの豊かなブルネットは往年の女優のようで、華やかさと気品がある女性だった。ディーンと話をするときの愛情を込めたアンバーの瞳が印象的で、彼は叔父様夫婦に愛されていたのだろうと思う。

　食事が終わり、別れ際に、叔母様は「主人は仕事で寿命を縮めたようなものだから、ディーンの身体にくれぐれも気をつけてほしい」と私に瞳を潤ませながら伝えた。

　六十七歳での早すぎる死。ディーンの父親である兄が亡くなってからＤＫホールディングスを守ってきた重責。

　ディーンの健康に気をつけると約束すると、華きゃ奢しゃな身体の叔母様は最後に私を抱きしめて、迎えの車で去っていった。

　その後、ディーンから聞いた話では、私との婚約を知らせたとき、叔母様は反対したらしい。でも、ご主人を亡くし、考えを変えたようだ。

　一番大切なのはお互いの愛。

　愛のある結婚が、ディーンの最高の幸せなのだと。




　そして翌日の午前に叔父様の墓石へ挨拶し、午後、私たちは日本へ戻る。

　ホテルのブランドショップでディーンに買ってもらった、カシュクール風の鮮やかなブルーのワンピースを着ている。サラッとした上質な生地でとても着心地がよく、心も弾んでくる。

　エレベーターを待ちながら、彼にこのワンピースを買ってもらったときのことを思い出す。

　叔母様と別れてスイートルームに戻ってきてから少しして、私のスーツケースの中身を見たディーンは唖然とした。

『私のフィアンセは旅行の用意もまともにできないのかい？』

『だって、急いでいたから適当に……足りなかったら買おうと思っていたから。普段はちゃんと用意ぐらいできますから、もう見ないで』

　私がスーツケースをパタンと閉めると、ディーンは私の手を掴んでドアへ向かう。

『ディーン？』

『今から買いに行こう。このホテルのショッピングアーケードにショップがある。二十二時前だ。まだ開いているだろう』

『明日帰るだけだからいらないです』

　ニューヨークに来たときのパンツスーツを着て帰ればいいと思っていた。

　しかしディーンはドアの前で立ち止まり、首を横に振ると大げさにため息をつく。

『頑固だな。買うと言っているんだからおとなしく買わせなさい』

　ディーンは珍しく強い口調で言い、キョトンとした私の唇の端に軽くキスを落とすと、ブランドショップへ連れていったのだ。

　そのときのことを思い出し、クスッと笑みを漏らすと、ディーンが不思議そうに顔を覗き込む。

「その笑いは？」

「え？　わ、笑ってた？」

「ああ。幸せそうに笑っていたよ」

「うん。ディーンが隣にいて幸せだから……」

　ディーンの優しい微笑みに胸をときめかせる。

「正直で結構。私も萌が隣にいてくれて幸せだよ」

　ディーンは私のこめかみに口づけると、やってきたエレベーターにレディファーストで私を乗り込ませてから続いた。

　ロビーに降りると、ミスター・キャメロンがゆったりとした足取りでにこやかに近づいてきた。

「ディーン様、モエ様、もうお帰りになるのですね」

　そう言うと残念そうな顔になる。

「近いうちに再び来なくてはならない。そのときにまた頼むよ」

「もちろんです。お待ち申しております」

　私はステキなホテルを目に焼きつけておこうと、ぐるっとロビーを見まわした。

　出入口近くの壁側にあるアンティークのがっしりしたテーブルの上に、たくさんの種類豊富な花が置かれている。

　横に大きな花瓶があるところを見ると、これから活けるようだ。

　どんなふうに活けるのだろうと思っていると、テーブルのそばに立っていた女性がスマホで話し始めてから、すぐに血相を変えてキョロキョロとあたりを見まわしだす。

　どうしたんだろう……？

　その女性はフロントに駆け寄り、なにかを言うとホテルから出ていってしまった。

「萌、行こうか」

「はい」

　そのとき、女性と話をしていたフロントの女性がミスター・キャメロンに駆け寄ってきた。

「総支配人、花屋の女性の子供が事故に遭って――」

　仕事を放りだして行ってしまった、と困った顔でフロントの女性がミスター・キャメロンに伝えているのが聞こえた。するとすぐにディーンの眉間に皺が寄る。

「活ける人が帰ってしまったらしいね」

「……ディーン、まだ時間ある？」

　彼は腕をクイッと伸ばし、腕時計を見た。

「二十分くらいなら」

「私にやらせてもらえるようにお願いしてほしいの」

「わかった」

　ディーンはミスター・キャメロンに、フィアンセにやらせてくれと伝えた。

　でも、ホテルの顔であるロビーの装飾を任せるのは……と、ミスター・キャメロンは心配している。

　私が華道の師範であることをディーンが話すと、少し顔が緩み、頷いてくれた。

　二十分しかない。私はアンティークのテーブルに近づくと、早速活け始めた。

　徐々に花が形になっていくと、ミスター・キャメロンの表情が笑顔に変わる。ディーンは近くで見守ってくれていた。




「……これは……素晴らしい」

　活け終わった、花瓶にアレンジされた花を見て、ミスター・キャメロンが感嘆の声を上げる。

「ありがとうございます。モエ様。お客様に見苦しいところを見られずに済みました」

　彼がなにやらフロントのほうへ合図すると、中から男性がひとりやってきた。

　その男性からなにか紙のようなものを受け取ったミスター・キャメロンは私に向き直り、それをうやうやしく差しだした。

　見てみると小切手だった。金額も目を見張るものだ。

「これは受け取れません」

　私は断り、大きく首を横に振る。

「それでは私どもの気持ちが治まりません」

　ミスター・キャメロンはなおも私に小切手を渡そうとする。困ってしまい、ディーンに助けを求めるように見上げた。

　ディーンは私に微笑むと、ミスター・キャメロンから小切手を取り上げた。

「これは小児病院にでも渡してくれないか？」

　そう言ってミスター・キャメロンの胸ポケットに小切手をスッと忍ばせる。

　そこまで言われてしまうと、ミスター・キャメロンも納得した様子で、私たちに深々と頭を下げた。

「またのお越しをお待ち申し上げております」

　ミスター・キャメロンや他のホテルスタッフに見送られ、私たちはリムジンに乗り込んだ。




　私たちが日本へ帰国したあと、タマラさんはニューヨーク市警の留置所へひと晩入れられた、とディーンから聞いた。これは彼からタマラさんへの制裁だった。ひと晩くらいでは罪は償えないものの、プライドを傷つけられた彼女はこれでおとなしくなるだろう、と。少しかわいそうだと思ったけれど、もう彼女と関わりたくないというのは私も望んでいることなので、彼の制裁は仕方ないことだったのだろう。




　それから一ヵ月後――。

　とてもすがすがしい秋晴れの空の下、私はディーンと結婚する日を迎えた。

　千波兄の力添えもあって、本日式が行われる二組の間の時間を使って、結婚式を朝倉ホテルで挙げられることになった。招待客が三十人ほどのこぢんまりした結婚式だから可能だったのだろう。

「萌っ！」

　花嫁控室のソファにひとりで座っていたウエディングドレス姿の私のところに、日菜ちゃんと愛さんが様子を見に来た。

　昨日、愛さんは、イタリアからスペインリーグに移籍した郁兄と共に帰国し、朝倉ホテルに泊まっている。

「日菜ちゃん、愛さんっ！」

「萌ちゃん、おめでとう。とっても輝いてキレイよ」

　愛さんが腰を屈めて私の頬に祝福のキスをしてくれる。

　外国生活の習慣で、ハグと頬へのキスはとてもサマになっている。

「ありがとうございます。愛さんも変わらずにステキ」

　彼女は細いストラップの黒い膝丈のドレスを着て、オーガンジーのショールを肩にかけている。

　久しぶりの再会だけど、愛さんはまったく変わっていなくて美しく、幸せそうだ。

「日に焼けちゃって、ドレスが似合わないの」

　そう言って彼女は苦笑する。

　郁兄のサッカーの試合を観に行くことが多くて、明るいスペインの太陽で焼けてしまったらしい。

　毎日のように屋外で練習する郁兄は浅黒く、もっともっと精せい悍かんさが増していた。

「郁兄は？」

　姿が見えない郁兄はどうしたのかと尋ねる。

「遠慮して廊下で待ってるわ。でもね、女の子たちに捕まっちゃったみたい」

「郁斗、大活躍中だものね。女の子たちに人気があるのも仕方ないよ」

　日菜ちゃんはにっこり頷く。

　ふたりがこの部屋に入る直前に、『きゃーっ！』という悲鳴に近い声が聞こえたのはそのためだったのだ。

「日菜ちゃんもかわいいよ。体調は大丈夫？」

　日菜ちゃんはハイウエストで切り替えのあるベビーピンクのドレスを着ている。そんなかわいい日菜ちゃんを見て微笑む。

　妊娠四ヵ月に入った日菜ちゃんのお腹は、ほんの少し目立つようになってきた。

「もちろん、すこぶる調子がいいよ」

　お腹にそっと手を置く日菜ちゃんは、母性愛で光り輝くようだ。

　少し話して、日菜ちゃんと愛さんは花嫁控室を出ていった。

　その数分後、ドアが静かにノックされた。

「もう時間かな？」

　緊張感がグッと押し寄せてきて、ソファから立ち上がったところで入ってきたのはディーンだった。ホワイトグレーの光沢のあるタキシード姿は、モデルかと思うほどよく似合っていて、男の色香をたっぷり漂わせている。

　しばしその姿に私は見とれてしまった。

「萌、キレイだよ」

　私が選んだのは、シンプルなＡラインにショルダーがついているサテンのウエディングドレス。ウエストはクリアビジューで、光に当たるとキラキラと輝きを見せる。スカートのカットレースもとても繊細で美しい。

　ディーンは私のドレス姿を見つめながら、ゆっくり近づいてくる。

「チャペルでしか会えないと思ったのに、会えてうれしい……早く顔を見たかったの」

「緊張しているんだね？」

「ディーンはしてない？」

　口元を緩ませて余裕のある笑みをたたえたディーン。

「してないわけじゃないよ。これから君を一生幸せにしなければならないのだから」

「ディーン、ありがとう」

　彼の決心がうれしくて涙が出そうだった。

「キスしたいけれど、メイクが落ちたら一生恨まれそうだからやめておこう」

　ディーンはローズ色に塗られた私の唇を見つめる。アクアマリンの瞳は深い色味を帯びていた。

「ディーン」

　私はクスッと笑うと、背伸びをして顔を近づける。

「萌？」

「今キスしてくれなかったら、一生恨む――んっ……」

　言葉の最中にディーンは私の腰に腕を回して、キレイにルージュが塗られた唇を塞いだ。

「そうだ。メイクなんてやり直せばいい……何度でも君を愛していると誓うよ」

　ディーンは囁くように言うと、私の唇にもう一度甘いキスをした。







特別書き下ろし番外編













　アメリカ人のディーン・ロイドと結婚して、七年が経った。

　結婚前にディーンは広ひろ尾おにある６ＬＤＫの洋館を購入した。元の持ち主はフランス大使館の職員で、帰国することになりちょうど売りに出したところを、ディーンが見つけたのだ。庭も広く、数種類のバラが植えられていて、ディーンに案内してもらった瞬間から、私はこの家が気に入った。室内も広々として動線もよく造られていたし。

　結婚後すぐに妊娠し、専業主婦になり、翌年には双子の赤ちゃんを出産した。私の家系に双子はいなかったから、双子を妊娠したと医師に告げられたときは驚いた。ディーンの父親と叔父様が双子だったと聞いたのは、そのあと。

　結婚する前、一年間はみんなに認めてもらおうと一心不乱にがんばったけれど、体調を崩し、そしてディーンのプロポーズをきっかけに退社した。あのがんばった一年間は後悔していない。ときどき目の回りそうな忙しさを懐かしく思い出す。

　二卵性双生児である長男・世せ那な。彼より少し遅く生まれたのは長女・花はな。ふたりはすくすくと元気に育つ六歳児。

　セナは私に似て黒髪だけど、瞳は明るいブラウン。ハナの髪はセナの瞳のように明るいブラウン。瞳も薄い茶色だった。二卵性だから顔は似ていないけれど、ふたりとも人形のようにかわいい。

　性格は、セナはディーンのように優しく賢い。ハナは私に似てしまったのか、少々わがまま。特にディーンとセナがなんでも言うことを聞いてくれるので、女王様のようだ。

　そんな幸せな私たちに、家族がもうひとり増える。現在私のお腹の中で育つ赤ちゃんは七ヵ月。双子じゃないから腹部の大きさはそれほどじゃないけれど、最初の出産からずいぶん経ってしまっているから少々不安でもある。

　今、双子は近くの幼稚園に通い、来年はインターナショナルスクールに通わせることを考えていた矢先、ＤＫホールディングスの日本支社長を務めているディーンのアメリカ本社のＣＥＯ就任が決まり、私たち家族は八月に渡米することになった。

　もともと、ＤＫホールディングスはディーンの父親と叔父様が創設した会社。

　七年前に叔父様が死去し、アメリカ本社の上層部に、結婚した当時から『ＣＥＯに』と言われていたけれど、ディーンは私のために日本の支社長のままでいた。

　いつかはアメリカに住むのだということは覚悟していたけど、両親たちと離れるのは寂しい。

　それに、向こうで暮らせるのか心配だった。

　ＣＥＯともなれば、上流社会のパーティーへの出席も頻繁にあるという。それはほとんどが夫婦同伴とのことだ。

　クヨクヨ悩む性格ではないから、当たって砕けろの精神でがんばるしかない。でも、そう思い聞かせてもやはり不安は拭えない。

　ディーンは今、アメリカへ出張中で、戻ってくるのは明後日あさって。ディーンがいない日々は生活に張り合いがなくなる。

　今日は双子が幼稚園に行っている間に、オーダーしていたドレスを受け取りに表おもて参さん道どうにあるショップへ足を運んでいる。

　五月のそよそよと吹く風が気持ちいい。

　完成したドレスは送ってもらうこともできたけれど、気分転換を兼ねて、外に出たいのもあった。




「お胸は苦しくないですか？」

　高級ブランドのショップスタッフが、フィッティングルームで着替えた私に微笑みながら聞いてくる。

　アイスブルーのドレスは、膨らんだお腹のために胸のすぐ下に切り替えが入ったデザインで、リボンがあしらわれ、流れるようなドレープがエレガントな足首までの丈。袖はなく、胸のラインが大きく開いている。

　ディーンの瞳と似ているとあって、この色に決めた。

　壁一面の鏡の前で少し動いて着心地を確かめた私は、「まったく問題ないです」とにっこりスタッフに笑う。

「大丈夫です。苦しくありませんし、とても軽くていい感じです」

「よくお似合いです。御お髪ぐしは緩くアップにすると、とてもエレガントですわ」

「そうですね。当日はアップにします」

　私はスタッフと談笑して、支払いを済ませるとショップを出た。

　このドレスは、一週間後に開かれる朝倉ホテルの七十五周年記念パーティーに着ていくためのもの。妊娠中でお腹が大きいから、ディーンの勧めでオーダーメイドに。おかげでとてもステキなドレスを着て出席することができる。

　ショップを出て大通りを歩いていると、五メートルほど先で、よく知っている人が高級外車から降りたのが目に入り、立ち止まる。

　ディーンの右腕であるカーティスさんだった。

「カーティスさんっ!?」

　呼ぶ声もむなしく、彼は目的のショップに入っていく。

　彼が入ったのは、女性に人気のあるバッグのブランドショップ。

　カーティスさん、誰かにプレゼントするのかな？　もしかして恋人が？

　ディーンからはカーティスさんの恋愛話を聞いたことがないけれど、確か彼は三十八歳。恋人がいてもおかしくない。というか、有能でカッコいい男性なんだからいないほうがおかしい。

　あれ……？　確かカーティスさんもディーンに同行してアメリカ出張に行ったはずだけど……。

　そんなことを考えているうちに、ショップからふたりの男性が出てきた。ビジネススーツに身を包んだモデルのような姿の男性は、ブロンドの……ディーンだった。

「ディ……！」

　ふたりは車の後部座席へ乗り込んでしまった。呆然としているうちに、車は走り去っていった。

　身重な身体では追いかけることもできず、苦笑いを浮かべた。

　でも、どうして帰ってきたのに連絡をくれないの？

　いつものディーンらしくない……。

　その場で少し考えてしまったけれど、ここでそうしていても仕方ない。

　きっと突然帰ってきて驚かそうとしているのかもしれない。夜に戻ってくるだろうから……夕食はなににしよう。

　ディーンは和食が好きで、さっぱりした味つけを好む。特に出張から帰ってくると和食を食べたがる。

「早く帰ろう」

　私はタクシー乗り場でタクシーを拾うと、広尾にある自宅へ戻った。

　幼稚園に通っている双子はまだ戻っていなかった。私が妊娠してから切迫早産になったこともあり、ディーンはナニーを雇ってくれた。

　双子の幼稚園の送り迎えと、英語の家庭教師は、元中学校教諭で英語を教えていた明あき子こ・ハミルトンさんに任せている。ご主人がイギリス人でこの近くに住んでおり、お子さんたちはもうとっくに独立しているけど、孫がおらず、セナとハナに実の孫のように接してくれている。双子たちもすぐに明子さんに慣れて、幼稚園の送り迎えを私がしなくてもぐずることなく、毎日楽しく通園してくれていた。

　寝室へ入り左手のドアを開けると、そこは六畳の広さのウォークインクローゼット。ドレスの箱を中央の台の上に置いて、開ける。薄紙を丁寧にはがしアイスブルーの繊細なドレスをかけた。隣にディーンのブラックフォーマルも用意してある。

「七十五周年のパーティーはきっと盛大なものになるだろうな」

　今から楽しみでならない。

　滅多に会えない郁兄と愛さんの家族もスペインから一時帰国するし。賑やかで楽しいパーティーになるはず。

　寝室を出ると、キッチンの冷蔵庫を覗いてなにを作ろうかと食材を探る。

　苦手だった料理はディーンのためにがんばった。少しでも喜んでもらいたくて。

　失敗は数知れずだったけど、なんとか普通に食べられる料理を作れるようになった。

　今夜のメニューは肉じゃがと冷奴、金きん目め鯛だいの煮つけに決めて、じゃがいもの皮をむき始める。

　気になるのはディーンのこと。さっきから何度もスマホのメールや着信を確かめているけれど、なんの連絡もない。

　もう少ししたら連絡が来るはず……。

「いたっ！」

　考え事をしていたせいで、左の親指を包丁で切ってしまった。傷はそれほど深くないようだけど、ぷっくりと鮮血が傷口に浮かぶ。

　水で血を洗い流し、救急箱から絆創膏を取りだして貼っていると、玄関のインターホンが鳴り、双子が風のように部屋の中へ入ってきた。

「ママー」

「ママ！　ただいまー」

　双子たちは私に駆け寄り、ぶつかる直前で急ブレーキをかけるように止まってにっこり笑う。

　その無邪気な様子が、まるで天使みたいなふたりだ。

「セナ、ハナ、おかえりなさい。幼稚園は楽しかった？」

　彼らと同じ目線になるようにしゃがむと、両頬に小さな唇が当たる。

「いつもながら微笑ましい光景で、萌さんがうらやましいわ」

　あとから姿を現したのは、お手伝いをしてくれている明子さんだ。

「ふたりとも、お母様にキスをする前に手を洗う約束ではなかったかしら？」

「あー！」

　セナは約束を忘れて、慌てたように手を洗いにリビングからいなくなる。ハナのほうは小さなランドセルのような赤いチェックのリュックを下ろしてから、腕まくりしながらゆっくりセナのあとを追う。

「本当にかわいいお子様だこと」

　目尻を下げて微笑んだ明子さんは、テーブルの上にある救急箱に気づく。

「どうかなさったんですか？」

「あ、じゃがいもをむいていたらちょっと切ってしまって……」

「では私がむきますよ」

　明子さんがキッチンへ向かうのについていく。

「大丈夫です。それほど深くないし」

「いいんですよ。やらせてください。それより、お子様のお話を聞いてあげてください。萌さんにたくさん話したいことがありそうですよ」

　明子さんは手を洗うと、むきかけのじゃがいもを手に取った。

　するするとむいていく手つきはさすがだ。明子さんは、実家にお手伝いに来てくれている邦子さんみたいで親しみが湧いている。

「ママー、きいてきいて！　セナね～、みきちゃんから『すき』っていわれたんだよ」

　手を洗い、セナより先にパタパタと戻ってきたハナが、言いたくて仕方なかった様子で早速報告。

「なんでいうんだよ」と、不機嫌そうな顔で近づいてくるセナ。

「だってー、いいでしょ。セナはカッコいいからモテるんだよー」

　ハナはカッコいい兄が自慢みたい。

「ハナだって、にんぎょうみたいだっていわれてるだろ。だまっていればのはなしだけど」

　ふたりの会話に私はクスッと笑ってしまう。

　結局、どちらもお互いを自慢しているのだ。

「ぼくがすきなのは――」

「ちーちゃんだよねー」

　ちーちゃんとは、日菜ちゃんと千波兄の長女・千ち夏なつちゃんのこと。セナたちより二歳上の小学二年生。日菜ちゃんに似て色素の薄い髪にクリッとした目がかわいらしい。そして双子よりひとつ下の次女・菜な月つきちゃんがいる。菜月ちゃんは活発な子で、ハナと性格が似ている。四人が揃うと、賑やかを超えてうるさいくらい。一応、両家ともしつけは厳しくしているから、お行儀はいいのだけど。

　ハナに言われて、セナの頬がほんのりと赤らむ。

「ハナはね～、いくとおじちゃまとけっこんしたいの」

「はいはい」

　私は耳にたこができるくらいハナから聞かされているから、笑いながら受け流す。

「ハナはバカだな～。いくとおじちゃまにはキレイなあいおばちゃまがいるだろ」

　これもセナのお約束の言葉。

「じゃあ、あおがいい！　あおはカッコいいから」

　郁兄と愛さんの子供は現在、男の子がふたり。四歳の碧あお生いくんと二歳の翔かけるくん。三十三歳の郁兄は現在、スペインの誰もが憧れるチームの主力メンバーとして、スペインリーグのリーガ・エスパニョーラで活躍している。イギリスのチームでも活躍していたけれど、三年前に移籍しスペインに戻ったのだ。

　日本代表のキャプテンも務め、まだまだ現役でいけそうだけど、マスコミの噂では、帰国して朝倉ホテルの経営に携わり、千波兄を手伝うと言われている。それは何年も前からの噂でもあるんだけど。

　千波兄に聞いても『まだ秘密だから』と教えてくれず、今回の一時帰国でなんらかの発表があるのではないかと思っている。

「ハナはサッカーできる子がいいんだよね。あ、そうだ。お腹空いたでしょう？　おやつ出すの手伝ってくれる？」

「うん」

　ハナはキッチンについてきて、私が冷蔵庫からケーキの箱を出すのを待っている。

　そこでハナの視線が、シンク横の台に乗っているにんじんに釘づけになった。

「ママー、にんじんいれないでね？」

「ハナ、ちゃんと食べないとケーキはダメだからね」

　にんじん嫌いのハナだけど、口に入れて吐くほどじゃなくて、条件をつけると食べてくれる。こういうやり方は子供の教育によくないと思うけど、なんでも食べる子になってほしいからつい言ってしまう。

「日菜おばちゃまのお手製のチーズケーキなのに……そっか～、ハナは食べられないんだ」

「うー。じゃあ……たべる……」

　口元を歪めて無理やり言うところがかわいい。こんな姿にディーンもメロメロなんだけど。

　あ……そうだ、ディーンからまだ電話がない……。

　表情が暗くなったところにセナがやってきて、私の顔を覗き込む。

「ママ、どうしたの？」

「ううん。なんでもない。セナ、フォーク出してくれる？」

「ダディがいなくてさびしいんだね？　ぼくたちがいるから、そんなかおしないでね」

　セナは私のお腹に気をつけながら、慰めようと抱きついた。

「セナ、ありがとう。ダディが出張でもセナとハナがいれば寂しくないからね」

　セナの頬にキスを落とし、ケーキを取り分ける。

「明子さんもどうぞ。お茶にしましょう」

　あらかた下準備を済ませてくれた明子さんは手を洗い、紅茶の用意をする私を手伝ってくれた。




　明子さんが帰ってから、どうしよう……と、部屋をウロウロしている。

　出張から帰ってきてすぐ会議に入るのはよくあること。だから電話をかけるのも躊躇してしまう。

　ディーンの秘書の柏木さんは二年ほど前に結婚退職している。現在の秘書の女性はときどき電話で話すくらいで、ディーンが帰ってきているかなんて聞けそうにない。そんなことも知らないのか、と不思議に思われそうで。

　夕食を子供たちに食べさせてからお風呂に入れて、ふたりで一緒に使っている子供部屋のベッドで寝かしつける。

　壁にかけられた時計に視線を向けると、二十一時になろうとしていた。

　リビングに戻り、テーブルに置いていたスマホを手に取ると、ディーンの番号を呼びだす。

　呼びだし音が鳴るばかりで、彼は出ない。

「ディーン……」

　自分に知らせずに帰国して、ブランドショップから出てきたのはどうして？

　奥さんの妊娠中に浮気する旦那さんも多いと、数日前のバラエティー番組で知ったけれど、そのときは『よその家庭ではそんなこともあるんだ。ディーンは関係ない』と自信を持って思っていた。

　でも帰ってこないし、連絡もないから、だんだんとディーンの浮気を疑ってしまいそうになる。

　ブランドショップに行ったのは、誰かにプレゼントするために？

　その考えがよぎり、消し去ろうと頭をプルプル横に振る。

　私を愛してくれるディーンを疑うなんてバカらしい、と思い直す。私のためにブランドショップへ行ったのだと考えるようにする。けれど……。

　何度電話しても出ないのは？　あれは見間違いじゃなかった。カーティスさんならともかく、ディーンを見間違うわけがない。

　仕方なくカーティスさんの番号をスマホの画面に表示させ、電話をかけた。

　呼びだし音が鳴り、なかなか出なくて切ろうとしたとき、彼が出た。

『萌さん、どうしたんですか？』

「カーティスさん、ディーンが電話に出ないんですけど……」

『こちらは……まだ朝の八時ですよ？』

　こちらは朝の八時？　カーティスさんは嘘をついている……。やっぱりなにかあるんだ。

　そう思ったら口を開いていた。

「カーティスさん、嘘はやめてください。なにがあっても嘘だけは絶対に嫌です」

『萌さん？　嘘とは？』

　そう聞くカーティスさんの声は少し戸惑っているような感じ。そんなふうにされると、余計にディーンの浮気を疑ってしまう。

　目頭が熱くなってきて、ポロポロと頬を涙が伝い始める。

「わ、私、見たんです。今日、表参道のお店から出てきたふたりを」

　カーティスさんの深いため息が私の耳に届く。

　ため息をつかれるなんて……やっぱりバレたことに困って？

「ディーンはどこですか？　会社にいないんですよね？　女性のところですか？」

『どうしてそうなるんですか？』

　興奮して早口になる私とは反対に、冷静なカーティスさんの声。

　さすが鉄のような男。動揺したのはさっきのほんの一瞬だけ。

「帰国は明後日のはずです。でも日本にいるのはどうしてですか？　早まったのを知らせないなんてディーンらしくないです」

『それは……』

　カーティスさんのためらいに足の力が抜けていくようで、ベッドの端に腰を下ろす。

「お願いです。なにかあるのなら教えてください」

『……わかりました。今、座って話していますか？』

　意味がわからない。

「は……い。もう座ってます……」

『では、東とう都と大学病院まで……いえ、セナくんたちがいるので来るのは無理ですね』

　東都大学病院!?

「病院って、どういうことなんですかっ？　ディーンはどこか悪いんですか!?」

『いえ、たいしたことはないんです。胃痛があったので、日本に帰国して人間ドックで一度検査をしたほうがいいということになりまして』

　ぎゅっとこわばっていた肩の力が抜けていく。

　そんな……ディーンが人間ドック？　胃痛はいつから？　浮気じゃなかったのは安堵したけれど……。

『今晩から入院し、明日検査をしますので、夜には戻られるかと』

「行かなきゃ。カーティスさん、こちらで留守番していてくれませんか？　ディーンの様子を見たらすぐに帰りますから」

　ディーンが心配で、カーティスさんにお願いする声が震えていることに気づく。

『留守番はかまいませんが、ディーンはあなたに心配をかけたくなくて黙っていたんです。このまま知らないふりをしていたほうがいいかと。ましてやお腹に赤ちゃんがいるんですから。今も動揺している声ですね？』

　カーティスさんは電話越しでも私の動揺をすぐに悟ったようだ。

　私に心配をかけたくなくて黙っていたって……知らないふりをしていたほうがいいの？

「……ディーンの様子は？　痛みはひどいんですか？」

『痛みはそれほどでもなさそうです。どうかご心配なさらずに。お腹の赤ちゃんに障さわります』

「……わかりました。きっと結果もディーンは教えてくれないと思います。だから必ず教えてくださいね」

　電話を切ると、ぐったりと頭こうべを垂らす。

　浮気を疑った私って、なんてバカなんだろう。私を愛してくれるディーンが、他の女性に見向きもするはずないのに。

　経済力、ルックス、マナー、すべてにおいてディーンは完璧で、妻子がいても誘惑は多いと聞いている。だけど、今まで誘惑に乗ったことなんてない……と思う。いつも私に愛情を注いでくれている。

「はぁ～。でも、身体のことは言ってほしかったな。ディーンのバカッ！」

　結婚する以前、ディーンはあまりの仕事中毒で胃潰瘍になり、心配した叔父様に日本支社に異動させられた経緯がある。それに私も胃潰瘍になったことがあった。あのときの痛みは苦しかった。

　あれからずいぶん経つけど、ディーンが胃の痛みを訴えることなんてなかったのに。

　お仕事が大変なの？　それとも私たちが負担になってる？

　また考えがネガティブになっていき、お腹がクッと固くなる。

　ダメダメ。考えるのをやめないと、この子が苦しくなる。

　お腹をゆっくりさすりながら、リビングを出て寝室へ向かった。

　寝室に戻ってもまだ気持ちは不安定で、とにかく落ち着かなきゃ、と自分に言い聞かせてベッドに横になった。




　翌日、いつものように双子たちを迎えに明子さんが来てくれた。

「お顔の色が悪いですね。胎動で寝つけなかったんですか？」

　私の顔を見るなり、明子さんは心配そうに眉を下げる。

「そんなことないです。ちゃんと眠れました。まだメイクをしていないせいだと」

　たっぷり眠ったはずなのに、鏡を見ると疲れた顔をしていた。すぐにメイクをすればよかった。

　心配する明子さんの元へ、セナとハナがやってきた。

　ふたりが通う幼稚園は我が家からそれほど離れておらず、歩いて七分ほどのところにある。

「ママ、いってきます。ダディはあしただよね？　はやくあしたにならないかな」

　セナは私の頬にキスをして、表情をにこっと崩す。

「そうだよ。早く明日になるといいね」

　セナのサラサラの黒髪にキスをすると、ハナが私のワンピースを引っ張る。

「ママ、ベビーちゃん、いってきます」

　私のお腹を撫でると、お気に入りの赤い靴を履く。ハナは早くお姉さんになりたくて、赤ちゃんの誕生を心待ちにしていた。

「明子さん、よろしくお願いします」

　見送るために玄関を出ると、外はどんよりとした曇り空だった。

「午後から十日間、お休みしてすみません。萌さんおひとりで大丈夫ですか？」

　明子さんは今日の午後から、旦那様の故郷イギリスへ行くことになっている。

「はい！　大丈夫です。当たり前のことなのに、いつも明子さんに甘えてしまって」

「いえいえ。ミスター・ロイドは萌さんが心配で仕方ないんですよ。本当にステキな旦那様です。うちのジョーなんて心配の〝し〟の字もありませんでしたよ」

　何度も会ったことのあるハミルトン氏を思い出し、クスッと笑みが漏れる。

「ごめんなさい。明子さんの言い方がおかしくて」

「本当のことですから」

　明子さんはうふふと笑う。

「いってきます」と挨拶をした双子を連れて、門をくぐっていった。

　家の中へ戻り、朝食の洗い物をしていると、ディーンが気になった。

　検査結果はすぐに出るものなのかな？




　ゆっくりとした動きで家事を済ませていると、もうお昼になっていた。

　ディーンはお手伝いさんを雇おうとしたけれど、専業主婦である私のやることがなくなってしまうから、と断った。

　でもアメリカのディーンの実家に住んだら、メイドどころか、邸宅を管理する執事までいる。私は一日中、なにをしていればいいのだろう……。

　ご両親は他界しているけど、執事夫婦がディーンの留守中、ずっと邸宅を守ってくれていた。

　邸宅はお城のように広く、メイドがいるのはありがたい。でも、何度泊まってもホテルのようで馴染めずにいた。住むようになればそんなことはなくなる？

　ダメダメ！　またつまらないことを考えちゃってる。

　両頬を軽くぴしゃりと叩いて、双子のお迎え前に少し休むことにした。




　ハッとして目を開けると、視線を時計に動かす。

「あー！　やっちゃった！」

　双子のお迎えの時間まであと十五分だった。

　慌てて家を出て、幼稚園へ急ぐ。どんよりした空からポツポツと雨が落ちてきた。

　いけないっ！　傘を持って出るのを忘れてた。

　角を曲がれば幼稚園。傘がないと困るから一度引き返す？

　思わず足を止めてしまうと、すぐに叩きつけるような雨に変わった。住宅地で雨宿りするところはなにもなく、雨に打たれるしかなかった。

　これじゃ、セナとハナがずぶ濡れになってしまう。戻って少し遅れると電話しよう。

　そこへ、一台の車が私の横で静かに停まった。

「萌！」

　すぐに後部座席のドアが開き、ディーンが降りてきた。

「なにをしているんだ！　びしょ濡れじゃないか！」

　肩を抱き、ずぶ濡れなのにもかまわずに私を車に乗せる。

「セナとハナのお迎えで、降られちゃって……」

　ディーンのムッとした表情に慌てて説明する。

「この天気で傘を持たないほうがおかしい。風邪をひくじゃないか」

　彼はポケットから大判のハンカチを出して、私の顔を拭き始める。

「だから一度戻ろうと……」

　ふとバックミラーを見ると、カーティスさんの黒い瞳とぶつかる。

　そうだ……。

「ディ、ディーンこそ、帰国は明日のはずじゃ」

「話を変えるな。君はひとりじゃないんだぞ？　風邪をひいたらベビーもそうだが、自分がつらいんだ。ジャック、自宅へ行ってくれ」

　ディーンは私を叱りながら、運転席にいるカーティスさんにきびきびと指示する。

　車が静かに動きだした。

　すぐに自宅に到着し、車に置いてある大きな傘で守られながら玄関の前まで来る。

　急いでリビングに入ると、カーティスさんが出張用のバッグを運んできた。

　カーティスさんにディーンの検査結果を聞きたいのに……ディーンがそばにいるせいで聞けない。

「ジャック。セナとハナを迎えに行き、どこかで遊ばせてきてくれないか。夕食も一緒に頼む」

　ディーンの言葉に私はあっけに取られる。

「ディーン、なに言って――」

「わかりました。おふたりと遊ぶのを楽しみにしていたんです」

　カーティスさんは滅多に崩さない顔をほころばす。無愛想なカーティスさんだけど、双子には甘いおじさんだ。双子も生まれたときからいつも見ている彼を大好きだ。

「カーティスさんっ！」

「では二十時までに送り届けますので、ごゆっくりなさってください」

　私たちに頭を下げると、カーティスさんは出ていった。

「萌、幼稚園に電話をしてジャックが迎えに行くことを伝えてくれないか」

「ディーン、どうして……」

「いいから。早くしなさい」

　そっけなくディーンは寝室に消えていく。

　仕方なくそばにあった受話器を取り上げ、幼稚園に電話をかけて事情を話す。

「――はい。よろしくお願いします」

　そう言って受話器を置くと同時に、後ろからすっぽり覆うように抱きしめられる。

「ディーン……」

「会いたかったよ。ダーリン。ふたりきりの時間を持ちたくて、セナとハナをジャックに任せたんだ」

　雨にじっとり濡れた髪に唇を感じて、胸がトクンと鳴った。髪にキスされたからじゃない。『会いたかったよ。ダーリン』のひとことで、私は乙女のような気持ちになってしまうのだ。

　ディーンの唇は髪からこめかみ、頬、首筋へと落とされていく。

　キスをしながら私の着ているワンピースの背中にあるジッパーを下げる、すらりとした大きな手。

「身体が冷えてきている。君をバスタブに沈めないとな」

「もうっ、沈めないとって……」

「ジョークに決まっているだろう？　早く身体を温めよう」

　唇にキスをして、ディーンはお腹に気をつけながら私をふんわり抱き上げた。

　脱衣室でワンピースの次にブラジャーとショーツを脱がされ、すぐにバスタブに入らされる。

　幼稚園に電話をかけさせたときに、バスタブにお湯を張ったようで、まだ湯量が少ない。

　ディーンも脱衣室で服を脱いで入ってくると、すぐに私の身体を後ろから抱きかかえるようにしてバスタブに身を沈める。

　この家の前の持ち主は外国人だっただけに、円型のバスタブは大人ふたりが入っても余裕がある。

「有能で美しい妻を持ったはずなのに、君はときどきセナとハナのように子供みたいになる」

「そんな……たまたま雨が降ってきちゃって……」

　後ろから、大きく膨らんだお腹をそっと撫でられ、胸の頂が固くなってきた。

　そんな私の身体に反応したのか、お腹を内側からポコンと蹴けられる。

「あ……」

「ベビーは私に会えてうれしいらしい」

　ディーンの手にも響いたようで、そこを優しく撫でる。

　彼の顔が見たくて顔を向けると、唇が塞がれた。

「んっ……」

　上唇や下唇を優しく啄まれ、思わず口を開いてしまうと、ディーンの舌が差し入れられる。口の内側や歯列の裏を舌で弄ばれていく。

「すまなかったね」

　キスが止まり、吐息が感じられる距離でディーンは私に謝る。

「どうして謝るの？」

　突然言われてキョトンとした顔を向けると、彼が薄く笑う。

「表参道で私を見かけたんだろう？　それで浮気を疑った？」

「あ……」

「君に心配をかけまいとしたことで、余計に不安にさせてしまったね」

　こめかみに唇を当てられる。私が大好きなディーンのキス。抱きしめられてそこにキスされると、すごく安心するのだ。もちろんディーンはそんなことは知らないんだけど。

「本当に浮気を疑ったの」

　疑ってしまったことへの罪悪感があり、切なげな声を出してしまう。

「それは心外だな。私には君以外、愛せる女性なんていない。七年も経っているからわかってくれていると思っていたよ」

　傷ついたような瞳を向けられて、シュンとしてしまう。

「そんな顔をされると、今すぐ抱きたくなる。君のお腹にベビーがいなければ思いっきり愛せるのに」

　以前ディーンは言っていた。自分の欲望よりも、お腹の赤ちゃんを大事にしなければと思う気持ちが強くなっているのだと。

「ディーン……私もディーンを愛したい」

　私は彼の腕の中で向きを変えて、首に腕を絡ませると自分からキスをした。

　それから鎖骨、そして鍛えられた筋肉のある胸へと唇を滑らせていった。




　九日間会えなかった寂しさを埋める時間が過ぎても、心地よいディーンの腕から離れたくなかった。

　外は雨音が聞こえて暗いけれど、まだ時刻は十七時を過ぎたところ。

「ディーン、夕食はなにを食べたい？」

　彼の指先が私の髪をゆっくりと梳いている。

「ディナーは萌の好きなもので。食べに出ようか？」

　ディーンのアクアマリンの瞳は深い色になって、私を甘く見つめている。

「昨日のお料理でいい？　肉じゃがを作ったんだけど余っちゃって」

「肉じゃがか。いいね」

　彼の屈託ない笑顔に胸がきゅんとなる。

「あ、検査結果は？　まだ胃が痛いんじゃなくて？」

「問題なかったよ。胃も休めればいいと。アメリカで食べたものが悪かったようだ」

「本当にそれだけ？」

「一週間分の薬は処方されたが、萌の料理を食べればすぐに治るよ」

　探るような目で見ていると、ディーンは笑って私の鼻にちょこんとキスを落とす。

「おかゆを作るね」

　彼の腕の中から抜けだし、ベッドから下りて床に足を着けた。

「ディーンは休んでいてね。できたら呼ぶから」

　寝室を出て、キッチンへ向かった。

　早速、鍋に白いご飯とたっぷりの水を入れて火にかける。冷蔵庫から昨日の肉じゃがやおかゆに合う梅干し、昆布の佃つくだ煮になどを出していると、ディーンがキッチンに現れた。

「ゆっくりしててって言ったのに」

「やっと帰ってこられたのに、離れていたくないんだ」

　浮気を疑った私って本当にバカだと思う。

「じゃあそこで見ててね」

　ディーンはカウンターのイスに座ると、私の動きを目で追っている。あまりに目をそらさないから、見られている私はだんだんと恥ずかしくなってきた。

「ディーン、やっぱりあっちでテレビでも観てて」

「君は私の楽しみを奪う気か？」

　彼はイスから立つとやってきて、抱きしめる。

「あっ！　ディーン」

　強引に唇を塞がれ、舌が絡め取られる。そのキスに腰が疼いて立っていられなくなりそうだった。

「ん……ディ……」

　私から離れると、不機嫌そうに口を歪めるディーン。

「ディーン、そんなふうにされちゃうと早産しちゃうかも」

「萌！　お腹が痛いのか!?」

　冗談で言ったのに、ディーンはすぐに真剣な顔つきで私をよく見ようとする。

　ブロンドがかった長いまつ毛の一本一本が見える。彼の真顔に私は慌てて首を横に振る。

「い、痛くないよ。でも、キスだけで感じちゃうし、そうなるとお腹が収縮しちゃうから。嫌っ、なんでこんなこと言っちゃってるのっ」

　大胆な発言に自分自身が恥ずかしくなる。

「今日はいつも以上にかわいいよ」

　顔を赤らめる私の鼻に、ディーンは再びちょこんとキスを落とす。

「しかし、早産されては困るな……わかった。ダーリン、刺激的なキスは控えることにするよ」

　子供たちがやるように私のおでこにちゅっと口づけると、ディーンは離れた。




　胃痛はたいしたことなかったと言われても、食欲がないのでは？と思っていた。でも、目の前で食べる姿を見ていたら少し安心した。

　上品におかゆを三杯食べ、器にたっぷり盛りつけた肉じゃがもほとんどディーンがたいらげた。

「萌、おいしかったよ。ごちそうさま」

「たくさん食べられてよかった。あ、もうすぐセナとハナが帰ってくるんじゃ」

　二十時前。カーティスさんは時間に正確だから、そろそろ……と思っていると、インターホンが鳴った。

　玄関が開くなり、「ダディー！」とハナがディーンの首に抱きつく。なにやらおもちゃの箱を持ったまま。

「ダディー、おかえりなさい」

　セナはこそっとディーンに近づくと、うれしそうに口を開いた。

「ただいま。セナ、ハナ。いい子にしていたかい？」

「ダディー、わたしたちはいつもいいこでしょ？」

　その言い方は小さい頃の私に似ていて、苦笑いを浮かべてしまった。

「そうだよな。ふたりは私の自慢の子供たちだよ」

　ディーンは抱きつくハナをそっと離し、そばにいる腹心の部下に視線を移す。

「ジャック、ありがとう」

「ダディ、おじさまにおもちゃをかってもらったの」

　セナが報告すると、ハナも大きく頷く。

「カーティスさん、ありがとうございます。子供たちがねだったんじゃ――」

「いいえ。私が買ってあげたかったんですよ」

　カーティスさんは双子たちに微笑んでから、帰っていった。

　リビングに入ると、ハナは興奮気味に今日あったことを最初から話しだした。こうなると止まらない子だから、ディーンは「先に手を洗ってきなさい」と諭す。

　セナとハナは手を洗って戻ってくると、おもちゃを披露し始めた。

　ハナが持っているのは、小さなパンダの人形の家族と細かい家具。

「ハナ、このお人形ならたくさん持っているのに」

「だってパンダさんかぞくはもっていないの」

『やれやれ』と私とディーンは顔を見合わせる。

「セナはなにを買ってもらったの？」

　箱を見ると、〝考古学キット〟とあり、恐竜の骨の写真が目に飛び込んでくる。少しずつ削って化石を見つけるおもちゃだ。

「ぼく、こういうのをはっけんするひとになりたいんだ」

「考古学者だね」

　ディーンは真剣にセナの話を聞いている。まだ小さいセナの夢を知って、内心残念がっているのでは。できれば会社を継いでほしいと思っているはずだから。

　でも、後継者にはおとなしいセナより社交的なハナが合っているかもしれない。それにお腹の赤ちゃんだっている。性別は聞いていないけど、男の子のような気がする。

「考古学者になるには勉強をたくさんしないといけないよ」

「うん！　ぼく、たくさんべんきょうするよ！」

　セナは笑顔でディーンに約束する。その姿を微笑ましく思う。

「わたしはサッカーせんしゅのおよめさんになるの」

　ハナの自信のある言い方に、ディーンは苦笑いを浮かべてから口を開く。

「それなら郁斗伯お父じ様のようにすごい選手を旦那様にするんだよ」

　郁兄の名前を出されて、ハナは満面の笑みになる。

「お風呂に入ってもう寝なさい。明日も幼稚園でしょう」

　明日は水曜日。週の前半から遊ばせてしまった。今週いっぱい、体力がもてばいいんだけど……。

　土曜日には朝倉ホテルのパーティーがある。子供たちはホテルの一室で留守番だけど、なかなか会えない従い兄と弟こたちと遊べるので、双子たちは楽しみにしていた。




　朝倉ホテルの七十五周年記念パーティー当日。

　パーティーは十八時から。私たち一家は千波兄の計らいで朝倉ホテルに宿泊の予定。

「萌、セナとハナの着替えは私が手伝うから、君はゆっくりバスタブに浸かって、美しく着飾ってほしい」

「でもハナの髪を巻いてあげる約束なの」

「それくらいなら私でもできるよ。だからダーリン、私のためにいつも以上にキレイになってくれ」

　もう話は終わりだとばかりに、ディーンは唇を重ねた。

　ディーンの勧めに従って、ジャスミンの香りのするバスオイルの入ったバスタブにゆっくり浸かり、身体をリフレッシュさせる。

「んー、気持ちいい」

　普段、明子さんにお手伝いしてもらっているありがたさが身に染みる。

　でもお腹の赤ちゃんも落ち着いたし、今のように送り迎えもできる。しばらくは明子さんに英語の授業だけしてもらおうかな。

　明子さんは六十五歳を過ぎているし、双子の送り迎えは神経を使って大変だと思う。

　あ、だけど出産時はまた送り迎えをお願いしないとならない……。明子さんと相談して決めよう。




　バスルームから出て、タオル地のローブを羽織り、髪のしずくを拭きながら寝室に入る。ベッドの上には真紅のリボンがかけられたＡ４サイズより少し大きめの箱と、カードが置かれていた。表参道にあるブランドショップのものだ。

　もちろんプレゼントの主はディーンしかいない。

　カードに書かれていたのは【ステキな夜に。Ｄ】

　真紅のリボンをするするとほどいて箱を開けてみると、パーティー用のクラッチバッグが入っていた。ゴールドで手にしてみるとしっくりと持ちやすい。

　さすがセンスのいいディーンだ。パーティーバッグは以前使ったものにしようと思っていたから、このプレゼントはうれしい。

　しかも、今日履く予定のゴールドのローヒールにも合っていた。

　クラッチバッグのサテンの布地を指先でそっと撫で、私の顔に笑みが浮かんだ。




「よし！　これでＯＫ！」

　鏡に映る自分のメイクがおかしくないか、覗き込むようにして確認していると、目の端に映るブラックフォーマルに身を包んだディーンに気づく。

　鏡の中で目と目が合い、彼は口元を緩ませながら近づいてくる。

「ダーリン、とてもステキだ。誰にも見せたくないくらいだ」

　頬に軽くキスをしたディーンは、美しい細工がされたダイヤモンドのネックレスをポケットから取りだした。

　今まで見たことがない豪華なものだ。

「ディーン、これは……？」

　彼は私の後ろに回ると、ひんやりとしていて少し重みのあるネックレスの留め金を留める。

「すごい……こんな……数えきれないくらいのダイヤが……」

　鏡に映るまばゆい光を放つダイヤモンドに、ため息が漏れる。

「これは母のものだったんだ。こういったものは銀行に預けていてね。今回の出張で出してきたんだ。もう君のものだよ」

「こんなに見事なネックレスはいただけないよ。それに、これを身に着ける機会なんてそうそうないし」

　そう言っているのに、今度は同じ細工のピアスを私の耳につけている。

　緩く結った髪が、揺れるピアスを引き立てている。

「ステキだよ」

「ディーン……」

「今後は、これを身に着ける機会も増えるだろう。アメリカで生活すればパーティーなども増えるからね」

「……ありがとう」

　ファンデーションがブラックフォーマルにつかないように気をつけて、ディーンの腰に腕を回した。

「そのドレスのデザイン、ひとつだけ気に入らない」

「え……？」

「胸のラインだ。男なら手を入れたいと誰もが思うはずだ」

　ディーンは深く切れ込んだＶラインの胸に視線を走らす。

「もう、エッチ！　それはディーンしか思わないんだから」

「そんなことはない」

　Ｖラインから覗く胸の膨らみにディーンが手を置いたとき、ドアがバタンと大きく開かれた。

　びっくりして心臓が跳ね、彼から慌てて離れると、ドアへ顔を向ける。

「ダディ！　わたしのかみは？」

　膝下のドレスを着たハナが頬を膨らませて立っている。ピンクのエプロンドレスで白いエプロンがかわいい。

「ハナ、ママがやってあげる」

「や！　ダディがやってくれるってやくそくしたんだから」

　ハナは首を大きく左右に振る。肩までの長さの柔らかい髪がふんわりと舞う。

「はやくぅ」

　ハナの小さな手がディーンの大きな手を握り、ドアへと引っ張る。後ろで結ばれた大きなリボンがほどけそうなことに気づいた。

「ハナ、後ろのリボンがほどけそうだよ」

「だいじょうぶなの。ダディがぜーんぶやってくれるから。ママはもっとキレイになってね。そうしたらダディがよろこぶの」

　ハナはにっこり笑う。あっけに取られる私。

　吹きだしたいのを堪えるように肩を震わせてディーンは出ていった。

　薄手のショールを肩にかけていると、濃紺の小さなスーツを着たセナがやってきた。ネクタイはないけれど、ディーンにセットしてもらったのであろう前髪は後ろに撫でつけられている。六歳の実年齢よりもっと大人びて見える。

「セナ、カッコいいよ」

「ママもキレイだよ。めがみさまみたい」

　ディーンを見ているせいか、女性を褒めるのも上手。

「ありがとう」

「これ、つけてもらいたいんだ。ダディはハナのかみに、じかんがかかってるの。じぶんでやろうとしたけれど、できなくて……」

　手に持っていたピンクのネクタイを私に差しだす。それは最初からネクタイの形になっているもので、首の後ろで留めればいいのだけど、なんでもできるセナでも難しかったようだ。

「自分でここまでできたんでしょう？　偉いよ」

　ルージュがついてしまうから、セナの頬にキスするのを我慢して微笑む。

「はい！　できた！　ますますカッコよくなったよ」

「ありがとう。ママ」

　私のドレッサーの鏡で背伸びするようにして自分を確かめたセナは、にっこり笑って出ていった。

「これでよし。忘れ物はないかな？」

　家族四人の一泊分の着替えはすでに車に積んである。

　クラッチバッグを手にして、ずり下がるショールを押さえながら寝室を出た。




　上品でゴージャスなきらびやかさのあるロビーを抜けて、会場である一番広いボウルルームへ向かう私は少し緊張していた。政財界の重鎮や芸能人など、素晴らしい肩書を持った人たちが出席するという。

　日菜ちゃんも今頃緊張しているだろうな。なんといっても次期社長夫人だからね。昔は引っ込み思案だったけれど、結婚した頃から変わっていったんだよね。愛してくれる旦那様に見守られて、自信もついていったんだろうな。

「萌ちゃん！」

　会場に入るところで、真紅のバラのようなドレスを着た愛さんが近づいてきた。隣に二歳の翔くんを抱いた郁兄と、五歳の碧生くんがいる。

「愛さん！　郁兄！」

　郁兄は国際試合などで日本へ来ることも多々あるけれど、そういうときは忙しくて会えない。郁兄の家族に会うのは一年ぶりだった。

「萌、妊娠おめでとう」

　郁兄は私を祝福すると、ディーンと握手を交わし、軽くハグをする。海外生活が長い郁兄はこういう挨拶も慣れたもの。初対面のときからディーンと気が合っていた。愛さんもディーンのハグをごく自然と当たり前のように受け入れる。彼女の艶やかな長い髪がサラリと揺れる。

　子供たちは久しぶりに会って最初は恥ずかしかったようだけど、すぐに打ち解けてクスクス笑っている。

「萌ちゃん、すごくキレイ。内側から輝いているみたいに肌がきめ細かいね」

「愛さんこそ、相変わらずスタイル抜群なんだから」

　健康的な小麦色の肌と細い肩紐のスリムな真紅のドレスは、本当に愛さんによく似合っている。

　ちらりと郁兄を見ると、ネクタイがドレスと同じ真紅。

　以前聞いた話では、ふたりが高校三年でニセコへ旅行に行ったときに、愛さんは私の赤いワンピースを着ていて、そのときに郁兄のタイが偶然にも同じ色だったと。それ以来、真紅がふたりの思い出のラッキーカラーなのかもしれない。

「中へ入ろう」

　ボウルルームのドアがスタッフによって開かれると、十名ほどの楽団がおごそかに曲を奏でていた。

　円形の各テーブルの中央には紫の蘭と黄色のバラ、そしてカスミソウが配置よく活けられていた。ひと目で日菜ちゃんが手がけたものだとわかる。

　ボウルルームの入口にも見事な花が活けられていた。

　まだ時間が少し早く、舞台のほうで千波兄とスタッフたちが打ち合わせをしている。その近くにいた日菜ちゃんが私たちに気づいた。

　活発な碧生くんは早くも走りだしたそうで、郁兄が手を握っている。

　日菜ちゃんが私たちの到着を知らせたのだろう。スタッフとの話を切り上げた千波兄の一家がやってきた。小学二年生の千夏ちゃんは、照れた様子で妹の菜月ちゃんのちょっと後ろから来る。なんだか日菜ちゃんと私の小さい頃のようだ。日菜ちゃんは恥ずかしがり屋だったから。

　そんな日菜ちゃんは、千波兄の腕に軽く手を置いて近づいてくる。

　子供たちの中では最年長の千夏ちゃんは、ピンクの小花がある黄色のワンピースを着ている。妹の菜月ちゃんも同じワンピースで、姉妹だったらこういうふうに着せてみたい。

　小さい頃、私たち姉妹も同じ服を着ていたことがあった。すぐに自我が芽生え、それはしなくなったけれど。

「本日はおめでとうございます」

　みんなが朝倉ホテルの七十五周年を祝う。

「忙しい中、来てくれてありがとう」

　千波兄は余裕のある微笑みを浮かべ、郁兄とディーンに声をかけた。

「愛ちゃんっ！　久しぶり～！」

　大親友で義理の姉妹である愛さんと日菜ちゃんは抱き合う。

「日菜、本当に私と同い年？　そのかわいらしさがうらやましいわ」

　愛さんは日菜ちゃんをじっくり見て言った。

　日菜ちゃんは全体的にレースが施された、クリーム色の上品なデザインドレスを着ていた。手首まである袖は総レースだから、ローブモンタントのようなかっちりとしたデザインがより華やかになる。

「愛ちゃんも萌もステキ。お母さんたちが見たら喜ぶね」

　再会を祝う親たちの賑やかさを尻目に、子供たちはもうどこかへ行きたくてうずうずしているよう。

「日菜、子供たちを別室に連れていったほうがいいね。特にやんちゃな碧生がここをめちゃくちゃにしないように」

　子供たちの様子を見て、苦笑いを浮かべた愛さんが言う。

「そうだね。迷惑にならないうちに別室で遊ばせましょう」

　日菜ちゃんの言葉に、千波兄がスタッフに目配せすると、すぐにふたりの女性がやってきた。

「この子たちを連れていってください。よろしくお願いします」

　ふたりは私たちに頭を下げ、六人を連れていった。

　素直についていくのは、子供たちだけで好きなことができるからだろう。資格を持った保育士がいるけれど、手を焼かなければいいなと心の中で思った。




　私たちが自然と男女に分かれ、話をしていると、招待客がやってくる時間になった。

　日菜ちゃんと千波兄は入口でお客様をお迎えし、私たちはやってきた両親や朝倉のご両親と談笑しながら席に着く。

　両親たちは別テーブルへ。今回の招待客は約二百人で、二十五卓用意されたテーブルに八人ずつが座れるようになっている。

　私たちがテーブルに着くと、千波兄は腰を下ろさず、イスを引いて日菜ちゃんを座らせ壇上のほうへ行く。

　入れ替わりに、黒の紋つき袴はかまと新緑のような訪問着を着た男女が私たちのテーブルへやってきた。

「夏葉さんとあやめさんっ！」

　今では花房流の五代目家元となった、夏葉さん夫婦だった。

　夏葉さん夫婦はここにいる面々とは顔見知りなので、挨拶もそこそこに話が盛り上がる。

「イギリスでの個展、成功おめでとうございます」

　ディーンが私の左隣に座った夏葉さんとあやめさんにお祝いを言っている。

「ありがとうございます。一ヵ月後にこちらで個展を開くんです。萌ちゃんにも参加してもらえるようお願いしようかな」

「夏葉さん、そんな冗談はやめてくださいね。最近は全然やってないし、私は妊娠中なんですから」

「あ、そうだったね。座っているから忘れていたよ。楽しみだね。萌ちゃんとディーンさんの子は人形みたいにかわいいからな。生まれた子が女の子だったら、その子かハナちゃんかどちらか芽い吹ぶきのお嫁さんになってほしいな」

　ふたりの愛息、芽吹くんは八歳の男の子。すでに夏葉さんから花房流の将来の家元としてしごかれていると聞いていた。

「家元、そんな話はやめてください。ハナちゃんたちにも選ぶ権利があるんですから」

　あやめさんの言葉でその場が和む。

　そこで司会者が挨拶をして、パーティーが始まった。

　千波兄と郁兄のお父様である現社長の朝倉氏の挨拶のあとに、重役数人が壇上で話をした。そして千波兄が壇上へ上がる。

　ブラックフォーマルをびしっと決めてその場に立つと、モデルのようにステキだ。もちろんここにいる郁兄とディーンも。

「当ホテルの七十五周年記念パーティーへようこそお越しくださいました。皆様に愛され、こうして記念日を迎えることができました。皆様には深く感謝しております」

　千波兄は堂々と落ち着いた声で話し始めた。

「このたび、私、朝倉千波は、代表取締役社長に選任されたことを報告させていただきます。はなはだ微力ではございますが、一意専心、社業の発展に全力を尽くす所存です。そして、別件にて重大発表がございます」

　重大発表と聞いて、会場の招待客がにわかにざわめき立つ。

　もしかして郁兄のこと？

　私は斜めに座っている郁兄へ視線を向けるけれど、千波兄の話を聞いている彼は表情を少しも変えていない。愛さんも同様だ。

　違うのかな……？

「我がホテルは日本国内に展開を留めておりましたが、今回スペインのバルセロナにホテルを建設することとなりました。そして新しいホテルの代表に……みなさまもご存じの、私の弟・朝倉郁斗が就任します。現在ホテルは着工を始めており、五年後にオープンの予定です」

　思いがけない話に私は息を呑んだ。郁兄はサッカー選手を引退して、日本で朝倉ホテルを手伝うと考えていたから。

　唖然としていると、郁兄がイスから立ち上がり壇上へ上がる。兄弟ふたりが並ぶと、会場から拍手が湧き起こる。

「皆様、はじめまして。朝倉郁斗です。現在の職業はスペインでサッカー選手をしています。この話では引退は五年後なのか……と思われるでしょう。ですが、そこは決めていません。まだまだ若いですし」

　郁兄は笑みを浮かべ、冗談を交えながら話している。

「バルセロナのホテルの建設はすべて私が携わり、進めていく所存であります。サッカーしかやってこなかった私にホテル経営ができるのかと問われると……はっきり言ってできません。これから猛勉強に入りますが、ご安心ください。私のサポートをしてくれる人物をスカウトしており、彼が厳しく仕込んでくれるはずです」

　サポートをしてくれる人物をスカウトしている？　誰なんだろう。

　招待客は郁兄の話を真剣に、ときには笑いながら聞いている。

「そして……私はかねてからの夢のため、スペインの二部リーグに位置するクラブチームを買い取りました。そこで、海外での活躍を夢見る日本人選手たちの手伝いをします。私もブラジルで受け入れてくれるクラブチームがなければ、今頃はサッカー選手ではなかったかもしれません。しばらくはサッカー選手を続け、クラブオーナーとして日本人選手の手助けをしながら、ホテルの勉強をしたいと思います。五年後、またここで皆様にお会いできたらうれしいです。本日はご多忙のところ、ご出席ありがとうございました」

　郁兄と千波兄は深く頭を下げた。

　私は郁兄の壮大な夢に魅了されていた。会うと憎まれ口ばかりきいていた郁兄が、こんなにも大きな男になっていたなんて……。

「萌、郁斗くんをサポートする人物を教えようか？」

　呆然としている私に、ディーンが優しく微笑む。

「ディーンは知っていたのっ!?」

「ああ……極秘にね。それに私を通さなければ、郁斗くんをサポートする人物のヘッドハンティングは成功しなかったんだ」

「ディーンを通して……？」

　ディーンの知り合い？　中にはホテル経営のスペシャリストもいるだろうけど……。

　私は小首を傾けて真剣にディーンを見つめた。

「君も知っている人物だよ」

　ディーンは悩む私が楽しいのか、すぐには教えてくれない。

「え？　それは……」

「あとで教えてあげよう。今はこのおいしそうな料理を食べて」

「う、うん」

　早く教えてほしいけれど、この場では話せないことなのだろう。私はそっと頷いた。




　朝倉ホテルの有名なフレンチシェフの料理に舌鼓を打ち、満足したあともパーティーは終わらない。

　私はオレンジジュースを飲みながら、みんなと会話を楽しんでいた。

「萌ちゃん、疲れてない？」

　愛さんが私の横へやってきて、気遣ってくれる。

「大丈夫です。愛さん、郁兄をずっとサポートしてきてすごいと思う」

「いきなりどうしたの？」

「郁兄の決断は、日本に戻ってこないってことなんでしょう？」

　愛さんは柔らかな微笑みを浮かべ、私の手に手を重ねる。

「日本へはいつだって帰ってこられるよ？　でも私はスペインが好きだし、子供たちの教育もそれなりにのんびりとできている。碧生もまだ小さいのに、サッカー選手を目指しているしね。いつかは郁斗の計画を碧生も実現することになればうれしいの。郁斗のいるところが私の居場所だから」

　そんなふうに言える愛さんは、郁兄に愛されて幸せな日々を送っているんだ。

　私のまわりには二組のステキな夫婦がいる。両方がうらやましいと思うし、勉強にもなる。

　ディーンのいるところが、私の居場所。そんなこと、とっくにわかっていたのに、アメリカに行くことで不安になって忘れてしまっていた。

「萌ちゃんだって、ディーンさんのいるところが萌ちゃんのいるところでしょ？　本当、ディーンさんは絵本の中に出てくる王子様みたいだね。私の外国生活も長くなってきたけれど、彼ほどカッコいい男性には会ったことないよ？」

「愛さん、ありがとう。大切なことを忘れていたみたい。日本を離れるのが不安だったの」

　私は愛さんにそっと抱きついた。

「ニューヨークとバルセロナは思ったより近いんだから、いつでも会おうね」

　愛さんは私の背をゆっくり撫でてくれた。

「おい、萌。愛に抱きつくなよ。抱きついていいのは俺だけ」

　郁兄はさっき壇上で話をしたときの一人称は『私』だったのに、もう『俺』になっている。

　私はおかしくて笑いながら、もったいぶって愛さんから離れた。

「はいはい。郁兄、独占欲が強いのは相変わらずだね」

「お前はすっかりセレブ妻だな。ディーンはお前を甘やかしすぎているみたいだ」

　郁兄は私のゴージャスなダイヤのネックレスを見て言う。

　ディーンがいつの間にかそばにいて、余裕の笑みを浮かべて私の腰に腕を回す。

「郁斗、愛する妻はいくら甘やかしても、甘やかしすぎることはないんだよ。君もそうだろう？」

「まあ……その通りですね」

　郁兄は愛さんと私を見て肩をすくめた。

　日菜ちゃんと千波兄は、千波兄の社長就任発表について招待客との挨拶があり、なかなか私たちのところへ来られない。

　三十六歳という若い新社長の話題は、しばらく経済紙を賑わすだろうな。




　その夜、私たちは懐かしいセミスイートの部屋にいた。千波兄の粋な計らいだ。知り合ったとき、ディーンはこの部屋に住んでいたから。

　子供たちを迎えに行くと、すでに疲れて眠っており、別室で朝倉ホテルにいる保育士に見てもらっている。そこは千波兄の部屋だから安心している。

　今夜は私たちふたりきり。

　パーティーが終わり、一時間ほどラウンジでみんなで話をして戻ってきたところだ。

「ディーン、懐かしいね」

　ところどころの調度品は変わっているけれど、セミスイートは記憶の通りだった。

「千波は気が利くな。そういうところは出会った頃から変わっていない」

「ディーン、赤ワインでも飲む？」

　たくさんは胃のために勧められないけれど、こんな夜は飲みたいのではないかと思った。会場ではお酒は飲んでいなかったし。

「そうだな。フルーツもあるし、寝る前にくつろごうか」

　いろいろな種類のフルーツはキレイにカットされてみずみずしく、おいしそうだ。

　ディーンは赤ワインのコルクを慣れた仕草で抜き、ワイングラスに注ぐと、私には炭酸水をグラスに入れて持ってくる。

　ソファに並んで座ると、結婚前の思い出が甦ってきた。

「もう七年経ったなんて信じられない」

「そうだね。私は萌と出会えて幸せ者だ。千波に紹介されなくても、きっと君に出会って好きになっていたはずだ」

　ディーンは私の髪から、徐々に顔へとキスを落としていく。

「どこからそんな自信が出てくるの？　あの頃はいつも重役や秘書たちに囲まれて、受付にいた私になんて見向きもしなかったのに」

　クスクス笑いながら、軽くディーンの肩を押す。ディーンは強く押されたふりをしてソファに倒れ込んだ。

「もう、ディーンったら。そんなに強く押してないでしょ」

　彼は笑いながら起き上がり、ネクタイの結び目に指を入れてするするほどいて、ドレスシャツの第二ボタンまで外す。

「それにしても郁兄のこと、びっくりしたよ。あ、郁兄をサポートするのが誰なのか教えてくれる約束だよね？」

「もちろん。私の身近にいる人物だよ。そしてセナもハナも大好きなおじさん」

「えっ!?　カーティスさん!?」

「ビンゴ！」

「本当にカーティスさんが？　今度は郁兄のお世話をするの？」

「ああ。私としては寂しいが、彼の考えに任せたんだ。郁斗くんを一から教育するのは楽しそうだと。私は振られたんだよ。だが、我が社がスペインのホテルに投資するから、これから先も、彼と関わっていくだろう」

　冗談めいて明るく話すディーンだけど、長年の腹心の部下が辞めることになって残念でならないはず。

　私はなにも言えなくなって、ディーンの手をそっと握った。

　セナとハナも寂しがるだろうな……私もなんだかんだと、カーティスさんにお世話になっちゃってるし……。

　そう思うと、心の中に寂しさが広がっていく。

　ふいにディーンが私に顔を近づける。

「萌、そんな顔をされると、ジャックが好きなのかと嫉妬してしまう」

「ディ、ディーン！」

「嫉妬深い夫をどうしてくれる？」

　艶のある表情に加えて、いつもの明るいアクアマリンの瞳は深いサファイアのような色に変わっている。

　啄むようなキスをされ、私の身体が甘く疼き始める。

「ディーン、愛してる。これからもずっと……ディーンのサポートができるようにがんばるから」

「ジャックのように？」

　もう一度ちゅっと口づけられ、離されるともっとキスしてほしくなる。

「彼の代わりは誰もできないけれど、私は彼以上のことをしてあげられる」

　今度は私のほうからディーンの唇に口づけた。

「ベビーが生まれたら私の秘書にならないかい？　とても楽しそうだ」

「えっ？」

　びっくりして、ディーンの顔をまじまじと見つめる。

「萌の夢はバリバリ働くキャリアウーマンだろう？　これからでも遅くない。私にとっても一日中一緒にいられて幸せだ」

　ディーンは私のやりたいことをわかっていたんだ……。

「君は家事だけで満足できる人じゃない。向こうでは執事もメイドもいる。自由に働けるんだ」

「ディーン、ありがとう」

　慈しむように見守ってくれているディーンに抱きつく。

「今は生まれてくる赤ちゃんのことで精いっぱいだけど、いつかディーンのそばで仕事ができたらいいと思う。でも、それにはセナとハナの気持ちを聞かなくちゃいけないけど……」

「君ならそう言うと思っていたよ。人生はまだまだ長い。ずっと私に愛させてくれるね？」

　静かなディーンの声が胸に染み入り、涙が出てきそうだった。

「うん……私もずっとずっと……愛しているからね」

　愛さんの言葉に気づかされ、私はこれからの生活が楽しみになった。

　そしてそばには私を愛してくれる、かけがえのないディーン・ロイドがいる。
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あとがき




　こんにちは。若菜モモです。このたびは『秘密の誘惑』をお手に取っていただき、ありがとうございました。

「秘密」シリーズ三部作最後のお話で、二〇一五年八月に刊行しました『秘密の契約』のヒロイン日菜の妹、萌の話です。このときは姉思いでもありましたが、わがままな女の子の印象が強かったと思います。『秘密の誘惑』では社会人になり、だいぶ大人になりました。そんな彼女が恋したのは青い目のセレブな外国人。しかもバツイチ。

　そんなヒーローが受け入れられるのか……読者様の反応が心配です。『秘密の契約』でもベリーズ文庫初めての高校生のヒロインだったので、同じような心配をあとがきに残しました。書籍が発売するたびに読者様の反応など心配事は尽きませんが、皆様のお手元にステキなお話がお届けできるように、作り上げた一冊です。




　今回、悩んだのは番外編でした。完結してからかなり古い作品でしたので、どんなお話を書こうかと。なんといっても三部作の集大成。彼らの将来を示唆するお話がいいのではないかと考えました。六人の主人公たちはそれぞれどんな未来を築くのでしょうか。読んでくださった皆様は、完結したあとのことがいろいろと気になるのではないかと思います。

　あとがきを最初に読まれる方には少々ネタバレになってしまいますが、書き下ろし番外編で『秘密の片思い』の朝倉郁斗の今後のことに触れています。これは実際に海外で活躍している本田圭佑選手のインタビューの話にとても共感したことからヒントをいただきました。日本サッカー界に貢献する本田選手。こんな生き方を郁斗にさせたいと。本編と併せて番外編も楽しんでいただけたらうれしいです。

　最後に、この作品にご尽力をいただいた皆様、三好様、矢郷様、いつもお力添えありがとうございます。イラストレーターのAsino様、三作すべて担当してくださり美麗なイラストをありがとうございました。デザインを担当してくださった金子様、この本に携わってくださったすべての皆様、本当にありがとうございます。

　これからの小説サイト『Berry's Cafe』、そしてベリーズ文庫の発展を祈りつつ、応援してくださる皆様に感謝を込めて。





二〇一五年十二月吉日　若わか菜なモモ
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